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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

日
本
の
伝
統
文
化

球
場
に
大
谷
登
場

シ
テ
ィ
フ
イ
ー
ル
ド
沸
く

試
合
前
に
日
系
団
体
の
代
表
が
紹
介
さ
れ
た
。
左
か
ら
国
歌
斉
唱
し
た
歌
手
の
前
嶋
利
菜
さ
ん
、
始
球

式
で
投
球
し
た
森
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使
、
捕
手
を
務
め
た
佐
藤
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長
、
和
田
知
徳
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｉ
会
頭
、
テ
リ
ー
・
ス
ズ
キ
Ｕ
Ｓ
Ｊ
Ｃ 

Ｎ
Ｙ
支
部
チ
ェ
ア
マ
ン
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
バ
ン
ナ
イ
全
米
日

系
人
博
物
館
評
議
会
委
員
、
ゲ
イ
リ
ー
・
モ
リ
ワ
キ
Ｊ
Ｓ
理
事
︵
８
月
25
日
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

　
メ
ッ
ツ
の
本
拠
地
シ
テ
ィ
フ

ィ
ー
ル
ド
で
８
月
25
日
、
夏
の

恒
例
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ヘ
リ
テ

ー
ジ
・
ナ
イ
ト
が
行
わ
れ
、
大

谷
選
手
の
い
る
対
エ
ン
ゼ
ル
ス

戦
が
行
わ
れ
た
。

　
試
合
前
の
式
典
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大
使

が
始
球
式
を
行
っ
た
。
来
場
し

た
フ
ァ
ン
に
は
記
念
の
野
球
帽

が
配
布
さ
れ
、
ス
タ
ン
ド
に
は

多
く
の
日
本
人
フ
ァ
ン
が
詰
め

か
け
て
い
た
。
朝
か
ら
降
っ
て

い
た
雨
も
試
合
前
に
は
止
み
、

前
日
右
肘
の
靭
帯
損
傷
が
明
ら

か
に
な
っ
た
大
谷
選
手
が
怪
我

を
し
て
最
初
の
遠
征
で
や
っ
て

き
た
。
大
谷
は
当
面
、
右
肘
の

状
態
を
見
な
が
ら
指
名
打
者
と

し
て
出
場
を
続
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
大
谷
が
Ｎ
Ｙ
に
来
る
の

は
初
め
て
で
は
な
い
が
、
試
合

前
の
ア
ッ
プ
を
す
る
た
め
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
大
谷
の
姿
が
現
れ
る

と
３
塁
側
観
客
席
か
ら
大
き
な

歓
声
と
拍
手
が
上
が
り
ス
タ

ン
ド
が
波
を
打
っ
た
。
こ
の

日
、
メ
ッ
ツ
の
先
発
、
千
賀
と

大
リ
ー
グ
で
は
初
対
決
が
実
現

し
た
大
谷
。
プ
ロ
野
球
時
代
の

２
０
１
７
年
以
来
の
対
戦
と
な

る
試
合
は
、
１
回
最
初
の
打
席

は
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
、
第
二
打
席

は
３
回
ノ
ー
ア
ウ
ト
１
塁
の
場

面
で
今
シ
ー
ズ
ン
23
本
目
の
ツ

ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
打

球
速
度
１
８
５
・
７
キ
ロ
の
痛

烈
な
当
た
り
と
な
っ
た
。
こ
の

ヒ
ッ
ト
を
足
掛
か
り
に
先
制
し

た
エ
ン
ゼ
ル
ス
が
勝
利
し
た
。

　
こ
の
日
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
チ
ー
ム
、
メ
ッ
ツ
は
負
け

た
が
、
怪
我
で
姿
を
見
る
の
は

無
理
と
諦
め
て
い
た
大
谷
が
出

場
し
て
２
度
打
席
に
立
ち
、
待

望
の
﹁
千
賀
vs
大
谷
﹂
対
決
も

実
現
、
日
本
人
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
は
大
満
足
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ナ
イ
ト
と

な
っ
た
。

　
ク
イ
ー
ン
ズ
の
州
最
高
裁

判
所
の
ミ
シ
ェ
ル
・
Ａ
・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
判
事
は
８
月
24
日
、

１
９
９
４
年
８
月
に
市
内
ク
イ

ー
ン
ズ
区
で
発
生
し
た
日
本
人

男
性
、
砂
田
敬
さ
ん
︵
当
時
22

歳
︶
の
銃
殺
事
件
で
有
罪
と
な

っ
た
元
服
役
囚
の
男
性
２
人
の

有
罪
判
決
を
破
棄
し
た
。
無
罪

が
確
定
し
た
の
は
、
ア
ー
モ

ン
ド
・
マ
ッ
ク
ロ
ー
ド
さ
ん

︵
50
︶
と
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
キ
ャ

メ
ロ
ン
さ
ん︵
49
︶。裁
判
官
は
、

94
年
ク
イ
ー
ン
ズ
の
取
調
室
で

マ
ッ
ク
ロ
ー
ド
さ
ん
︵
当
時
20

歳
︶
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
さ
ん
︵
当

時
19
歳
︶
は
捜
査
を
担
当
し
た

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
警
部

に
強
要
さ
れ
て
罪
を
か
ぶ
っ
た

と
判
決
理
由
を
述
べ
、
裁
判
官

と
し
て
異
例
の
謝
罪
の
言
葉
を

口
に
し
た
。
マ
ッ
ク
ロ
ー
ド
さ

ん
は
1
月
に
釈
放
さ
れ
る
ま
で

29
年
間
服
役
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン

さ
ん
は
殺
人
罪
の
棄
却
と
引
き

換
え
に
第
一
級
強
盗
の
罪
を
認

め
、
２
０
０
３
年
に
仮
釈
放
さ

れ
る
ま
で
約
9
年
間
服
役
し

た
。
法
廷
で
発
言
を
許
さ
れ
た

マ
ッ
ク
ロ
ー
ド
さ
ん
は
﹁
１
万

日
と
６
０
７
日
。
29
年
と
15
日

は
、
私
に
と
っ
て
辛
い
も
の
で

し
た
﹂
と
述
べ
た
。
キ
ャ
メ
ロ

ン
さ
ん
は
﹁
汚
名
が
晴
れ
た
こ

と
は
喜
ば
し
い
が
、
刑
務
所
内

で
負
っ
た
顔
の
こ
の
傷
跡
は
直

ら
ず
、
そ
れ
が
原
因
で
う
つ
病

と
な
り
ま
し
た
﹂
と
右
頬
に
あ

る
長
さ
15
セ
ン
チ
ほ
ど
の
線
を

指
差
し
た
。

　
１
９
８
９
年
以
来
、
全
米
の

冤
罪
総
数
３
３
６
１
件
の
う
ち

約
４
０
０
件
が
虚
偽
の
自
白
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
少
な
く

と
も
２
３
０
件
の
冤
罪
が
証
明

さ
れ
て
い
る
。
ク
イ
ー
ン
ズ
地

区
検
事
局
が
２
０
２
０
年
に
有

罪
判
決
完
全
性
ユ
ニ
ッ
ト
を
立

ち
上
げ
て
以
来
、
ブ
ラ
ッ
ク
・

ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
︵﹁
黒
人

の
命
も
大
切
だ
﹂、
Ｂ
Ｌ
Ｍ
︶

運
動
の
高
ま
り
と
並
行
す
る
よ

う
に
こ
れ
ま
で
１
０
２
件
の
有

罪
判
決
が
取
り
消
さ
れ
、
そ
の

う
ち
86
件
は
警
察
の
不
正
行
為

に
関
連
し
た
も
の
と
さ
れ
た
。

　
事
件
当
時
47
歳
だ
っ
た
被
害

者
の
父
親
、
向
壱
さ
ん
は
今
年

77
歳
に
な
っ
た
。
冤
罪
の
知
ら

せ
を
福
岡
の
自
宅
で
知
っ
た
砂

田
さ
ん
は
本
紙
の
Ｅ
メ
ー
ル
の

取
材
に
﹁
出
口
の
見
え
な
い
深

い
闇
夜
に
落
ち
た
心
境
で
す
。

有
罪
判
決
を
見
直
す
組
織
は
警

察
の
不
正
を
世
の
中
に
晒
す
効

果
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
消

え
た
真
犯
人
、
真
実
は
暴
露
さ

れ
ず
遺
族
に
は
耐
え
ら
れ
な
い

苦
痛
で
す
。
一
瞬
に
し
て
コ
ン

パ
ス
の
効
か
な
い
闇
夜
に
捨
て

ら
れ
彷
徨
う
心
境
で
す
﹂。

　
　
　
　︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

邦
人
殺
害
の
有
罪
判
決
棄
却

砂
田
敬
さ
ん
銃
撃
事
件
か
ら
30
年

Ｎ
Ｙ
州
最
高
裁
が
判
断
、
遺
族
困
惑
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9 月 NY 日系人会の行事

定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am 太極拳
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス from 9/13
金曜日 1:15pm-3pm JAA コーラス

9 月 4 日（月）レイバーデイにてオフィスお休み
9/11 ボランティア活動詳細は後日発表
JAA マウイ島災害救援基金を設立しました。ご支援お願い申し

上げます。
第 17 回秋のヘルスフェア
■ 9 月８日（金）〜 10 月６日（金）本紙 P 6 〜 7 面をご覧の

上 JAA にご予約下さい。
■ 9 月９日（土）10:00-11:30am  NY シルバー会
　オンライン座談会「在宅訪問看護師 弓削容子さんと一緒に健

康から介護まで情報交換しましょう！」
■９月９日（土）7pm-8:30pm 市川俊治さん（海外年金相談セ

ンター）によるオンライン講座「日米の年金・国籍・老後の
日本帰国」

■ 9 月 11 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さん、上田和則さ
んがへアカットを行います。お早めにご予約下さい。

■ 9 月 14 日（木）10am-12pm 「加藤恵子弁護士による米国移
民法の無料電話相談室」各 15 分。ご相談の方はご予約下さい。

■ 9 月 15 日（金）6pm-7:30pm オンライン講座
　「吉田常孝精神科医による認知症の初期症状と対応の仕方、

新薬について」
■ 9 月 20 日（水）6pm-7:30pm オンライン講演
　「塩崎恵子さん（日本の国籍ビザコンサルタント）による米

国籍取得後の日本入国�ビザ免除でできること＆再び日本に
住む手続き」

■ 9 月 21 日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運
びた�い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしま
しょう！」どなたでもご参加できます。

■ 9 月 28 日（木）6:30pm- オンライン理事会
■ 9 月 28 日（木）12pm-2pm「大敬老会」日本の敬老の日に

因んで行います。Iwaki Band の音楽をお楽しみください。会
場参加、デリバリー＆ピックアップご希望の方はご予約下さ
い。会費 $5, ９月のお誕生会をします。

■ 9 月 28 日（木）9:30am-1:30pm 「ヘレン・イリエ弁護士と
滝川玲子弁護士の遺言の無料電話法律相談室」（各 30 分）

■ 9 月 28 日（木） 2pm-4pm オンライン (ZOOM) 講座 : ヘレ
ン・イリエ弁護士の「メディケイドでのホームケアについて」
と滝川玲子弁護士の「エステイトプラニング（遺言、Trust, 
Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney）」

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

 イラスト・桑原節
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イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

 ケン 青木

82

　
思
い
起
こ
せ
ば
中
学
生
の
時

分
、
千
代
田
区
内
幸
町
に
あ
っ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
教
育
番
組

に
出
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校

に
短
い
間
で
し
た
が
御
世
話
に

な
っ
た
り
と
、
﹁
キ
チ
ン
と
装

う
﹂
こ
と
に
自
然
に
関
心
を
持

つ
様
に
な
っ
た
の
で
し
た
が
、

中
で
も
16
歳
の
夏
、
Ｎ
Ｙ
州

W
arw

ick

と
い
う
小
さ
な
街

で
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
研
修
で

ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
・
シ
ャ
ツ
を
生

ま
れ
て
初
め
て
、
そ
れ
も
偶
然

身
に
着
け
た
こ
と
が
服
装
に
関

心
を
持
つ
最
大
の
キ
ッ
カ
ケ
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

周
囲
の
大
人
た
ち
か
ら
質
問

攻
め
に
あ
っ
た
の
で
す(

笑)

。

日
本
人
も
こ
う
い
う
シ
ャ
ツ
を

着
る
の
か
？ 

父
親
は
弁
護
士

か
？
な
ど
な
ど
聞
か
れ
た
本
人

は
呆
然
、
お
手
上
げ
の
状
態

(

笑)

。

　
１
９
７
６
年
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
建
国
２
０
０
年
と
い
う
正

に
記
念
の
年
、
ア
メ
リ
カ
と

は
？  

建
国
の
理
念
、
歴
史
、

ル
ー
ツ
を
今
こ
そ
見
直
そ
う
と

い
う
空
気
に
国
全
体
が
満
ち
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
ヨ
ー
ロ

プ
レ
ッ
ピ
ー
時
代
の
再
来

ッ
パ
の
伝
統
に
範
を
取
り
つ
つ

も
ア
メ
リ
カ
独
自
の
解
釈
即
ち

階
級
意
識
の
希
釈
、
着
心
地
な

ど
実
用
性
、
汎
用
性
そ
し
て
耐

久
性
等
を
考
慮
、
向
上
さ
せ
た

ア
メ
リ
カ
ン
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
・
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
の
見
直

し
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
１
９
７
０
年
代
前
半
は
メ
ン

ズ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
サ
ン
ロ

ー
ラ
ン
や
デ
ィ
オ
ー
ル
、
カ
ル

ダ
ン
ら
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
が
ト
レ
ン
ド
を
牽
引
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
半
ば
以
降
様
子

が
変
わ
り
、
ダ
ウ
ン
・
ヴ
ェ
ス

ト
や
ネ
ル
・
シ
ャ
ツ
等
ヘ
ビ
ー

デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
、ア
メ
リ
カ
ン
・

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
に
注

目
、
人
気
と
な
り
、
か
の
ラ
ル

フ
・
ロ
ー
レ
ン
も
こ
の
時
期
以

降
急
速
に
メ
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て

い
っ
た
の
で
し
た
。

　
そ
の
様
な
時
代
の
流
れ
の

中
、ア
イ
ビ
ー
や
ア
メ
リ
カ
ン
・

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
が
再
び
注
目
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
﹁
時
代
性
﹂
が

一
つ
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
がPreppy

プ
レ

ッ
ピ
ー
で
し
た
。

　P
r

e
p

p
y

と

は

Preparatory School

即

ち

ア
イ
ヴ
ィ
ー
リ
ー
グ
の
大
学
に

入
ろ
う
と
す
る
予
備
校
的
名
門

私
立
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒

さ
ん
、
と
い
っ
た
意
味
で
は
あ

る
の
で
す
が
、
当
時
は
そ
れ
よ

り
も
良
家
の
お
坊
っ
ち
ゃ
ん
、

お
嬢
ち
ゃ
ん
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
優
勢
だ
っ
た
の
と
富
裕
層

故
、
若
い
の
に
良
い
素
材
、
良

い
生
地
の
服
を
身
に
着
け
て
い

る
と
い
う
﹁
や
っ
か
み
﹂
的
感

情
も
な
く
は
な
か
っ
た
の
で
す

(

笑)

。

　
加
え
て
次
の
2
つ
の
要
素
も

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
ま

ず
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
故
、
大
人
の

定
番
的
着
こ
な
し
に
影
響
さ
れ

な
い
自
由
で
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ

な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
そ
し
て

そ
れ
ま
で
あ
ま
り
一
般
的
で
は

な
か
っ
た
独
特
の
色
の
組
み
合

わ
せ
、
例
え
ば
ピ
ン
ク
と
グ
リ

ー
ン
、
オ
レ
ン
ジ
と
ブ
ラ
ウ
ン

な
ど
。
僕
も
大
学
生
の
頃
フ
ラ

ン
ス
製
ラ
コ
ス
テ
の
ダ
ー
ク
・

グ
リ
ー
ン
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
ピ

ン
ク
の
ブ
ル
ッ
ク
ス
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
地
ボ

タ
ン
ダ
ウ
ン
・
シ
ャ
ツ
を
重
ね

着
、
チ
ノ
パ
ン
ツ
は
バ
リ
ー
・

ブ
リ
ッ
ケ
ン
と
か
や
っ
て
お
り

ま
し
た(

笑)
。
全
て
上
質
の

天
然
繊
維
で
創
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
鍵
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

﹁
締
め
﹂
の
足
下
は
オ
イ
ル
ド

レ
ザ
ー
の
手
縫
い
の
モ
カ
シ
ン

や
ロ
ー
フ
ァ
ー
、
ト
ッ
プ
サ
イ

ダ
ー
の
デ
ッ
キ
シ
ュ
ー
ズ
も
合

わ
せ
ま
し
た
。

　Preppy

に
関
し
て
大
き
な

話
題
と
な
っ
た
本
が
１
９
８
０

年
秋
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
、
タ

イ
ト
ル
は
な
ん
と"O

fficial 
Preppy H

andbook"(

笑)

。

　
長
い
前
置
き
と
な
り
ま
し

た
が
、
ほ
ぼ
半
世
紀
近
い
時

の
流
れ
を
経
て
、
21
世
紀
版

Preppy

が
新
た
め
て
注
目
さ

れ
出
し
て
い
る
様
で
す
。

　
今
後
の
流
れ
に
注
目
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
服
に
お
い
て
は
、
前
回
と
比

べ
て
女
性
が
男
性
物
の
Ｓ
サ
イ

ズ
を
着
た
り
、
マ
ド
ラ
ス
チ
ェ

ッ
ク
に
シ
ア
サ
ッ
カ
ー
と
い
っ

た
柄
物
同
士
を
組
み
合
わ
せ
て

み
た
り
、
撥
水
性
や
ス
ト
レ
ッ

チ
性
に
優
れ
た
合
成
繊
維
を
取

り
入
れ
た
り
と
い
っ
た
傾
向
が

見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
う
そ
う
、
サ
イ
ズ
感
で
す

が
、
最
近
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
も
日
本
に
お
い
て
も
以
前
と

は
違
っ
て
適
度
な
ゆ
と
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
感
あ
る
サ
イ
ジ
ン
グ

が
人
気
の
よ
う
で
す
。

　
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
。
　
け

ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ
レ

ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表
を

経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
．

カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム
テ

ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
tel:2122136069
https://www.hondag.com
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://japanvillage.com/
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （18）

　
東
京
電
力
は
８
月
24
日
福
島

第
一
原
発
の
汚
染
水
を
浄
化
し

た
﹁
処
理
水
﹂
の
海
洋
放
出
を

始
め
ま
し
た
。
国
際
原
子
力
機

関
︵
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
︶
の
﹁
国
際
的

な
安
全
基
準
に
合
致
す
る
﹂
と

の
﹁
お
墨
付
き
﹂
を
得
て
の
決

定
で
す
。
し
か
し
、
政
府
の
﹁
関

係
者
の
理
解
な
し
に
は
放
出
し

な
い
﹂
と
の
約
束
は
﹁
反
故
に

さ
れ
た
﹂
、﹁
科
学
的
な
﹃
安
全
﹄

と
消
費
者
が
考
え
る
﹃
安
心
﹄

は
同
じ
で
は
な
い
﹂
と
い
う
漁

業
関
係
者
の
不
安
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　
韓
国
で
は
、
日
韓
関
係
重
視

の
政
府
が
理
解
を
示
す
一
方
、

最
大
野
党
の
代
表
が
﹁
第
2
の

太
平
洋
戦
争
﹂
と
訴
え
る
な
ど

抗
議
活
動
が
起
き
て
い
ま
す
。

中
国
政
府
は
日
本
か
ら
の
水
産

物
輸
入
を
全
面
的
に
停
止
し
ま

し
た
。
日
本
人
学
校
に
石
や
卵

が
投
げ
込
ま
れ
、
日
本
製
品
不

買
運
動
や
日
本
国
内
の
食
堂
な

ど
に
対
す
る
い
や
が
ら
せ
電
話

が
起
き
て
い
ま
す
。
中
国
の
原

発
か
ら
排
出
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ

ム
は
福
島
の
放
出
量
の
約
10
倍

と
い
う
事
実
を
棚
に
上
げ
て
の

蛮
行
で
す
。

　
多
く
の
国
民
や
諸
外
国
に
影

響
を
及
ぼ
す
政
策
決
定
に
は
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
不
可
欠
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル

島
原
発
も
、
当
初
Ｎ
Ｒ
Ｃ
︵
原

子
力
規
制
委
員
会
︶
や
Ｇ
Ｐ
Ｕ

︵
原
子
力
事
業
者
︶
は
処
理
水

を
河
川
に
放
出
す
る
方
針
で
し

た
。
し
か
し
、
住
民
の
反
発
が

強
く
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
が
Ｎ

Ｒ
Ｃ
と
Ｇ
Ｐ
Ｕ
を
提
訴
し
、
そ

の
後
両
者
の
間
で
和
解
が
成
立

と
な
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
﹁
地

下
岩
盤
特
性
調
査
施
設
﹂︵
オ

ン
カ
ロ
︶
を
視
察
し
ま
し
た
。

原
発
企
業
は
自
社
か
ら
発
生
す

る
核
廃
棄
物
を
安
全
に
処
理
・

保
管
す
る
義
務
を
課
す
法
律
が

あ
る
の
で
す
。
核
廃
棄
物
が
無

害
と
な
る
﹁
10
万
年
間
﹂
地
中

に
埋
め
る
の
で
す
。
こ
の
企
業

の
社
長
は
﹁
透
明
性
と
情
報
開

示
を
徹
底
し
て
い
る
。
見
学
者

を
説
得
す
る
の
で
は
な
く
、
現

場
を
隠
さ
ず
見
て
も
ら
う
。
反

原
発
水
海
洋
放
出
　

ス
リ
ー
マ
イ
ル
と
福
島
の
違
い

し
ま
し
た
。
市
民
助
言
パ
ネ
ル

が
設
立
さ
れ
、
自
治
体
の
代
表

者
、
科
学
者
、
州
政
府
担
当
者
、

市
民
が
参
加
し
、
報
道
機
関
に

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
約
十
年
後

に
処
理
水
を
蒸
気
化
す
る
大
気

中
放
出
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
式
は
必
ず
し
も
住
民
に

歓
迎
さ
れ
な
い
も
の
の
、
多
く

の
関
係
者
が
決
定
に
参
画
で
き

た
の
で
す
。

　
私
は
２
０
１
３
年
に
世
界
で

初
の
核
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

　
岩
手
県
盛
岡
市
交
流
推
進
部

の
横
田
信
之
次
長
と
同
市
観
光

課
の
藤
谷
徹
課
長
が
８
月
25
日

午
後
１
時
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
８

番
街
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ズ
本
社
を
表
敬
訪
問
し

た
。
今
年
１
月
15
日
発
行
の
日

曜
版
ト
ラ
ベ
ル
別
冊
﹁
世
界
で

訪
れ
る
べ
き
52
都
市
﹂
特
集
の

中
で
、
ロ
ン
ド
ン
に
次
い
で
２

番
目
に
紹
介
さ
れ
た
盛
岡
の
記

事
に
よ
り
、
一
躍
盛
岡
が
海
外

で
有
名
と
な
っ
て
注
目
を
浴

び
、
外
国
人
観
光
客
が
大
勢
盛

岡
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
こ
と
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め

訪
問
し
た
も
の
。

　
当
日
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ズ
本
社
編
集
局
の
ダ
ニ
エ

ル
・
ア
ド
キ
ソ
ン
上
級
編
集
員

と
ト
ラ
ベ
ル
セ
ク
シ
ョ
ン
の
記

者
で
同
特
集
に
も
関
わ
っ
た
ス

テ
フ
ァ
ン
・
ヒ
ト
ナ
ー
記
者
の

２
人
が
面
会
し
、
１
時
間
あ
ま

り
歓
談
し
た
。

　
横
田
次
長
は
﹁
初
め
て
日
本

に
観
光
に
来
る
外
国
人
旅
行
者

は
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
と
い

っ
た
名
の
知
れ
た
大
都
市
中

心
に
な
る
の
は
仕
方
が
な
い

が
、
２
度
目
、
３
度
目
の
人
は

ぜ
ひ
日
本
の
地
方
都
市
の
知
ら

れ
ざ
る
魅
力
に
触
れ
る
た
め
盛

岡
に
足
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
今
回
、
こ
の
記
事
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
盛
岡
の
わ
ん
こ
そ
ば
や
さ

ん
さ
踊
り
を
披
露
す
る
お
祭
り

に
繋
が
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
盛

岡
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
﹂

と
語
る
と
ア
ド
キ
ン
ソ
ン
氏

は
﹁
自
分
も
過
去
に
２
度
訪
日

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
次
回
は

必
ず
盛
岡
に
行
き
ま
す
﹂
と
話

し
た
。
ま
た
藤
谷
課
長
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
最
新
の
盛
岡
探
索

マ
ッ
プ
を
見
せ
て
城
下
町
の
風

情
を
残
す
盛
岡
の
名
所
を
紹
介

す
る
と
２
人
は
熱
心
に
見
入
っ

て
い
た
。
同
52
都
市
で
は
日
本

は
盛
岡
の
ほ
か
に
19
番
目
に
福

岡
市
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
特

集
に
関
わ
っ
た
ヒ
ト
ナ
ー
記
者

は
﹁
掲
載
順
は
ラ
ン
キ
ン
グ
の

番
付
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
世
界
中
の
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
ラ
イ
タ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

原
稿
を
か
な
り
厳
密
に
吟
味
し

た
中
で
、
１
番
目
か
ら
５
番
目

ま
で
は
、
特
に
紹
介
内
容
の
面

白
さ
と
内
容
の
充
実
度
を
重
視

し
た
こ
と
は
確
か
だ
。
盛
岡
を

紹
介
し
た
ク
レ
イ
グ
・
モ
ッ
ド

氏
の
記
事
を
高
く
評
価
し
た
結

果
﹂
と
も
述
べ
た
。

　
２
０
２
０
年
の
米
大
統
領

選
の
結
果
を
覆
そ
う
と
し
た

と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の

州
法
違
反
罪
で
起
訴
さ
れ
た

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
︵
77
︶

は
８
月
24
日
、
同
州
フ
ル
ト

ン
郡
の
拘
置
所
に
出
頭
し

た
。
そ
の
際
、
当
局
は
逮
捕

時
の
マ
グ
シ
ョ
ッ
ト
︵
顔
写

真
︶
を
撮
影
し
て
公
開
し

た
。
そ
の
21
年
１
月
以
来
使

っ
て
い
な
か
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

Ｘ
︵
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
︶
で
自

　
オ
ー
ル
・
イ
ズ
・
ウ
ェ
ル
・

コ
ー
チ
ン
グ
は
9
月
16
日︵
土
︶

午
後
８
時
か
ら
9
時
30
分
ま

で
、﹁
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
と
題
し
た
無

料
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
。
9
月
に
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で

行
わ
れ
る
第
17
回
秋
の
ヘ
ル

ス
・
フ
ェ
ア
の
一
環
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
﹁
言
い
争

い
﹂。
同
じ
よ
う
に
始
ま
っ
て

同
じ
よ
う
に
終
わ
る
、
言
い
争

っ
て
も
出
口
の
見
え
な
い
問
題

は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
繋
が

る
。
問
題
が
な
ん
で
あ
れ
、
誰

と
で
あ
れ
、
解
決
の
糸
口
を
講

師
と
と
も
に
探
る
。
講
師
は
、

ブ
ロ
デ
ィ
ー
愛
子
さ
ん
︵
Ｉ
Ｃ

Ｆ
認
定
ラ
イ
フ
コ
ー
チ
︶。

　
参
加
費
無
料
。申
し
込
み
後
、

開
催
前
日
に
ズ
ー
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

が
送
ら
れ
る
。
希
望
者
は
専
用

サ
イ
トhttps://form

s.gle/
hcD

n
SgL

zR
a7cC

U
U

bA

か
ら
登
録
す
る
。

「言い争いの出口」
9 月 16 日ワークショップ

ブロディー愛子さん

楽しい
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盛
岡
市
職
員
が
特
集
に
謝
辞

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
本
社
を
表
敬

対
す
る
人
々
の
意
見
も
謙
虚
に

聴
く
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　
福
島
原
発
の
海
洋
放
出
は

２
０
４
０
年
ま
で
の
廃
炉
が
前

提
で
す
が
、
延
び
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
何
代
後
の
首
相
や

東
電
社
長
が
責
任
を
持
て
る
の

で
し
ょ
う
か
？    

ま
し
て
や

10
万
年
後
の
地
球
に
？ 

原
発

と
は
そ
う
し
た
代
物
︵
し
ろ
も

の
︶
で
あ
る
と
の
対
応
が
必
要

で
す
。

　
ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
︶
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

電
子
版
８
月
25
日
付
け
は
東
京

電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所

の
処
理
水
の
海
洋
放
出
が
始
ま

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
﹁
海
産
物

は
安
全
だ
が
食
べ
な
い
人
も
い

る
﹂
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し

た
。

　﹁
専
門
家
ら
は
処
理
水
の
海

洋
放
棄
は
魚
介
類
を
食
べ
る

人
々
に
健
康
上
の
リ
ス
ク
は
及

ぼ
さ
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か

し
科
学
的
証
拠
が
そ
れ
を
裏
付

け
て
い
る
と
し
て
も
誰
も
が
納

得
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
﹂

と
し
て
中
国
や
韓
国
の
市
民
の

反
応
を
報
じ
た
。

　
韓
国
政
府
は
海
洋
放
出
に
理

解
を
示
し
て
い
る
が
、
野
党

の
﹁
共
に
民
主
党
﹂
が
反
対
し

て
お
り
、
死
ん
だ
魚
や
放
射
線

の
シ
ン
ボ
ル
を
描
い
た
プ
ラ
カ

ー
ド
を
掲
げ
る
デ
モ
参
加
者
を

よ
く
見
か
け
る
と
報
じ
て
い

る
。
24
日
に
は
抗
議
す
る
学
生

16
人
が
日
本
大
使
館
に
押
し
入

ろ
う
と
し
て
警
察
に
拘
束
さ
れ

る
な
ど
の
騒
ぎ
が
あ
っ
た
こ
と

に
も
触
れ
て
い
る
。
こ
の
一
方

で
ソ
ウ
ル
の
鷺
梁
津
水
産
市
場

で
は
、
魚
販
売
協
会
が
消
費
者

に
被
害
妄
想
に
屈
し
な
い
よ
う

﹁
私
た
ち
の
魚
介
類
は
安
全
で

す
！
﹂﹁
安
心
し
て
食
べ
ま
し

ょ
う
！
﹂
と
呼
び
か
け
る
横
断

幕
を
掲
げ
た
こ
と
を
紹
介
し
て

い
る
。

﹁
海
産
物
は
安
全
だ
が
、

食
べ
な
い
人
も
い
る
﹂

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

　
中
国
で
は
政
府
が
日
本
の
水

産
物
の
輸
入
禁
止
措
置
を
一
部

地
域
か
ら
日
本
全
土
に
拡
大
す

る
な
ど
放
出
は
大
き
く
政
治
問

題
化
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
香
港
に
あ
る
寿
司
レ
ス

ト
ラ
ン
﹁
京
一
﹂
で
は
予
約
が

半
減
。
店
主
は
日
本
産
か
ら
ノ

ル
ウ
ェ
ー
産
サ
ー
モ
ン
、
カ
ナ

ダ
産
ウ
ニ
な
ど
に
置
き
換
え
る

と
い
う
。
昨
年
の
日
本
の
中
国

と
香
港
向
け
水
産
物
の
売
上
高

は
３
８
７
０
億
円
で
全
体
の
40

％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
こ
の

状
態
が
続
け
ば
日
本
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
し
た
。

　
と
は
い
え
、
香
港
の
有
名
な

日
本
食
チ
ェ
ー
ン
店﹁
海
待
丼
﹂

の
支
店
で
は
、
金
曜
日
の
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
に
行
列
が
で
き
、﹁
心

配
し
て
い
な
い
。
値
段
が
上
が

る
前
に
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た

い
﹂
と
の
客
の
声
を
紹
介
し
て

記
事
を
締
め
括
っ
て
い
る
。

事
件
か
ら
25
年
た
っ
た
２
０
１
９
年
秋
、
同
時
多
発
テ
ロ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
を
訪
れ
慰
霊
碑
に
手
を
触
れ
る
砂
田
さ
ん

身
の
マ
グ
シ
ョ
ッ
ト
に
﹁
ネ
バ

ー
サ
レ
ン
ダ
ー
！
︵N

E
V

E
R

 
SU

R
R

E
N

D
E

R
!

︶﹂

と

書

い
て
投
稿
し
た
。
さ
ら
に
ト

ラ
ン
プ
陣
営
は
、
選
挙
活
動

公
式
サ
イ
ト
で
マ
グ
シ
ョ
ッ

ト
を
プ
リ
ン
ト
し
た
公
式
グ

ッ

ズ

の

販

売

も

開

始
。

マ

グ

カ

ッ

プ

は
︵

25

ド

ル

︶。

h
ttps://secu

re.w
in

red.
com

/save-am
erica-joint-

fundraising-com
m

ittee/
storefront/

マグショットの
マグカップ発売
トランプ陣営

　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
生

田
サ
リ
ー
さ
ん
が
21
日
︵
木
︶

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

﹁
初
対
面
の
相
手
の
心
を
一
瞬

で
開
く
方
法
﹂
を
開
催
す
る
。

ゲ
ス
ト
に
俳
優
の
ヨ
シ
天
尾
さ

ん
、
片
岡
桜
子
さ
ん
ほ
か
。
生

田
さ
ん
は
、
大
阪
府
吹
田
市
生

ま
れ
。
レ
コ
ー
ド
会
社
勤
務
を

経
て
、
タ
レ
ン
ト
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
転
身
。
朝
日
放

送
で
、
ワ
イ
ド
テ
レ
ビ
番
組
で

活
躍
後
、
渡
米
、
２
０
０
１
年

の
同
時
多
発
テ
ロ
を
挟
ん
で
11

年
間
Ｎ
Ｙ
に
滞
在
し
た
。
今
回

は
11
年
ぶ
り
に
Ｎ
Ｙ
で
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
。﹁
愛
さ
れ
る

リ
ー
ダ
ー
の
条
件
﹂
な
ど
連

載
。
入
場
無
料
。
会
場
の
問
い

合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、
Ｅ
メ

ー

ルinspirejapanoffice@
gm

ail.com

生
田
サ
リ
ー
さ
ん

21
日
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

NY タイムズ本社前に立つ横田次長（左）と藤谷課長（８月 25 日）

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://secure.winred.com/save-america-joint-fundraising-committee/storefront/
https://forms.gle/hcDnSgLzRa7cCUUbA
mailto:inspirejapanoffice@gmail.com
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奴
隷
の
黒
人
少
年
の
姿
が
消

さ
れ
た
後
、
非
公
開
と
な
っ
て

い
た
19
世
紀
の
白
人
家
族
の
肖

像
画
が
今
秋
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
で
半
世
紀
ぶ
り
に
展

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
フ
ラ
ン
ス
人
肖
像
画
家
ジ
ャ

ッ
ク
・
ギ
ヨ
ー
ム
・
ル
シ
ア
ン
・

ア
マ
ン
の
同
作
品
﹁
ベ
リ
ゼ
ー

ル
と
フ
レ
イ
家
の
子
供
た
ち
﹂

︵
１
８
３
７
年
︶
に
は
、
ニ
ュ

ー
オ
リ
ン
ズ
の
フ
レ
ン
チ
・
ク

オ
ー
タ
ー
に
住
む
裕
福
な
銀
行

家
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
フ
レ
イ
の

子
供
た
ち
３
人
と
、
そ
の
横
に

15
歳
の
黒
人
青
年
ベ
リ
ゼ
ー
ル

が
描
か
れ
て
い
る
。
ベ
リ
ゼ
ー

ル
は
６
歳
の
時
に
同
家
族
に
買

わ
れ
た
と
い
う
。
美
術
品
売
買

サ
イ
ト
の
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
は
同

作
品
に
つ
い
て
﹁
奴
隷
と
い
う

立
場
に
関
わ
ら
ず
、
４
人
の
子

供
た
ち
の
親
密
さ
と
、
ベ
リ
ゼ

ー
ル
は
大
事
な
家
族
の
一
員
で

あ
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い

る
。
し
か
し
19
世
紀
の
あ
る
時

点
で
誰
か
が
彼
の
姿
を
塗
り
つ

ぶ
し
、
フ
レ
イ
家
の
歴
史
か
ら

彼
の
存
在
を
消
し
た
だ
け
で
な

く
、
奴
隷
と
な
っ
た
人
物
の
貴

重
な
肖
像
画
を
も
覆
い
隠
し
て

し
ま
っ
た
﹂
と
伝
え
て
い
る
。 

　
修
正
さ
れ
た
同
作
品
は
、
一

世
紀
以
上
フ
レ
イ
家
が
保
管
し

て
い
た
。
そ
の
後
、
母
系
家

族
の
子
孫
に
当
た
る
コ
ラ
リ

ー
・
ダ
ノ
イ
・
フ
レ
イ
さ
ん
が

１
９
７
２
年
に
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン

ズ
美
術
館
に
経
緯
を
説
明
し
寄

贈
し
た
が
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま

だ
っ
た
。
14
日
付
の
Ｎ
Ｙ
タ
イ

ム
ズ
紙
の
記
事
は
、
同
美
術
館

の
館
長
が
展
示
し
な
か
っ
た
理

由
に
つ
い
て
﹁
展
示
で
き
る
状

態
で
は
な
く
、
当
時
の
作
家
も

子
供
た
ち
も
知
ら
れ
た
存
在
で

は
な
か
っ
た
た
め
﹂
と
話
し
た

こ
と
を
伝
え
た
。
同
作
品
は

２
０
０
５
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
で
競
売
に

か
け
ら
れ
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の

古
美
術
収
集
家
が
７
２
０
０
ド

ル
で
落
札
し
、
修
復
作
業
が
始

ま
っ
た
。
さ
ら
に
21
年
に
、
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
の
美
術
品
収
集
家

バ
ト
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
氏
と
ク
レ

オ
ー
ル
子
孫
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・

Ｋ
・
シ
ミ
エ
ン
氏
が
買
収
し
、

同
作
品
を
完
全
な
原
画
の
状
態

に
復
活
さ
せ
た
。
シ
ミ
エ
ン
氏

は
同
作
品
を
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

美
術
館
に
戻
す
こ
と
を
検
討
し

た
が
、
粗
雑
な
扱
い
を
不
快
に

思
い
、
今
月
初
頭
に
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
が
取
得
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
同
美
術
館
は

同
作
品
に
つ
い
て
﹁
黒
人
個
人

が
雇
主
の
白
人
家
族
と
描
か
れ

た
、
最
も
珍
し
く
詳
細
な
米
国

の
肖
像
画
の
ひ
と
つ
で
あ
る
﹂

と
伝
え
て
い
る
。 

　
一
方
シ
ミ
エ
ン
氏
は
、
自
身

の
先
祖
と
同
様
の
立
場
で
あ
っ

た
ベ
リ
ゼ
ー
ル
の
そ
の
後
の
足

取
り
を
調
べ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
発
足
し
、
調
査
の
結
果
、
ベ

リ
ゼ
ー
ル
は
フ
レ
イ
家
の
子
供

た
ち
よ
り
も
長
生
き
し
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
肖
像
画
に
描

か
れ
て
い
る
姉
妹
、
エ
リ
ザ

ベ
ス
と
レ
オ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
は

１
８
３
７
年
に
黄
熱
病
で
死
去

し
、
弟
の
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
も
数

年
後
に
亡
く
な
っ
た
。
ベ
リ
ゼ

ー
ル
は
南
北
戦
争
時
代
ま
で
生

き
延
び
、
北
軍
ユ
ニ
オ
ン
が
ニ

ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
を
占
拠
す
る
直

前
の
61
年
ま
で
、
ニ
ュ
ー
オ
リ

ン
ズ
の
在
住
者
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
生

涯
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

消
さ
れ
た
奴
隷
少
年
の
肖
像
画 

原
画
に
戻
し
て
展
示
に

　
銃
撃
事
件
を
当
時
報
じ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
元
邦
字

紙
﹁
ザ
・
ヨ
ミ
ウ
リ
・
ア
メ
リ

カ
﹂
︵
２
０
０
３
年
に
廃
刊
︶

の
１
９
９
４
年
︵
平
成
６
年
︶

９
月
23
日
号
に
は
、
砂
田
敬
さ

ん
銃
撃
事
件
の
現
場
の
様
子
が

生
々
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
◇

 

﹁
敬
君
の
乗
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
モ
ニ
タ
ー
は
事
件
当
夜
、

壊
れ
て
い
て
作
動
し
て
い
な
か

っ
た
﹂。
事
件
を
担
当
し
、
容

疑
者
を
逮
捕
し
た
ゴ
ン
ザ
レ
ス

警
部
の
言
葉
を
耳
に
し
た
砂

田
さ
ん
は
一
瞬
表
情
を
硬
ら

せ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警

１
１
０
分
署
の
署
長
ら
に
伴
わ

れ
て
16
日
、
ク
イ
ー
ン
ズ
区
レ

フ
ラ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
の
ア
パ
ー

ト
事
件
現
場
を
訪
れ
た
砂
田
さ

ん
が
、
担
当
刑
事
か
ら
事
件
発

生
の
経
過
説
明
を
受
け
て
い
る

時
だ
っ
た
。
同
警
部
の
話
に
よ

る
と
、
事
件
が
あ
っ
た
８
月
４

日
午
後
11
時
半
ご
ろ
、被
害
者
、

砂
田
敬
さ
ん
︵
当
時
22
歳
︶
は
、

ロ
ビ
ー
に
い
た
男
性
２
人
︵
ア

フ
リ
カ
系
︶
を
不
審
に
思
い
、

普
段
は
ボ
ク
シ
ン
グ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
代
わ
り
に
17
階
ま
で
非

常
階
段
を
使
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ

し
な
が
ら
部
屋
に
行
く
の
に
、

こ
の
時
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

乗
っ
た
。
犯
人
２
人
が
敬
さ
ん

に
続
い
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗

り
込
ん
だ
。
敬
さ
ん
は
４
階
で

降
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
で
揉

み
合
い
に
な
り
そ
う
に
な
り
、

左
側
に
あ
っ
た
非
常
階
段
へ
逃

げ
た
。
後
を
追
っ
た
犯
人
が
非

常
階
段
を
駆
け
上
る
敬
さ
ん
を

振
り
返
り
際
に
発
砲
、
弾
丸
は

右
目
か
ら
後
頭
部
に
貫
通
し
、

敬
さ
ん
は
階
段
か
ら
崩
れ
る
よ

う
に
踊
り
場
に
倒
れ
た
。
階
段

を
４
段
上
が
っ
た
高
さ
１
メ
ー

ト
ル
70
セ
ン
チ
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
直
径
約
２
セ
ン
チ
ほ
ど
の
銃

痕
が
事
件
か
ら
43
日
た
っ
た
後

に
も
生
々
し
く
残
る
。

　﹁
怖
か
っ
た
だ
ろ
う
な
、
こ

ん
な
所
で
﹂。
息
子
が
凶
弾
に

倒
れ
た
現
場
を
初
め
て
見
た
向

壱
さ
ん
は
唇
を
噛
み
締
め
た
。

警
察
署
長
、
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事

館
職
員
、
遺
族
、
報
道
関
係
者
、

警
官
と
突
然
の
大
勢
の
訪
問
者

に
ビ
ル
の
管
理
責
任
者
が
慌
て

て
飛
ん
で
き
た
。向
壱
さ
ん
は
、

別
棟
の
地
下
に
あ
る
集
中
警
備

室
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
設
備
の

説
明
を
受
け
た
。

 

﹁
モ
ニ
タ
ー
が
作
動
し
て
い
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
﹂
と

向
壱
さ
ん
の
質
問
に
、
警
備
担

当
者
は
﹁
モ
ニ
タ
ー
は
流
し
っ

ぱ
な
し
で
、
録
画
は
し
て
い
な

い
の
で
分
か
ら
な
い
﹂
と
答
え

た
。ゴ
ン
ザ
レ
ス
警
部
が﹁
我
々

の
捜
査
で
は
当
初
、
こ
の
モ
ニ

タ
ー
が
作
動
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
ん
だ
﹂

と
割
っ
て
話
す
と
ビ
ル
責
任
者

が
﹁
事
件
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

外
で
起
こ
っ
て
お
り
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
中
で
は
何
も
起
こ
ら

な
か
っ
た
。
た
と
え
当
夜
モ
ニ

タ
ー
が
作
動
し
て
い
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
銃
撃
事
件
と
は
関

係
な
い
﹂
と
説
明
し
た
。

　
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
長
︵
当
時
︶
は
、
15
日

砂
田
さ
ん
に
遺
族
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
検
事
局
と
被
告
が
司

法
取
引
な
ど
を
し
な
い
こ
と
、

裁
判
や
捜
査
資
料
の
提
供
も
で

き
る
範
囲
で
最
大
限
協
力
す
る

こ
と
を
約
束
し
た
。

弾
痕
に
触
れ
る
砂
田
さ
ん
︵
１
９
９
４
年
９
月
16
日
︶、
事
件
解
明
に
全
面
協
力
を
約
束
し
た
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
市
長
︵
同
月
15
日
、
写
真
は
共
に
三
浦
良
一
撮
影
︶

﹁
一
瞬
に
し
て
闇
夜
に
﹂

　

砂
田
さ
ん
心
境
語
る

　
事
件
当
時
47
歳
だ
っ
た
父
親

の
向
壱
さ
ん
は
今
年
77
歳
に
な

っ
た
。
事
件
が
冤
罪
で
あ
っ
た

と
い
う
知
ら
せ
を
福
岡
の
自
宅

で
知
っ
た
砂
田
さ
ん
は
本
紙
の

Ｅ
メ
ー
ル
の
取
材
に
こ
う
語
っ

た
。﹁
１
９
９
４
年
８
月
４
日

の
事
件
か
ら
約
30
年
、
今
さ

ら
﹃
冤
罪
﹄
と
言
わ
れ
て
も
言

葉
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
外
国
人

は
こ
う
し
た
時
に
い
つ
も
泣
き

寝
入
り
で
し
ょ
う
。
米
国
法
の

殺
人
罪
に
時
効
は
な
い
の
で
す

か
ら
、
可
能
で
あ
れ
ば
息
子
を

亡
く
し
た
父
親
と
し
て
、
真
実

を
求
め
る
再
審
理
に
退
職
し
た

ゴ
ン
ザ
レ
ス
刑
事
の
喚
問
を
要

求
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
出
口

の
見
え
な
い
深
い
闇
夜
に
落
ち

た
心
境
で
す
。
多
様
な
人
種
が

罪
状
見
直
し
を
求
め
て
有
罪
は

無
罪
に
、
無
罪
は
有
罪
に
な
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
警
察
の
い
い
加
減

さ
を
暴
き
、
慣
れ
合
い
の
検
事

や
裁
判
官
ま
で
世
の
中
に
晒
す

効
果
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、

で
は
消
え
た
真
犯
人
つ
ま
り
真

実
は
暴
露
さ
れ
な
い
と
い
う
大

き
な
矛
盾
を
生
む
の
で
、
被
害

を
受
け
た
遺
族
に
は
耐
え
ら
れ

な
い
苦
痛
で
す
。
一
瞬
に
し
て

コ
ン
パ
ス
の
効
か
な
い
闇
夜
に

捨
て
ら
れ
彷
徨
う
心
境
で
す
﹂

︵
１
面
に
関
連
記
事
︶

事
件
か
ら
25
年
た
っ
た
２
０
１
９
年
秋
、
同
時
多
発
テ
ロ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
を
訪
れ
慰
霊
碑
に
手
を
触
れ
る
砂
田
さ
ん

敬さん（当時 22 歳）

事件 30 年後の大転覆
砂
田
事
件
の
有
罪
判
決
棄
却

﹁
誰
が
息
子
を
﹂
困
惑
の
父

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
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時間 タイトル 企画担当　講師 / 指導者（敬称略） 定員

21 日
（木）

13:00-14:30 みんなでしゃべって、笑って、楽しい時間を過ごしましょう
会場：JAA ホール

インストラクター：焼山元恵（カウンセラー）
企画：幸せ運びた〜〜い（隊）

13:30-15:00 オンライン (ZOOM) 講座 : メディケアとは？
65 歳になるあなたへメディケアの基本をお話します！

講師：片山瑞恵 (Senior Program Manager)　　　
企画：日米ソーシャルサービス（JASSI)

22:00-23:00 オンライン (ZOOM)：「西海岸時間がん患者さんサポートミーティング」　西海岸時間に合わせた夜のがん患者さんミーティング
企画：FLAT・ふらっと　がん患者サポートチーム　詳細とお申込み：https://www.fl atjp.org/program

9/21
（木）
から
10/1

（日）

YouTube ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ          
日本で大人気の有名講師陣が YouTube で講演配信！　9 月 21 日（木）〜 10 月 1 日（日）まで公開中

オンライン
(YouTube)

講座
時間帯問わ
ず視聴でき

ます

“家”と“家の名義”の片付け〜相続登記の義務化迫る！〜
講師：山口里美（一般社団法人日本リレーショ
ンサポート協会 代表理事）

世代問わず楽しめる！丈夫な身体へ導く「次世代型介護予防」 講師：馬場田晃一（介護福祉士）

シニアの”健幸”ライフ〜明日を変える美腸習慣〜 講師：松山友美（セラピスト）

ご希望者に視聴先 URL アドレスを送ります。申込先：NY 日系人会 (JAA) → info@jaany.org

22 日
（金）

10:30-12:00 Hybrid (JAA Hall and ZOOM) 講座：脳セラピー折り紙
講師：小林利子（LCAT NY 州免許）
企画：Origami Therapy Association 

13:15-15:00 Hybrid (JAA Hall and ZOOM)　JAA コーラス体験 指導：コルナ紗綾　企画：JAA コーラス部 　　

20:00-21:00
オンライン (ZOOM)：「スペシャルニーズと家族のあり方」　
ご自身が車いすユーザーであり、ダウン症児を含む二児の母である岸田ひろ実さんを特別ゲストにお迎えしてお話を伺います
企画：FLAT・ふらっと　スペシャルニーズサポートチーム　詳細とお申込み：https://www.fl atjp.org/program

24 日
（日）

10:00-12:00 乳幼児＆成人の心肺蘇生 (CPR) ワークショップ
〜意識不明、呼吸困難など、緊急事態の対応〜　会場：JAA Hall

講師：加納麻紀（内科・小児科医）
企画：ニューヨークすくすく会

13:00-13:45 姿勢矯正
身体の軸を感じ、正しい姿勢を知り、素敵な立ち姿に　会場：JAA Hall

講師：竹野 綾 (Artistic Director, Dancer, Teacher)
企画：A.T. Dance Company

25 日
（月）

13:00-15:00 メディケア 2023-2024 アップデート、経費削減プログラム、
公式ウェブサイト利用などの説明　会場：JAA ホール

講師：Eric Hausman & Alex Wu, AGING Counsultants 
企画：New York City, Offi ce for the Aging, HIICAP

18:00-20:00 オンライン (ZOOM) 講座：日本人の為の相続問題　日本にいる家族が亡くなったら？ 日本と米国にある財産と遺言 講師：大谷和彦（日本国法弁護士）

26 日
（火）

13:00-14:30 オンライン (ZOOM)：「女性のがん患者さんお茶会」　女性でがんと診断された方とサバイバーさんの集いの場
企画：FLAT・ふらっと　女性のがん患者サポートチーム　詳細とお申込み：https://www.fl atjp.org/program

19:00-20:00
オンライン (ZOOM)：「その他のがん患者さんサポートミーティング（乳がん、婦人科がん以外）」
乳がん、婦人科がん以外のがん患者さんであれば性別や年齢を問わずにご参加可能です
企画：FLAT・ふらっと　がん患者サポートチーム　詳細とお申込み：https://www.fl atjp.org/program

27 日
（水）

10:45-12:00 ウオームアップ＆リラクゼーションストレッチ　
会場：JAA Hall　ヨガマット or 大タオルをご持参ください

講師：オシオリ依子
(AFAA 公認 Aerobics Instructor)

19:00-21:00 オンライン (ZOOM) 個別相談：「日米での財産と遺産相続」各 30 分 担当：大谷和彦（日本国法弁護士） 4

20:00-21:00
オンライン (ZOOM)：「介護者さんカフェ」
病気や高齢のご家族を介護されている方、日本にいる親御さんを気遣いながらアメリカで生活している方などの憩いの場
企画：FLAT・ふらっと　介護者サポートチーム　詳細とお申込み：https://www.fl atjp.org/program

28 日
（木）

9:30-13:30 電話個別相談：遺言・事前指示の書類についての法律相談
「Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各 30 分

担当：ヘレン・イリエ（弁護士）、滝川玲子（弁護士） 8

12:00-14:00 ９月の大敬老会�村瀬悟副会長からの日本クラブのお弁当　Iwaki Band の音楽。参加費：無料 企画：JAA 社会福祉部

14:00-16:00
オンライン (ZOOM) 講座 : 「メディケイドでホームケアを受けるには？」

「遺言・事前指示の書類〜 Will, Trust, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney 〜
の大切さと基礎知識」

講師：ヘレン・イリエ（弁護士）
講師：滝川玲子（弁護士 )

18:00-21:00
日本の歴史に学ぼう！

「古事記を学ぶ（下巻）〜仁徳天皇から雄略天皇の御代」
会費 $20（軽食＆飲物付き）　会場：JAA Hall

講師：高崎康裕　
企画：NY 歴史問題研究会

29 日
（金）

19:00-20:30

オンライン (ZOOM)：「必見！知っておきたいサプリの豆知識」　医師が解説、サプリについての情報満載 !
講師：山田悠史 MD（米国老年医学専門医）、モデレーター：マサエ・ダーベン（サプリメント業界で 6 年の広報職経験者）
企画：FLAT・ふらっと　問い合わせ先：info@fl atjp.org
右記登録フォームのリンクよりお申込みください https://www.fl atjp.org/event-23-fallhealth

20:00-22:00 オンライン (ZOOM) 講座 :
プリママ：出産を控えているママとパパのセミナー＆母乳について

講師：加納麻紀（内科・小児科医）、
新場裕美（国際認定ラクテーション・コンサルタント）　
企画：NY すくすく会

30 日
 ( 土）

Hybrid (JAA Hall and ZOOM) 講座
「リタイア後は日本？アメリカ？」米国に住む私達のリタイア後の計画に役立つ情報満載！

10:00-11:00 日本帰国の利点と注意点／日本の介護事情 講師：平田裕也＆加藤千晴　FURUSATO PROJECT

11:00-12:00 米国の介護事情：介護保険とリビングベネフィット 講師：清美オニール　チームライジングサン

12:00-14:00 日本の介護情報「日本の親の介護、老後、どうする？」 講師：横畠文美　一般社団法人 Hearth（ハース）

16:00-17:30 オンライン (ZOOM) 講座：経験者が伝える！アメリカ生活に必要な医療知識
講師：ブロディー愛子、ロング容子（患者アドボケート）
All Is Well Coaching

19:00-20:00 オンライン講座：平安読書会「落合陽一 34 歳『老い』と向き合う」
お申込みは平安まで Email で→

講師：杉村真美　企画：平安
Heian.NYC@gmail.com

10 月
4 日

（水）
19:00-20:30 オンライン (ZOOM)：「シニアカフェ（60 歳以上）」皆さんと交流しながら米国老年医学専門医や専門家をお迎えしての憩いの場

企画：FLAT・ふらっと　シニア・サポートチーム　詳細とお申込み：https://www.fl atjp.org/program

5 日
（木）

10:30-12:00 歌って踊って親子で触れあおう！
会場：JAA ホール

講師：灘田篤子（米国認定音楽療法士 MT-BC）
企画：JAA アップルキッズ

20:00-21:30
オンライン (ZOOM)：「婦人科がん患者さんサポートミーティング」　
卵巣がん、子宮体がん・頸がんと診断されたばかりの方から、すでに治療の終わっている方、日本語で情報を共有したり、心情を分かち合ったりしましょう
企画：FLAT・ふらっと　婦人科がんサポートチーム　詳細とお申込み：https://www.fl atjp.org/program

10/6
（金）

20:00-21:30
オンライン (ZOOM)：「在米日本人は要注意！？　体脂肪と筋肉とがんとの関係」　
講師：岩瀬俊明 MD, Ph.D（乳腺科医、ハワイ大学がんセンター所属）、田原梨絵 MD（乳腺科医）
企画：FLAT・ふらっと　右記リンクよりお申込みください：https://www.fl atjp.org/event-23-fallhealth

https://www.flatjp.org/program
mailto:info@jaany.org
mailto:Heian.NYC@gmail.com
https://www.flatjp.org/program
https://www.flatjp.org/program
https://www.flatjp.org/program
https://www.flatjp.org/program
https://www.flatjp.org/program
https://www.flatjp.org/program
https://www.flatjp.org/event-23-fallhealth
mailto:info@flatjp.org
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第17回秋のヘルス・フェア

支援：米国三井基金、米国日本人医師会、日系ライオンズクラブ

9 月 8 日〜 10 月 6 日
　第 17 回「秋のヘルスフェア」を、今年も 9 月 8 日 ( 金 )

から 10 月 6 日 ( 日 ) までの予定で、ニューヨーク日系人会

(JAA) を会場に、対面とハイブリッドで開催します。

　「秋のヘルスフェア」は毎年秋、JAA と邦人医療支援ネッ

トワーク ( ジャムズネット ) の共催、在ニューヨーク総領事

館の後援、米国三井基金、米国日本人医師会、日系ライオ

ンズクラブの支援で開催しています。全年齢を対象にした、

健康で安心したライフをサポートする企画がたくさんあり

ます。

認知症予防と新薬や健康についての講演、日米の高齢者福

祉、年金・遺言、そして介護事情等、国籍問題、日本への帰国、

アメリカでの妊娠出産や蘇生術講習会、子供の日本語教育、

書道、茶道、コーラス、ヨガクラスやシニアへの無料ヘアカッ

ト等や、ヘイトクライムについての座談会など、さまざま

な企画を実施。無料で受講・体験できるとあって、毎回大

勢が参加する恒例イベントに成長しています。是非ご参加

ください。申込は JAA 212-840-6942 info@jaany.org 

時間 タイトル 企画担当　講師 / 指導者（敬称略） 定員

９月
8 日

（金）
19:00-20:30

オンライン (ZOOM)：「乳がん患者さんのサポートミーティング」　
乳がんと診断されたばかりの方から、すでに治療の終わっている方、日本語で情報を共有したり、心情を分かち合ったりしましょう
企画：FLAT・ふらっと　乳がんサポートチーム　詳細とお申込み：https://www.fl atjp.org/program

9 日
（土）

10:00-11:30 オンライン (ZOOM) 講座：リモート茶話会
弓削看護師と話そう身体の不調・介護・認知症、その他色々

講師：弓削容子（在宅訪問看護師）
企画：NY シルバー会

14:00-15:00 オンライン (ZOOM) 座談会：アジア人としての生きづらさを一緒に語り合いませんか？
座長：ブロディー愛子
企画：JAA-AAF Hope Against Hate Campaign

19:00-20:30 オンライン (ZOOM) 講演：日米の年金・国籍・老後の帰国 講師：市川俊治（海外年金相談センター）

10 日
（日）

13:00-16:00 Hybrid (JAA Hall and ZOOM))「秋の句会」
初めての方もご一緒に、秋の俳句会を楽しみましょう。＊秋の季語を使って２首の俳句を当日ご持参ください

担当：「NY 方舟」澪つくし　企画：ハコ句会

11 日
（月）

10:00-12:00 シニアへの無料ヘアカット　
会場：JAA ホール

ヘアスタイリスト：田原ミチ、小須田シゲ、
秋元亮佑、上田和則　企画：JAA 20

12 日
（火）

15:00-16:00 オンライン (ZOOM) 講座 : NY で健康保険をお持ちですか？（65 歳以下対象）
講師：紀川・サミーノ あゆみ
 (Senior Health Navigator/Site Manager-AOM)　
企画：日米ソーシャルサービス（JASSI)

13 日
（水）

18:30-20:00 Hybrid (JAA Hall and ZOOM)) 講座
正しい姿勢・丹田呼吸法の静坐法を学ぶ

講師：名倉幹／真宗大谷派（東本願寺）僧侶　
北米開教使

19:00-20:30 オンライン (ZOOM) 講座 : 「曼荼羅とセルフリフレクション」
　＊ A4 用紙と画材（家にあるもの）を各自ご準備ください

講師：灘田篤子（NY 州ソーシャルワーカー）
企画：CJCAT 

14 日
( 木）

10:00-12:00 電話個別相談「米国の移民法について」各 15 分 担当：加藤恵子（弁護士） 8

12:00-14:00
９月の第一敬老会　                                                                                                                                     企画：JAA 社会福祉部
成瀬茉倫（なるせまりん）さんの南国奄美大島の民謡を楽しみましょう！　参加費：会員 $5
ヘイトクライムを感じたことがありますか？一緒に語り合いましょう！                                                  企画：JAA-AAF Hope Against Hate Campaign

15 日
（金）

10:30-12:00
Hybrid (JAA Hall and ZOOM)) 講座

「アーユルヴェーダの心と身体の整え方」
五千年の歴史を持つアーユルヴェーダの知恵

講師：久保史織 　企画：アップルタイム
参加申込みはアップルタイムまで
appletimeny@hotmail.co.jp

18:00-19:30 オンライン (ZOOM) 講座 : 認知症の初期症状と対応の仕方、新薬について解説
講師：吉田常孝（外務省診療所外務技師　精神科医）
企画：高齢者問題協議会

20:00-21:30
オンライン (ZOOM)：「大丈夫ですか？あなたの骨密度」　骨密度に関しての不安や疑問にお答えします
講師：鈴木幸雄 MD, Ph.D、モデレーター：清水佐紀 Ph.D、企画：FLAT・ふらっと　問い合わせ先：info@fl atjp.org
右記登録フォームのリンクよりお申込みください。https://www.fl atjp.org/event-23-fallhealth

16 日
（土）

13:00-16:00 ニューヨーク混声合唱団による公開リハーサル
会場： JAA Hall

指導者：Saya Callner　ピアニスト：浅沼里香子
企画：ニューヨーク混声合唱団

19:00-20:00 オンライン講座：平安読書討論会「徒然草」を語り合おう！
お申込みは平安まで Email で→

講師：杉村真美　企画：平安
Heian.NYC@gmail.com

20:00-21:30 オンライン (ZOOM) 講座：ライフバランス・ワークショップ
講師：ブロディー愛子（ICF 認定ライフコーチ）
All Is Well Coaching

17 日
（日）

10:30-12:00 オンライン (ZOOM) 講座：きくち体操：腰痛・ひざ痛は自分で良くする 講師：太田伸子（きくち体操インストラクター）

13:00-15:00 「ニューヨークで育つ子供たちへの日本語教育」
日常でできる家庭での指導の仕方　会場：JAA ホール

講師：皆本みみ（家庭教師）

18 日
（月）

10:00-11:30 オンライン (Webinar) 講座：「子供の学習や心のケア」
ウェビナー参加は右記登録フォームよりお申込みください→

企画：ニューヨーク日本人教育審議会・教育相談室
https://forms.gle/WJfwxq7gtB8ANYUG6

11:45-13:40
オンライン (ZOOM) 無料個別相談：各 25 分、先着 8 名

無料個別相談は右記登録フォームよりお申込みください→
詳細は右記リンクからご覧ください→

企画：ニューヨーク日本人教育審議会・教育相談室
https://forms.gle/i18Wgc5sURbhG3p28
https://padlet.com/kamebarnes/padlet-k65bpk2nqw8483xg

19:00-20:00
オンライン (ZOOM)：「女性限定、転移がん患者さんサポートミーティング」
女性の方で他の臓器にがんが転移していると診断された方、またがん期がステージ４と診断された方の集いの場
企画：FLAT・ふらっと　転移がんサポートチーム　詳細とお申込み：https://www.fl atjp.org/program

19 日
（火）

10:45-11:45 太極拳＆バランスエクササイズ　会場：JAA ホール 講師：宮原三千子　企画：JAA 10

13:00-14:00 書道クラス体験　会場：JAA ホール 講師：書道部師範　企画：JAA 10

20 日
（水）

11:00-13:00 裏千家茶道デモンストレーション　会場：JAA ホール 講師：真田宗知、鈴木宗律（裏千家専任講師） 10

18:00-19:30 オンライン (ZOOM) セミナー：「米国籍取得後の日本入国」ビザ免除でできること＆再び日本に住む手続き〜 講師 : 塩崎恵子（日本の国籍ビザコンサルタント）  

共催:  ニューヨーク日系人会、邦人・日系人高齢者問題協議会(JAA)、
 邦人医療支援ネットワーク(JAMSNET USA)  
後援: 在ニューヨーク日本国総領事館

Online & 会場: ニューヨーク日系人会/JAA 49 West 45th St., 5th Floor, New York, NY 10036
Onlineの場合は、お申し込み後Online の情報をお送りします。

お申込み、お問い合わせはニューヨーク日系人会 212-840-6942 /info@jaany.org
（但し、指定の連絡先以外） 

mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:appletimeny@hotmail.co.jp
mailto:Heian.NYC@gmail.com
https://forms.gle/WJfwxq7gtB8ANYUG6
https://forms.gle/i18Wgc5sURbhG3p28
https://padlet.com/kamebarnes/padlet-k65bpk2nqw8483xg
https://www.flatjp.org/program
https://www.flatjp.org/program
https://www.flatjp.org/event-23-fallhealth
mailto:info@flatjp.org
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年
次
評
価
は
こ
れ
か
ら
も
存
続
す
る
か

クイック USA

145
　
今
か
ら
も
う
10
年
以
上
前
の

こ
と
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
系
作
成
ソ
フ
ト
開
発

販
売
会
社
で
あ
っ
た
ア
ド
ビ

が
、
ち
ょ
う
ど
世
界
中
で
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
余
波
が
ま
だ

冷
め
や
ま
ぬ
頃
合
に
Ｈ
Ｒ
部
門

の
責
任
者
で
統
括
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
で
の

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
い
と
も
唐

突
に
今
後
ア
ド
ビ
で
は
年
次
評

価
制
度
は
廃
止
す
る
つ
も
り
だ

と
公
言
し
た
の
で
し
た
。
そ
れ

は
、
ソ
フ
ト
業
界
関
係
者
の
み

な
ら
ず
、
ア
ド
ビ
社
内
の
管
理

職
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
寝
耳
に

水
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
で
も

あ
り
、
虚
を
突
か
れ
た
よ
う
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
さ
ざ
波
の
よ
う

に
広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ド
ビ
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
か
ら
の
公
言
を
潮
目
と
し
て

デ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
Ｉ

Ｂ
Ｍ
な
ど
の
巨
大
テ
ッ
ク
企

業
、
そ
し
て
デ
ロ
イ
ト
や
Ｐ
ｗ

Ｃ
な
ど
の
大
手
会
計
事
務
所
、

さ
ら
に
は
伝
統
的
な
人
事
評
価

制
度
を
長
年
維
持
し
て
き
た
巨

艦
の
Ｇ
Ｅ
ま
で
も
が
次
々
と
自

社
の
評
価
制
度
廃
止
の
動
き
に

乗
り
出
す
と
い
う
、
に
わ
か
に

は
信
じ
難
い
よ
う
な
怒
涛
の
流

れ
が
ア
メ
リ
カ
で
巻
き
起
こ
り

ま
し
た
。
で
は
、
評
価
制
度
を

廃
止
し
た
企
業
は
従
来
の
評
価

制
度
に
と
っ
て
代
わ
る
何
か
ま

っ
た
く
新
し
い
独
自
の
制
度
を

作
り
出
し
、
自
社
に
そ
れ
を
導

入
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
基
本
的
に
新
し
く
導
入
し
た

制
度
は
、
ア
ド
ビ
で
は
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
、
Ｇ
Ｅ
で
は
タ
ッ
チ
ポ

イ
ン
ト
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

て
、
要
は
個
人
目
標
と
各
自
の

進
捗
度
合
い
と
を
関
連
付
け
さ

せ
て
、
迅
速
か
つ
簡
易
な
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
形
式
に
は
あ
ま

り
こ
だ
わ
ら
ず
上
司
は
部
下
に

対
し
て
頻
繁
︵
た
と
え
ば
週
単

位
で
︶
に
与
え
る
と
い
う
方
式

に
衣
替
え
し
た
と
い
う
の
で

す
。
そ
の
頻
度
の
高
い
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
方
式
に
よ
っ
て
、
長

年
続
け
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
な

年
次
評
価
制
度
は
一
気
に
お
蔵

入
り
と
な
っ
た
次
第
で
す
。
で

は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
な
潮
流
へ
の
シ
フ
ト
が
起
こ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
室
内
空
調
機
専
門
の
調
査
会

社
ハ
ウ
ス
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
、
Ｎ

Ｙ
市
内
の
公
衆
衛
生
状
況
を
ジ

ッ
プ
コ
ー
ド
毎
に
評
価
し
た
。 

　
同
社
は
、
生
ゴ
ミ
な
ど
の
廃

棄
物
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
含
む
公

衆
衛
生
問
題
に
関
す
る
６
４
４

の
項
目
で
、
各
地
区
を
評
価
し

た
。
Ｎ
Ｙ
市
の
問
い
合
わ
せ
番

号
３
１
１
へ
の
苦
情
が
最
も

多
く
、
最
も
公
衆
衛
生
評
価

が
低
か
っ
た
の
は
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
で
、
特
に
ジ
ッ
プ
コ
ー

ド
﹁
１
１
２
１
６
﹂
の
ベ
ッ
ド

フ
ォ
ー
ド
＝
ス
タ
イ
ベ
サ
ン
ト

は
、
１
年
間
の
苦
情
件
数
が
人

口
10
万
人
当
た
り
７
６
６
４
件

と
最
も
多
か
っ
た
。
以
下
上
位

５
位
は
、
１
０
３
１
２
︵
エ
ル

テ
ィ
ン
グ
ビ
ル
、
ス
タ
テ
ン

島
、
︶
、
１
０
３
０
６
︵
グ
レ
ー

ト
・
キ
ル
ズ
、
ス
タ
テ
ン
島
︶
、

１
０
３
０
９
︵
プ
レ
ザ
ン
ト
・

プ
レ
イ
ン
ズ
、
ス
タ
テ
ン
島
︶
、

１
０
４
７
４
︵
ハ
ン
ツ
・
ポ
イ

ン
ト
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
︶
。
一
方
　

　
最
も
清
潔
だ
っ
た
の
は
ク

イ
ー
ン
ズ
の
ニ
ュ
ー
・
ハ
イ

ド
パ
ー
ク
﹁
１
１
０
４
０
﹂
、

次
い
で
１
０
０
４
４
︵
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
︶
、

１
１
０
０
１
︵
フ
ロ
ー
ラ
ル
・

パ
ー
ク
︶
、
１
０
４
７
５
︵
コ

ー
プ
シ
テ
ィ
︶
、
１
０
０
１
０

︵
ス
タ
イ
ベ
サ
ン
ト
・
パ
ー
ク
︶

だ
っ
た
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhousefresh.com

を

参

照
す
る
。 

　
そ
の
ヒ
ン
ト
は
、
や
は
り
言

い
だ
し
っ
ぺ
で
あ
る
ア
ド
ビ
が

抱
え
て
い
た
事
情
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
の
ほ

と
ん
ど
は
も
と
も
と
は
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ソ
フ
ト
と
呼
ば
れ
て
い

て
、
ア
メ
リ
カ
の
大
手
オ
フ
ィ

ス
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
店
頭

な
ど
に
平
積
み
さ
れ
て
売
ら
れ

て
い
る
も
の
で
し
た
。
ア
ド
ビ

の
ソ
フ
ト
も
例
外
で
は
な
く
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
店
頭
販
売

さ
れ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

２
０
１
０
年
代
に
入
っ
て
急
速

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
化

お
よ
び
大
容
量
化
の
進
展
な
ど

か
ら
、
ア
ド
ビ
は
す
べ
て
の
自

社
ソ
フ
ト
製
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

販
売
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
に
切
り
替

え
る
と
い
う
大
胆
で
ド
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
方
針
変
換
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
今
ま
で

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
時
代
の
製
品
開

発
や
セ
ー
ル
ス
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
も
１
８
０
度
の
方
向
転
換

が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
も
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
変
更
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
社
内
評
価
制
度
だ
け

は
何
の
変
更
も
な
さ
れ
な
い
と

す
る
と
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
の

開
発
に
全
精
力
を
傾
け
て
き
た

従
業
員
は
一
夜
明
け
て
す
べ
て

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
方
式
に
移
行
し
た
場
面

で
、
過
去
の
業
績
や
貢
献
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
会
社
か
ら
の
不
当
に

低
い
評
価
を
受
け
た
従
業
員
の

多
く
は
失
望
し
、
一
部
は
会
社

を
退
職
し
た
者
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
上
司
は
上
司

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
わ
っ
た

暁
で
の
部
下
へ
の
適
切
な
業
績

の
評
価
軸
を
持
っ
て
は
お
ら

ず
、
時
間
を
か
け
て
奮
戦
し
た

挙
句
に
下
し
た
低
す
ぎ
る
評
価

に
よ
っ
て
部
下
が
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
失
っ
た
り
、
職
場
を
去

っ
て
い
く
と
い
う
悲
し
い
現
実

に
見
舞
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
確
か
に
ソ
フ
ト
業
界
の
よ
う

に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
移
り
変
わ

り
の
素
早
い
テ
ッ
ク
業
界
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
混
乱
は

避
け
よ
う
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で

す
が
、
す
べ
て
の
業
種
や
業
界

で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
で
激
し
い
変
化
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
現
実

的
に
は
マ
ス
コ
ミ
が
書
き
立
て

る
ほ
ど
に
は
起
こ
っ
て
い
な
い

と
い
う
の
が
私
の
見
立
て
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
変
化
の
激
し

い
業
界
で
は
伝
統
的
な
年
次
評

価
制
度
は
機
能
し
な
く
な
っ
た

と
し
て
も
、
変
化
が
あ
っ
て
も

非
常
に
緩
慢
な
変
化
が
起
こ
っ

て
い
る
多
く
の
業
界
で
は
い
ま

だ
に
年
次
評
価
制
度
は
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
コ
ロ
ナ

収
束
後
は
、
い
っ
た
ん
評
価
制

度
を
廃
止
し
た
企
業
︵
た
と
え

ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ラ
イ
フ
や

メ
ド
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
︶
が
再

び
評
価
制
度
を
再
導
入
し
て
復

帰
さ
せ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス

さ
え
も
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
振
り
子
は
常
に
揺
れ
続
け
て

い
ま
す
し
、
も
と
の
場
所
に
戻

っ
て
く
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
評
価
制
度
廃
止
が
一
時
的

な
ト
レ
ン
ド
あ
る
い
は
流
行
り

廃
れ
で
終
わ
る
も
の
な
の
か
、

そ
の
決
着
は
も
ち
ろ
ん
ま
だ
何

も
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
伝
統
的
な
評
価
制

度
が
今
後
と
も
功
を
奏
す
る
業

界
も
あ
れ
ば
、
新
し
い
制
度
に

代
わ
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い

業
界
も
当
然
出
て
く
る
だ
ろ
う

と
予
想
で
き
ま
す
。
一
言
で
評

価
制
度
の
有
無
に
つ
い
て
断
言

で
き
る
立
場
の
人
は
誰
も
い
な

い
で
し
ょ
う
。
同
じ
大
手
テ
ッ

ク
業
界
の
一
角
を
占
め
る
フ
ェ

ィ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
頑
な
に
年
次

評
価
制
度
を
死
守
す
る
立
場

を
貫
い
て
い
る
、
そ
ん
な
企
業

も
ま
だ
あ
り
ま
す
。

　
流
行
や
廃
れ
に
か
か
わ
ら

ず
、
星
の
数
ほ
ど
存
続
す
る
企

業
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
で
、
評
価

制
度
を
継
続
す
る
か
ど
う
か

を
考
え
、
独
自
の
制
度
を
時

間
を
か
け
て
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
肝
心
要
︵
か
な

め
︶
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

至
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
置
か
れ

て
い
る
業
界
、
企
業
の
理
念
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
、
歴
史

的
背
景
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
な
ど
が
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し

て
い
く
つ
も
絡
み
合
っ
て
い

ま
す
。
一
度
作
っ
た
評
価
制
度

に
慢
心
せ
ず
、
常
に
改
善
を
施

し
て
い
く
姿
勢
も
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
ま

さ
に
企
業
の
Ｈ
Ｒ
と
し
て
結

実
そ
の
も
の
が
自
社
の
評
価

制
度
の
賜
物
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

酒
井 

謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　
公
益
社
団
法
人
関
西
吟
詩
文

化
協
会
が
主
催
し
た
詩
吟
コ
ン

テ
ス
ト
が
8
月
27
日
に
京
都
で

開
催
さ
れ
た
。

　
米
国
か
ら
平
晴
吟
友
会
の
甲

山
眞
季
さ
ん
が
出
場
し
、
初
級

の
部
で
李
白
の<

白
帝
城>

を

詠
じ
て
み
ご
と
優
勝
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
対
面

で
の
詩
吟
の
稽
古
が
不
可
能

に
な
り
、
平
晴
吟
友
会
で
は

２
０
２
１
年
1
月
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
詩
吟
教
室
を
新
設
。
甲
山

さ
ん
は
Ｚ
︶︶
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
詩
吟

教
室
出
身
の
優
勝
第
一
号
と

な
っ
た
。
詩
吟
に
興
味
の
あ

る
人
の
参
加
を
歓
迎
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

zoom
shigin@

gm
ail.com

、

平
木
さ
ん
。

京
都
の
詩
吟
大
会
で
見
事
優
勝

平
晴
吟
友
会
の
甲
山
眞
季
さ
ん

初
級
の
部
で
李
白
の<

白
帝
城>

　
海
外
邦
人
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
診

療
所
が
、
９
月
１
日
付
で
従

来
の
ハ
リ
ソ
ン
か
ら
マ
マ
ロ

ネ
ッ
ク
に
移
転
し
た
。
住
所

は
ハ
リ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー

１
６
０
０
番
地
。
新
し
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
は
、
従
来
の
ハ
リ

ソ
ン
の
場
所
か
ら
車
で
３
分

ほ
ど
で
、
同
じ
ビ
ル
に
は
学

習
塾
な
ど
も
入
る
便
利
な
場

所
。
電
話
番
号
は
変
わ
ら
ず

９
１
４
・
６
９
８
・
３
８
０
０
。

郵
便
番
号
Ｚ
Ｉ
Ｐ
コ
ー
ド
別

Ｎ
Ｙ
市
内
の
公
衆
衛
生
状
況

海外邦人歯科クリニック

ウエストチェスター診療所

ママロネックに移転

https://www.takenakapartners.com/
http://kkobo.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
mailto:info.cts.office@gmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:zoomshigin@gmail.com%E3%80%81
mailto:zoomshigin@gmail.com%E3%80%81
mailto:zoomshigin@gmail.com%E3%80%81
mailto:zoomshigin@gmail.com%E3%80%81
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　米食品医薬品局（FDA）が安全性を承認したことを受けて、米農務省 は 6 月、Upside 
Foods その他一社による 鶏肉の Cultivated Meat の生産をアメリカで初めて認可しました。
Cultivated Meat とは肉の幹細胞をアミノ酸などと共に培養する人工肉で Cultured Meat 、Lab-
grown   Meat とも呼ばれます。世界ではすでにシンガポールで認可され販売されています。
　将来の食料問題を考えると、Cultivated Meat は画期的な発明です。世界の人口が増える中、

畜産のみで食肉を供給するのには限界があります。また牧畜を拡大すると、森林伐採が進み、動物から排出される温室
効果ガスも増加することから、環境へ悪影響が心配されます。もちろん、動物の屠殺自体にためらいを感じる人には素
晴らしいお知らせです。
　肉の代替として、数年前から Plant-based Meat という植物由来の肉が評判になっており、近所のスーパーマーケッ
トには専用のセクションがありますし、ファーストフードやレストランのハンバーガーなどにおいて既に使われていま
す。今回のCultivated Meatは、肉の細胞自体を使うので、さらに高品質な肉を提供してくれると期待が高まっています。
　草食主義のテニス友達に Cultivated   Meat だったら食べますかと聞いたところ、一人は「そんなものは、絶対
No ！」、もう一人は「動物を殺さないんだったらいいかな・・・」という答えが返ってきました。Cultivated　Meat
が販売されるのは間近のようです。米国市民の食卓での大きな話題となることでしょう。 

   （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Cultivated Meat  人工培養肉
 米 語
Watch

 【257】

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

121

　
﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん
、

最
近
、
お
た
く
の
事
務
所
で
検

査
が
あ
っ
た
と
ス
タ
ッ
フ
か
ら

聞
い
た
ん
じ
ゃ
が
、
何
か
あ
っ

た
の
か
？
﹂
会
社
経
営
者
の
鬣

︵
た
て
が
み
︶
が
会
計
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
︵
ゆ
ず

り
や
け
ん
き
ち
、
通
称
、
譲

謙
︶
に
聞
い
た
。
﹁
は
い
、
そ

れ
はPeer R

eview

の
こ
と

で
す
ね
﹂
﹁
何
だ
、
そ
の
ピ
ア

ス
を
何
と
か
と
い
う
の
は
？
﹂

﹁
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
で
す
。
こ
れ

は
、
米
国
公
認
会
計
士
協
会
︵
Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
︶
の
品
質
管
理
基
準

︵

Ｓ

Ｑ

Ｃ

Ｓ=Statem
ents 

on Q
uality C

ontrol Stan-

dards

︶
８
条
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
他
の
会
計
事

務
所
か
ら
調
査
を
受
け
る
も
の

で
す
﹂

　
﹁
な
に
な
に
、
そ
れ
は
も
し

か
す
る
と
会
計
事
務
所
の
品
質

を
高
品
質
に
維
持
す
る
た
め
の

も
の
か
？
﹂
﹁
簡
単
に
い
う
と

そ
の
通
り
で
す
が
、
も
う
少
し

詳
し
く
言
う
と
監
査
お
よ
び
、

証
明
業
務
の
質
を
高
品
質
に
し

て
お
く
こ
と
が
目
的
で
す
。
ち

な
み
に
Ｓ
Ｑ
Ｃ
Ｓ
８
は
上
場
会

社
監
査
に
適
用
さ
れ
る
Ｓ
Ｏ
Ｘ

法
や
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｂ
で
求
め
ら
れ

て
い
る
品
質
管
理
基
準
と
は
別

の
も
の
に
な
り
ま
す
﹂﹁
ど
ん

な
内
容
な
ん
じ
ゃ
？
﹂﹁
大
き

く
分
け
て
6
つ
か
ら
な
り
ま

す
。
①
会
計
事
務
所
の
品
質
管

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

会
計
事
務
所
の
品
質
を
維
持

理
に
関
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
責

任
、
②
求
め
ら
れ
る
倫
理
規
範

を
理
解
す
る
こ
と
、
③
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
と
の
関
係
お
よ
び
業
務

受
託
と
継
続
の
検
討
、
④
人
事

管
理
、
⑤
業
務
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
⑥
モ
ニ
タ
ー
リ
ン
グ
、

で
す
﹂﹁
ほ
ー
う
、
た
く
さ
ん

あ
る
な
ー
﹂﹁
最
後
の
モ
ニ
タ

ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
会
計
事

務
所
の
品
質
が
一
定
の
基
準
に

達
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
査

を
行
い
結
論
を
出
し
ま
す
。
そ

の
モ
ニ
タ
ー
リ
ン
グ
を
外
部
の

同
業
他
社
に
調
査
を
し
て
も
ら

う
こ
と
がPeer R

eview

と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基

準
に
達
し
て
い
れ
ば“

Pass”

と
い
う
証
明
を
も
ら
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
﹂

　﹁
パ
ス
し
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
る
ん
じ
ゃ
？
﹂﹁
営
業
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
﹂﹁
ほ
う
、

厳
し
い
の
う
﹂﹁
公
認
会
計
士

は
社
会
の
安
定
を
守
る
た
め

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
で
、

自
分
自
身
を
厳
し
く
律
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
﹂

﹁Peer R
eview

を
し
て
く
れ

る
人
は
ど
う
や
っ
て
見
つ
け

る
の
じ
ゃ
？
﹂﹁
そ
れ
は
各
州

のPeer R
eview

機
関
や
Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
サ
イ
ト
で
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
﹂﹁Peer 

R
eview

で
は
一
体
、
何
を
さ

れ
る
の
じ
ゃ
？
﹂﹁
例
え
ば
、

フ
ィ
ー
を
全
額
回
収
す
る
前
に

翌
年
の
契
約
を
交
わ
し
て
い
な

い
か
ど
う
か
な
ど
管
理
手
続
き

を
見
た
り
、
業
務
が
き
ち
ん
と

さ
れ
て
い
る
か
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ

ー
パ
ー
の
内
容
を
見
た
り
、
事

務
所
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
事
務

所
の
出
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
適

切
か
ど
う
か
を
見
た
り
し
ま

す
。
そ
の
他
、
発
行
さ
れ
た
監

査
レ
ポ
ー
ト
や
会
計
士
の
レ
ポ

ー
ト
が
適
切
か
ど
う
か
な
ど
も

見
ま
す
。
事
務
所
職
員
の
専
門

家
と
し
て
の
継
続
研
修
︵
Ｃ
Ｐ

Ｅ
︶
の
実
施
状
況
も
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
ラ
イ
セ

ン
ス
保
持
者
は
全
員
の
ラ
イ
セ

ン
ス
が
適
切
に
維
持
で
き
て
い

る
か
も
確
認
さ
れ
ま
す
﹂﹁
ほ

う
、徹
底
的
に
調
べ
ら
れ
る
な
﹂

﹁
そ
の
通
り
で
す
﹂﹁
ピ
ア
レ
ビ

ュ
ー
に
は
何
種
類
か
あ
る
の

か
？
﹂﹁
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
のPeer 

R
eview

に
は
３
種
類
あ
り

ま
す
。
①System

 R
eview

 
②E

ngagem
ent R

eview
 

③R
eport R

eview

で

す
。

①
は
監
査
を
し
て
い
る
事
務
所

に
対
す
る
調
査
で
、
②
はR

e-
view

を
実
施
し
て
い
る
事
務

所
、

③

はC
om

pilation

の

み
を
実
施
し
て
い
る
事
務
所
に

実
施
さ
れ
る
調
査
で
す
。
我
々

は
こ
の
う
ち
の
①System

 
R

eview

を
受
け
て
い
ま
す
﹂

﹁
わ
か
っ
た
。が
ん
ば
れ
よ
﹂﹁
は

い
﹂

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：

齊
藤
幸
喜

　
米
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
・

ア
マ
ゾ
ン
︵A

m
azon.com

︶ 

内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

﹁
ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
ア
﹂
が
、
８

月
26
日
・
27 

日
、
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
た
日
本

食
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス
﹂
に

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
出
店
し
た
。

ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
ア
は
、
ア
マ
ゾ

ン
で
キ
ッ
チ
ン
用
品
か
ら
雑

貨
・
美
容
品
、
趣
味
の
ア
イ
テ

ム
ま
で
、
８
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
日
本
製
品
を
取
り
扱
っ
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
製
品

を
ア
メ
リ
カ
で
広
く
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

ア
マ
ゾ
ン
と
ジ
ェ
ト
ロ
が
共
催

し
て
い
る
。

　
同
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
２
０
２
２
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
通
常
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

見
て
購
入
を
検
討
す
る
ジ
ャ
パ

ン
ス
ト
ア
の
商
品
に
直
接
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
場
を
提
供
し

て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス

の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
出
店
で
は

１
０
０
点
の
商
品
を
展
示
、
新

規
参
加
企
業
を
含
む
計
40
社
以

上
の
製
品
を
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
会
場
で
気

に
入
っ
た
商
品
を
見
つ
け
た

ら
、
商
品
の
横
に
設
置
さ
れ
て

い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

こ
と
で
ア
マ
ゾ
ン
サ
イ
ト
か
ら

そ
の
場
で
商
品
を
注
文
で
き

る
簡
単
な
シ
ス
テ
ム
が
人
気

だ
。
昨
年
は
、
２
日
間
の
商
品

構
成
を
ア
ウ
ト
ド
ア
と
化
粧
品

な
ど
テ
ー
マ
に
分
け
て
分
離
し

た
が
、
今
回
は
特
に
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
分
け
ず
に
展
示
し
た
。
和

食
器
や
木
製
の
３
Ｄ
パ
ズ
ル
な

ど
作
っ
て
見
て
楽
し
め
る
ク
ラ

フ
ト
や
ド
ラ
ゴ
ン
の
一
筆
描

き
な
ど
も
関
心
を
呼
ん
で
い

た
。
10
月
７
日
︵
土
︶
に
も

出
店
す
る
予
定
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
am

azon.com
/b/ref=usjs_

o
fflin

e?ie=U
T

F
8

&
n

o
de=23593669011

JAPAN STORE出店

ア
マ
ゾ
ン
と
ジ
ェ
ト
ロ

ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス
で
共
催

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
で
は
日
本
人
向
け
に

構
成
さ
れ
た
﹁
英
会
話
教
室
﹂

を
10
月
2
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
講
す
る
。
ア
メ
リ
カ
国
内

だ
け
で
な
く
、
日
本
や
他
の

国
・
地
域
か
ら
も
受
講
で
き
る
。

そ
の
ほ
か
9
月
20
日
か
ら
将
来

日
本
語
教
師
を
目
指
す
人
の
た

め
の
﹁
日
本
語
教
師
養
成
講

座
・
初
級
﹂、
10
月
6
日
か
ら

書
道
を
︵
ど
ち
ら
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
︶
開
講
す
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トjapansociety.

org/language

を

参

照
。

ま
た
、
授
業
料
や
時
間
な
ど

の

問

い

合

わ

せ

は
、

電

話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９

︵

ま

た

は

１

２

９

３
︶、

Ｅ

メ

ー

ル

lan
g

u
ag

e@
japansociety.org

ま
で
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

英
会
話
教
室
を
開
講

手に取った商品をアマゾンで即購入できる手軽さが人気だ（８月 26 日）

https://www.maxjob.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.swlgpc.com/jp/
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.amazon.com/b/ref=usjs_offline?ie=UTF8&node=23593669011
mailto:language@japansociety.org


て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ー
盛
岡
間
の
往
復
の

交
通
・
宿
泊
券
が
進

呈
さ
れ
た
。
オ
ロ
イ

デ
さ
ん
は
﹁
素
晴
ら

し
い
体
験
だ
っ
た
。

盛
岡
で
地
元
の
人
た

ち
と
交
流
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
﹂
と
喜

び
を
か
み
し
め
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
ち
ら

も
ア
メ
リ
カ
で
は
じ

め
て
の
開
催
と
な
っ

た
盛
岡
名
物
﹁
わ
ん

こ
そ
ば
﹂
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
会
を
行
い

盛
岡
の
食
文
化
を
紹

介
し
た
。
事
前
告
知
に
よ
り
参

加
希
望
者
を
募
り
、
集
ま
っ
た

２
２
０
人
以
上
の
申
込
者
か
ら

抽
選
で
12
人
を
選
出
。
イ
ベ
ン

ト
前
か
ら
多
く
の
反
響
が
あ
っ

た
。
観
客
か
ら
の
大
き
な
声
援

を
浴
び
な
が
ら
非
常
に
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
。
そ
の
大
盛
況

の
中
で
、
制
限
時
間
１
分
で
30

杯
を
記
録
し
見
事
1
位
に
輝
い

た
の
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
在
住

で
法
律
事
務
所
勤
務
の
ゲ
イ
リ

ー
・
チ
ェ
ン
さ
ん
。
初
の
米
国

大
会
の
優
勝
者
と
な
り
、
盛
岡

行
き
の
チ
ケ
ッ
ト
を
獲
得
し

た
。
チ
ェ
ン
さ
ん
は
﹁
と
て
も

い
い
経
験
だ
っ
た
。
盛
岡
で
も

そ
ば
を
食
べ
、
桜
を
見
て
建
築

物
な
ど
を
観
光
し
た
い
﹂
と
嬉

し
さ
を
語
っ
た
。
盛
岡
の
わ
ん

こ
そ
ば
店
の
老
舗
﹁
東
家
﹂
の

馬
場
暁
彦
社
長
は
﹁
見
て
い
る

人
た
ち
の
笑
顔
と
歓
声
が
す
べ

て
で
す
。
み
な
さ
ん
に
盛
岡
の

魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
﹂
と
語
っ
た
。

　
会
場
で
は
、
岩
手
県
・
盛
岡

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
あ
る
﹁
そ
ば
っ
ち
﹂
も
登

場
し
、
英
語
の
観
光
パ
ン
フ
レ
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第 3 回ジャパンビレッジ夏祭り

盛岡市が
観光促進

プロモーション
さんさ踊りとわんこそば大会で
ニューヨーカーに盛岡を紹介

折
り
紙
ス
タ
ジ
オ
の
ジ
ャ
ン
ボ

折
り
紙
の
実
演
、
な
つ
み
ゆ
ず

の
三
味
線
演
奏
、
サ
ム
ラ
イ
ソ

ー
ド
ソ
ウ
ル
の
殺
陣
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
紅
玉
の
よ
さ
こ
い
踊

り
、
鼓
舞
の
太
鼓
演
奏
、
そ
し

て
民
舞
座
に
よ
る
東
北
地
方
の

伝
統
舞
踊
と
そ
れ
ぞ
れ
熱
気
が

あ
り
迫
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
展
開
し
観
客
を
魅
了
し
た
。

　
ま
た
、
第
2
部
で
は
今
年
の

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
日
本
の
地

方
自
治
体
で
あ
る
岩
手
県
盛
岡

市
が
参
加
。
今
年
1
月
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
︵
電

子
版
︶が
発
表
し
た﹁
２
０
２
３

年
に
行
く
べ
き
52
カ
所
﹂
に
、

盛
岡
市
が
イ
ギ
リ
ス
の
首
都
ロ

ン
ド
ン
に
続
く
2
番
目
に
紹
介

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
紙
の

発
行
元
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

現
地
で
﹁
盛
岡
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
﹂
を
行
い
、
米
国
か
ら
盛

岡
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の

促
進
を
図
る
の
が
目
的
で
こ
の

夏
祭
り
に
参
加
し
た
。

　
ま
ず
は
、
地
元
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
﹁
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
﹂

が
登
場
。２
０
２
２
年
度
の﹁
ミ

ス
さ
ん
さ
﹂
2
人
の
踊
り
手
に

加
え
太
鼓
と
笛
の
演
奏
で
本
場

盛
岡
の
踊
り
を
そ
の
ま
ま
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
実
演
。
ア
メ
リ
カ

で
初
の
さ
ん
さ
踊
り
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
な
っ
た
。
そ
の
し

な
や
か
な
舞
い
と
迫
力
あ
る
太

鼓
演
奏
に
観
衆
か
ら
大
き
な
歓

声
が
上
が
っ
た
。
次
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
さ
ん

さ
踊
り
の
代
表
演
目
で
あ
る

﹁
七
夕
く
ず
し
﹂
を
参
加
者
と

一
緒
に
踊
っ
た
。
そ
の
後
、
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
も
っ
と
も

観
客
の
声
援
が
多
か
っ
た
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
在
住
の
大
学
生

オ
ル
ワ
・
ペ
ル
ミ
・
オ
ロ
イ
デ

さ
ん
が
見
事
優
勝
。
賞
品
と
し

ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
盛
岡
へ
の
観
光
を
ア

ピ
ー
ル
。
盛
岡
市
交
流
推
進
部

の
横
田
信
之
次
長
は
﹁
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
に
盛
岡
市

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
る
ば
る
岩
手
か
ら
や
っ
て

参
り
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
を

契
機
と
し
、
今
後
も
盛
岡
市
と

こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
の
相
互

交
流
を
一
層
活
発
な
も
の
と
し

て
行
き
た
い
﹂
と
ス
テ
ー
ジ
上

か
ら
豊
富
を
述
べ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

紙
の
報
道
以
降
、
盛
岡
市
を
訪

れ
る
外
国
人
観
光
客
の
数
は
明

ら
か
に
増
加
し
て
お
り
、
今
月

は
じ
め
に
市
内
で
開
催
さ
れ
た

第
46
回
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
に

は
、
記
事
の
影
響
で
例
年
よ
り

外
国
人
の
参
加
者
が
特
に
目
立

っ
た
と
い
う
。
同
市
で
は
、
今

後
も
市
内
観
光
の
整
備
や
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
方
針
。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
外
国
人
観
光

客
誘
致
に
向
け
、
今
回
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

は
盛
岡
の
魅
力
を
直
接
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

機
会
と
な
っ
た
。

　
夏
祭
り
の
最
後
に
は
、
民
舞

座
、
鼓
舞
、
来
場
者
、
盛
岡
さ

ん
さ
踊
り
の
メ
ン
バ
ー
が
一
堂

に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
盆
踊

り
の
﹁
炭
坑
節
﹂
を
み
ん
な
で

踊
り
祭
り
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
中
庭
に
特
設

ス
テ
ー
ジ
を
増
築
。
今
後
は
こ

の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

日
本
文
化
発
信
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て

い
く
予
定
だ
。

（右）ニューヨークで初のお披露目となった盛岡さんさ踊り
（下）わんこそば大会 in New York

さんさ踊りコンテスト優勝者のオルワ・ペルミ・オロイデさん

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
日
本

文
化
発
信
の
た
め
の
複
合
商
業

施
設
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
、

26
日
、﹁
２
０
２
３
ジ
ャ
パ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
夏
祭
り
﹂
が
開
催
さ

れ
た
。
今
年
で
3
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

ま
ず
第
1
部
で
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
タ
ロ
ー
ズ

盛
岡
行
き
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
し
た

ゲ
イ
リ
ー
・
チ
ェ
ン
さ
ん

参
加
者
み
ん
な
で
さ
ん
さ
を
踊
っ
た

２
０
２
２ 

ミ
ス
さ
ん
さ

踊
り
・
辰
柳
の
ど
か
さ
ん

盛
岡
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
﹁
そ
ば
っ
ち
﹂

tel:9175773969
https://newyork-apartment-realestate.com/
https://aantcinc.com/
https://www.takesushinyc.com/
http://ariyoshiny.com
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

Rail Trail Cafe
310 River Road Ext. 
New Paltz, NY 12561
TEL: 845-389-7714

www.railtrailcaferosendale.com
木 9:00 〜 18:00（ピザ無し）

金〜日 9:00 〜 19:30（フルメニュー）
月〜水 休業

＊今年は 10 月８日まで営業

森
の
中
の
ト
レ
イ
ル
＆
石
窯
ピ
ザ
、

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
日
帰
り
遠
足

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
通
勤
圏

に
あ
り
な
が
ら
緑
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
る
ウ
ェ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
。
車
が
無
い
と
何
か

と
不
便
で
は
あ
る
が
、
休
日
に

は
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
や
フ
ィ
ン
ガ

ー
レ
イ
ク
ス
、
北
部
の
ア
デ
ィ

ロ
ン
ダ
ッ
ク
山
地
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
が
楽
し
め
る
利
点
も
あ
る
。

そ
し
て
山
と
川
、
湖
に
恵
ま
れ

た
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
に
は
ハ
イ

キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
用
ト

レ
イ
ル
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

整
備
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
に
も
オ
ー
ル
ド
ク

ロ
ト
ン
・
ア
ク
ア
ダ
ク
ト
や
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
自
然
保
護
区
な

ど
気
軽
に
行
け
る
ト
レ
イ
ル
が

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
今
回
は
ア

ル
ス
タ
ー
郡
の
歩
き
や
す
い
ト

レ
イ
ル
と
森
の
中
の
カ
フ
ェ
を

楽
し
む
欲
張
り
コ
ー
ス
を
ご
紹

介
。

■
ウ
ォ
ー
ル
キ
ル
・
バ
レ
ー
・

レ
イ
ル
・
ト
レ
イ
ル

　
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら

北
へ
車
で
約
１
時
間
半
、
人
口

１
万
５
０
０
０
人
ほ
ど
の
町
ニ

ュ
ー
パ
ル
ツ
は
州
立
大
学
と
ヒ

ッ
ピ
ー
風
カ
ル
チ
ャ
ー
で
知
ら

れ
て
い
る
が
、
近
隣
に
は
モ
ホ

ン
ク
自
然
保
護
区
が
あ
り
、
ハ

ド
ソ
ン
バ
レ
ー
屈
指
の
ト
レ
イ

ル
の
宝
庫
で
も
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
、
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ

か
ら
サ
ウ
ス
キ
ン
グ
ス
ト
ン
ま

で
続
く
全
長
13
マ
イ
ル
︵
約
21

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶
の
ウ
ォ
ー
ル

キ
ル
・
バ
レ
ー
・
レ
イ
ル
・
ト

レ
イ
ル
は
標
高
差
が
少
な
く
、

と
て
も
歩
き
や
す
い
。レ
イ
ル
・

■
レ
イ
ル
・
ト
レ
イ
ル
・
カ
フ

ェ　
数
あ
る
ト
レ
イ
ル
の
中
か
ら

今
回
こ
こ
を
選
ん
だ
理
由
は
、

ト
レ
イ
ル
の
す
ぐ
脇
に
﹁
レ
イ

ル
・
ト
レ
イ
ル
・
カ
フ
ェ
﹂
が

あ
る
か
ら
。
ト
レ
イ
ル
北
端
か

ら
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
に

位
置
す
る
こ
の
店
は
完
全
露
天

カ
フ
ェ
で
、
木
々
に
囲
ま
れ
た

広
場
に
小
屋
が
２
軒
と
小
さ
な

ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
の
ス
テ

ー
ジ
を
囲
む
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル

と
椅
子
が
自
由
気
ま
ま
に
置
か

れ
て
い
る
。
取
材
時
は
ス
テ
ー

ジ
で
女
性
シ
ン
ガ
ー
が
ギ
タ
ー

の
弾
き
語
り
を
し
て
い
た
が
、

実
に
静
か
で
優
し
い
音
色
で
、

周
囲
の
長
閑
な
雰
囲
気
と
マ
ッ

チ
し
て
と
て
も
居
心
地
が
良

い
。
カ
フ
ェ
の
モ
ッ
ト
ー
は
材

料
の
収
穫
地
か
ら
食
べ
る
人
の

口
ま
で
の
距
離
を
出
来
る
だ
け

短
く
、
美
味
し
く
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
で
あ
る
こ
と
。
材
料
は
全

て
ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー
産
の
物
を

使
っ
て
い
る
。
自
慢
の
ピ
ザ
は

ト
マ
ト
と
チ
ー
ズ
の
み
の
シ
ン

プ
ル
︵
12
ド
ル
︶、
季
節
の
グ

リ
ー
ン
を
使
用
し
た
ペ
ス
ト
ソ

ー
ス
の
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ー
ン
、

カ
レ
ー
ピ
ザ
︵
各
18
ド
ル
︶
な

ど
定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
週

替
わ
り
も
あ
る
。
手
前
の
小
屋

で
注
文
を
し
て
、
手
書
き
の
メ

モ
を
受
け
取
り
、
奥
の
石
窯
の

あ
る
小
屋
に
持
っ
て
行
き
、
料

理
人
に
渡
す
シ
ス
テ
ム
。

　
今
回
は
シ
ン
プ
ル
ピ
ザ
と
週

替
わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
シ
イ

タ
ケ
ピ
ザ
︵
20
ド
ル
︶
を
食
べ

た
。
薄
め
の
生
地
に
新
鮮
な
材

料
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
乗
せ
て
石

窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
が
美
味
し
い

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
緑
の

木
々
と
青
い
空
、
時
折
聞
こ
え

る
鳥
の
声
が
加
わ
っ
て
、
こ
こ

で
し
か
味
わ
え
な
い
特
別
な
ピ

ザ
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
ピ
ザ

の
ほ
か
、
緑
の
葉
っ
ぱ
て
ん
こ

盛
り
の
サ
ラ
ダ
︵
14
ド
ル
︶、

ホ
ー
ム
メ
イ
ド
の
ス
コ
ー
ン
や

マ
フ
ィ
ン
︵
土
日
の
み
販
売
︶、

ソ
ー
ダ
や
レ
モ
ネ
ー
ド
、
ス
ム

ー
ジ
ー
も
お
す
す
め
。
紅
葉
の

時
期
に
ま
た
来
よ
う
と
考
え
て

い
た
ら
、
カ
ゴ
を
持
っ
た
お
ば

ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
来
て
寄
付
を

募
っ
て
い
る
。
原
材
料
と
人
件

費
の
高
騰
を
補
う
た
め
の
寄
付

だ
そ
う
で
、﹁
サ
ジ
ェ
ッ
シ
ョ

ン
額
は
一
人
10
ド
ル
﹂
と
言
わ

れ
た
が
、
ピ
ザ
代
金
に
チ
ッ
プ

も
つ
け
た
の
で
﹁
ふ
た
り
で
10

ド
ル
ね
﹂
と
10
ド
ル
札
を
カ
ゴ

に
入
れ
よ
う
と
し
た
ら
、﹁
サ

ジ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
額
は
ひ
と
り
10

ド
ル
！
﹂
と
強
気
な
お
ば
ち
ゃ

ん
。
い
や
、
10
ド
ル
要
求
す
る

な
ら
サ
ジ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
っ
て
言

う
な
よ
、
と
一
瞬
思
っ
た
も
の

の
、
こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
営

業
す
る
こ
と
の
困
難
さ
と
、
環

境
保
全
に
取
り
組
む
姿
勢
に
敬

意
を
示
し
て
20
ド
ル
札
を
カ
ゴ

に
入
れ
た
。

ト
レ
イ
ル
と
名
が
付
い
て
い
る

の
は
廃
線
と
な
っ
た
線
路
跡
を

整
備
し
た
た
め
で
、
所
要
時
間

は
徒
歩
だ
と
４
〜
７
時
間
、
自

転
車
な
ら
１
〜
１
時
間
半
ほ

ど
。

　
ウ
ォ
ー
ル
キ
ル
・
バ
レ
ー
鉄

道
は
北
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン
と
南

の
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
を
結
ぶ
べ

く
１
８
６
６
年
に
工
事
開
始
、

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
は
１
８
７
０

年
に
開
通
し
た
。
時
は
流
れ
、

主
要
交
通
手
段
が
車
へ
移
行

し
た
の
に
伴
い
、
旅
客
運
行

は
１
９
３
７
年
に
、
貨
物
は

１
９
９
７
年
に
終
了
。
そ
の
後

ほ
ぼ
全
線
で
線
路
は
撤
去
さ

れ
、
ト
レ
イ
ル
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

　
段
差
が
少
な
い
ト
レ
イ
ル
は

普
通
の
ス
ニ
ー
カ
ー
で
Ｏ
Ｋ
、

子
供
連
れ
や
普
段
あ
ま
り
歩
き

慣
れ
て
い
な
い
人
で
も
安
心
し

て
行
け
る
の
が
魅
力
だ
。
自
転

車
の
利
用
客
も
多
く
、
後
述
の

カ
フ
ェ
で
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
し
て
い
る
。
ル
ー
プ
に
な
っ

て
い
な
い
一
本
道
な
の
で
、
必

ず
ど
こ
か
で
折
り
返
す
こ
と
に

な
る
。
ト
レ
イ
ル
の
数
か
所
に

駐
車
場
が
あ
る
の
で
︵
公
共
駐

車
場
は
始
点
と
終
点
の
み
︶
１

日
で
踏
破
せ
ず
に
２
〜
３
回
に

分
け
て
歩
く
の
も
一
案
。ま
た
、

こ
の
ト
レ
イ
ル
は
馬
の
通
行
も

許
可
さ
れ
て
い
る
の
で
運
が
良

け
れ
ば
馬
と
す
れ
違
う
か
も
。

h
ttp

s://e
m

p
ire

tra
il.

n
y

.g
ov

/pou
g

h
keepsie-

albany/new
-paltz-south-

kingston

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.railtrailcaferosendale.com
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ア
ー
テ
ィ
ス
トA

risa.T
N

　

(

本
名 

田
屋
亜
里
沙)

　
は
多

摩
美
術
大
学
絵
画
科
油
画
専

攻
卒
業
後
、
画
商
や
美
術
の

教
育
関
係
に
携
わ
っ
た
。
ル

ー
ブ
ル
美
術
館
、
イ
タ
リ
ア
、

ギ
リ
シ
ャ
な
ど
国
内
外
に
展

示
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
国
際

賞
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
芸
術

功
労
証
書
授
与
ほ
か
多
数
受

賞
。
ス
ペ
イ
ン
国
立
図
書
館

の

G
u

toA
jay

u
C

u
ltu

re 

B
ooks

、
注
目
の
現
代
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
特
集
﹁
つ
く
り
び

とN
o.115

﹂
に
掲
載
さ
れ
る

な
ど
活
躍
す
る
新
進
気
鋭
の
日

本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。﹁
開

け
た
い
！
触
れ
た
い
！
覗
き
た

い
！
﹂
と
い
う
子
供
の
頃
か
ら

あ
る
こ
の
衝
動
、
人
間
の
本
能

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
扉
ア
ー

ト
を
今
回
、
マ
ッ
ク
ス
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

グ
ル
ー
プ
展
に
出
品
し
て
注
目

を
集
め
た
。
ア
ー
ト
・
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ

３
﹁ST

E
PPIN

G
 IN

T
O

 A
 

W
O

R
LD

﹂
が
８
月
22
日
か
ら

27
日
ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ

ク
ス
Ｎ
Ｙ
で
開
催
さ
れ
た
。
同

展
は
、
エ
ミ
ー
賞
放
送
作
家
の

安
達
元
一
と
Ｎ
Ｙ
在
住
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
の
佐
藤
恭
子
に
よ
る
展

覧
会
第
3
弾
。
公
募
参
加
し
た

１
７
６
人
か
ら
日
本
で
活
躍
し

て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
18
人
の

一
人
と
し
て
今
回
参
加
し
た
。

﹁
扉
の
奥
に
何
が
見
え
ま
す

か
？
と
問
い
続
け
、
観
る
人
の

想
像
力
を
刺
激
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
﹂
と
話
す 

Ｔ
Ｎ
は

明
る
く
表
現
し
続
け
る
。︵
三
︶

扉
の
外
に
見
え
る
世
界

A
risa.TN

が
Ｎ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
展

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

K
a-N

a

︵
植
村
花
菜
︶
が
９

月
11
日
︵
月
︶
午
後
７
時
か

ら
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
﹁
ジ
ョ
ー

ズ
・
パ
ブ
﹂
︵
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ

ト
通
り
４
２
５
番
地
︶
に
て
、

コ
ロ
ナ
後
、
初
の
ソ
ロ
・
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
。
前
回
︵
19
年

１
月
︶
と
同
様
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
活
躍
す
る
一
流
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が
バ
ッ
ク
を
支

え
る
。
同
ラ
イ
ブ
後
は
第
２
子

出
産
の
為
、
し
ば
ら
く
演
奏

活
動
を
休
止
す
る
。
後
援
は

C
A

T
C

H
 U

S PE
R

F
O

R
M

-
IN

G
 A

R
T

S (C
U

PA
)

。

　
植
村
は
8
歳
の
時
、
映
画
﹃
サ

ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
﹄
を
観
て
、
歌
手
に
な
る
事

を
決
意
。
19
歳
で
ギ
タ
ー
と
作

詞
・
作
曲
を
始
め
、
路
上
ラ
イ

ブ
を
行
う
。
２
０
０
２
年
、
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
﹁
ザ
・
ス
ト

リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
グ

ラ
ン
プ
リ
02
﹂
で
１
２
０
０
組

の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

し
、05
年
5
月
に
﹁
大
切
な
人
﹂

で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
10
年

3
月
に
発
表
し
た
﹁
ト
イ
レ
の

神
様
﹂
が
ロ
ン
グ
ヒ
ッ
ト
を
記

録
、
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
の
優

秀
作
品
賞
と
作
詩
賞
の
ダ
ブ
ル

受
賞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
の

初
出
場
も
果
た
し
た
。
16
年
末

に
Ｎ
Ｙ
へ
移
住
。
19
年
に
は
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ア
ダ
ボ
︵
ス
ザ
ン

ヌ
・
ヴ
ェ
ガ
︶
を
共
同
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
、
ア
リ
・
ヘ
ス
ト
を

迎
え
英
語
曲
を
中
心
に
7
曲
入

り
Ｅ
Ｐ
﹁H

appiness

﹂
を
リ

リ
ー
ス
し
た
。

　
入
場
料
は
25
ド
ル
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://publictheater.
o

rg
/p

ro
d

u
ctio

n
s/jo

-
es-pub/2023/k/ka-na/

K
a
-N

a

︵
植
村
花
菜
︶

４
年
半
ぶ
り
に
コ
ン
サ
ー
ト

　
第
19
回 

多
摩
美
術
大
学
校

友
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ク
ラ
ブ
展

﹁
ホ
ー
ム
・
ア
ウ
ェ
イ
・
フ
ロ
ム
・

ホ
ー
ム
﹂
が
９
月
19
日
︵
火
︶

か
ら
10
月
２
日
︵
月
︶
ま
で
、

天
理
文
化
協
会
︵
西
13
丁
目
43

Ａ
番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
故

郷
を
離
れ
異
国
の
地
で
暮
ら
す

作
家
達
が
、
後
に
残
し
て
き
た

﹁
日
本
﹂
を
意
識
す
る
こ
と
に

よ
り
個
々
の
内
奥
を
見
据
え
、

創
造
の
成
果
の
発
表
を
す
る
展

覧
会
。

　
今
回
は
﹁
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
Ｑ

＆
Ａ
﹂
と
い
う
副
題
で
、
作

家
達
が
考
え
るQ

uestion

に

相
応
す
る
作
品
と
、A

nsw
er

に
相
応
す
る
作
品
を
そ
れ
ぞ

れ
展
示
す
る
。
参
加
作
家
は
、

早
川
朋
子
、
朴
香
淑
、
紅
林

愛
子
、
李
ア
ロ
ン
、
李 

粉
善
、

松
窪
英
二
、
松
村
誠
一 

、
松

尾
明
子
、
永
野
み
き
、
中
里

斉
、
小
倉
千
恵
、
太
田
美
奈

子
、PA

IK
IN

、
酒
井
重
明
、

シ
ア
カ
章
子
、
鈴
木
國
男
、
立

花
も
と
子
、
渡
辺
啓
子
、
安
井

雪
絵
、
安
部
よ
し
え
、
大
貫
麻

美 

、
白
石
順
子
。
会
場
で
は
、

R
okhyun B

aek 

︵
白 
録
鉱
︶

個
展
も
同
時
開
催
さ
れ
る
。

　
入
場
無
料
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
９
月
21
日
︵
木
︶
午
後
６
時

か
ら
８
時
。
開
廊
時
間
は
月
〜

木
曜
が
正
午
か
ら
午
後
６
時
、

土
曜
は
午
後
３
時
ま
で
。
金
・

日
曜
休
廊
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

w
w

w
.tam

abiny.com

第19回 多摩美術大学校友会

ホーム・アウェイ・フロム・ホーム
19日から展覧会

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraimama.com/
http://www.tamabiny.com
http://www.tamabiny.com
http://www.tamabiny.com
https://publictheater.org/productions/joes-pub/2023/k/ka-na/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　
い
よ
い
よ
夏
も
終
盤
、
初
秋

を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
今
回
はPLA

I

を
ご

紹
介
し
ま
す
。
和
名
を
ポ
ン
ツ

ク
シ
ョ
ウ
ガ
と
呼
び
、
シ
ョ
ウ

ガ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
月
桃
ア
ル
ピ

ニ
ア
、
ウ
コ
ン
︵
タ
ー
メ
リ
ッ

ク
︶
、
カ
ル
ダ
モ
ン
な
ど
と
同

じ
シ
ョ
ウ
ガ
科
の
植
物
で
す
。

く
せ
の
あ
る
強
い
香
り
の
プ
ラ

イ
は
、
食
用
︵
ス
パ
イ
ス
︶
と

し
て
ま
た
フ
レ
ー
バ
ー
や
フ
レ

グ
ラ
ン
ス
の
原
料
と
し
て
の
需

要
は
低
く
、
精
油
の
生
産
量
も

少
な
い
た
め
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

で
は
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
原
産
地
の
東
南
ア

ジ
ア
、
特
に
タ
イ
で
は
古
く
か

ら
貴
重
な
植
物
と
し
て
、
例
え

ば
兵
士
の
体
の
回
復
の
た
め
に

外
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

も
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
塗
り
薬
、
湿

布
な
ど
に
無
く
て
は
な
ら
な
い

材
料
の
一
つ
で
す
。
プ
ラ
イ
は

シ
ョ
ウ
ガ
同
様
、
根
茎
を
使
い

ま
す
。
シ
ョ
ウ
ガ
よ
り
大
き
く

中
は
黄
色
味
が
か
り
、
新
鮮
な

も
の
を
蒸
留
し
て
精
油
を
抽
出

し
ま
す
。
土
っ
ぽ
い
ゴ
ボ
ウ
の

よ
う
な
ベ
ー
ス
の
香
り
に
、
ス

パ
イ
シ
ー
な
さ
わ
や
か
さ
と
苦

さ
、
や
や
薬
用
的
な
香
り
が
混

合
し
て
い
ま
す
。
テ
ィ
ー
ツ
リ

ー
や
マ
ジ
ョ
ラ
ム
に
も
含
ま
れ

る
タ
ー
ピ
ネ
ン-

４-

オ
ー
ル
、

ナ
ツ
メ
グ
に
も
含
ま
れ
る
サ
ビ

ネ
ン
、
少
量
の
セ
ス
キ
フ
ェ
ラ

ン
ド
レ
ン
、
ブ
タ
デ
ィ
エ
ン
な

ど
が
主
要
成
分
と
さ
れ
、
抗
炎

症
、
鎮
痛
、
抗
菌
、
抗
真
菌
、

抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
は
、筋
肉
痛
、

関
節
痛
、
打
撲
、
腱
や
靭
帯
の

炎
症
、
皮
膚
病
、
気
管
支
炎
、

風
邪
、
生
理
痛
な
ど
に
効
果
的

で
す
。
筋
肉
の
緊
張
を
と
り
炎

症
を
や
わ
ら
げ
、
痛
み
を
効
果

的
ま
た
持
続
的
に
緩
和
さ
せ
る

優
れ
た
作
用
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

︻
使
い
方
︼
ホ
ホ
バ
オ
イ
ル
な

ど
の
植
物
油
や
無
香
料
の
ク
リ

ー
ム
な
ど
約
大
さ
じ
１
杯
に
５

滴
ほ
ど
混
ぜ
部
分
的
に
擦
り
込

み
ま
す
。
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
と
ブ

レ
ン
ド
さ
れ
て
も
良
い
で
し
ょ

う
。

　
橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製

品
や
精
油
の
調
合
を
実
施
す

る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

80

プ
ラ
イ　
　

タ
イ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル

 絵・古舘みどり

心
の
叫
び
を
書
で
芸
術
表
現

    書彩家

           結 鶴 さん

　

ア

ー

ト
・

イ

ン

キ

ュ

ベ

ー

シ

ョ

ン

シ

リ

ー

ズ

３

﹁S
T

E
P

P
IN

G
 IN

T
O

 A
 

W
O

R
LD

﹂
が
８
月
22
日
か
ら

27
日
ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ

ク
ス
Ｎ
Ｙ
で
開
催
さ
れ
た
。
同

展
は
、
エ
ミ
ー
賞
放
送
作
家
の

安
達
元
一
と
Ｎ
Ｙ
在
住
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
の
佐
藤
恭
子
に
よ
る
展

覧
会
第
3
弾
。
公
募
参
加
し
た

１
７
６
人
か
ら
日
本
で
活
躍
し

て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
18
人
の

一
人
と
し
て
今
回
参
加
し
た
。

会
場
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
も
披
露
し
た
。テ
ー
マ
は﹁
書

で
人
生
を
彩
る
、
人
と
ひ
と
を

結
ん
で
い
く
書
﹂。
山
口
県
萩

市
出
身
。
東
京
学
芸
大
学
教
育

学
部
を
書
道
専
攻
で
卒
業
し
、

在
学
中
に
師
範
免
許
を
取
得
。

﹁
書
に
よ
っ
て
人
と
人
が
結
ば

れ
て
い
く
﹂
書
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
卒
業
後
は
書
の
イ
ベ
ン
ト

活
動
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ

イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
多

方
面
に
お
い
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

で
活
動
し
て
き
た
。
結
鶴
書
道

教
室
を
主
宰
し
、
学
校
書
道
教

育
に
も
講
師
と
し
て
携
わ
っ
て

い
る
。
伝
統
的
な
書
か
ら
、
自

身
の
経
験
や
思
い
を
乗
せ
て
表

現
す
る
﹁
魂
シ
リ
ー
ズ
﹂
の
書

ま
で
、
芸
術
で
あ
る
書
の
可
能

性
を
追
求
し
続
け
て
創
作
を
続

け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

経
歴
を
見
る
と
ハ
ー
ト
・
ア
ー

ト
・
イ
ン
・
リ
ス
ボ
ン
で
日
葡

文
化
交
流
芸
術
賞
︵
２
０
１
６

年
︶、
２
０
１
７
年
の
ミ
ラ

ノ
﹁
い
と
を
か
し
展
﹂
作
品

展
、
台
北
﹁
台
日
芸
術
博
覧

会
﹂
作
品
展
示
な
ど
の
海
外
展

ほ
か
、
銀
座
三
越
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
の
﹁
岡
田
泰
展
﹂
作
品
展
示

︵
２
０
１
９
年
︶
や
﹁
書
彩
展
　

変
わ
る
も
の
・
変
わ
ら
な
い
も

の
﹂
展
を
主
催
︵
２
０
１
９
年
︶

な
ど
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
ま
で
精

力
的
に
活
動
を
展
開
し
て
き

た
。
久
々
の
海
外
展
で
初
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
グ
ル
ー
プ
展

で
の
参
加
と
な
っ
た
。
入
選
作

品
﹁
深
淵
﹂
は
心
の
底
か
ら
溢

れ
出
る
言
葉
を
紡
い
だ
作
品
。

追
憶
、
懺
悔
、
自
己
肯
定
。
書

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
を
動
か

す
こ
と
へ
の
喜
び
、
生
き
る
希

望
を
も
見
出
し
て
い
る
。
言
葉

が
地
か
ら
天
に
立
ち
昇
っ
て
い

く
さ
ま
の
よ
う
で
も
あ
り
、
逆

に
天
か
ら
地
に
溢
れ
て
く
る
言

葉
の
流
れ
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　
多
数
の
受
賞
歴
が
あ
る
が
、

最
近
で
は
２
０
１
９
年
に
国
立

新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
﹁
第

６
回
躍
動
す
る
現
代
作
家
展
﹂

で
最
優
秀
賞
、２
０
２
０
年﹁
優

秀
賞
﹂ 

、
昨
年
は
﹁
躍
動
す
る

現
代
作
家
賞
﹂
を
受
賞
し
て
い

る
。
書
を
使
っ
た
創
作
活
動
が

ア
ー
ト
と
し
て
昇
華
す
る
。
そ

れ
は
自
分
の
中
の
心
の
叫
び
を

書
に
託
し
た
表
現
か
ら
新
た
な

世
界
へ
旅
立
つ
こ
と
を
意
味
す

る
。
実
力
を
い
か
に
芸
術
作
品

と
し
て
海
外
の
美
術
家
の
目
に

止
ま
ら
せ
て
い
く
か
。
描
く
作

家
と
そ
れ
を
見
る
も
の
と
の
間

で
交
わ
さ
れ
る
魂
の
音
叉
の
共

鳴
以
外
に
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
、
鶴
の
よ
う
に
Ｎ
Ｙ

を
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
。

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

http://www.yamagatadental.net/
tel:2122136069
http://www.idocenter.com
https://kj-artist.jp/
https://www.skindeepnyc.com/
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
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 STUDENT LIFE
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
小
学
生
70
人
、
Ｎ

Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
・
ク
リ

フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
︶
は
８

月
23
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に

あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ア
ク
ア
リ

ウ
ム
で
秋
の
遠
足
を
行
っ
た
。

　
今
回
は
、
春
の
歓
迎
遠
足
と

同
じ
、縦
割
り
班
で
活
動
し
た
。

最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
表
情
も
ほ
こ
ろ
び
、

学
年
の
枠
を
超
え
て
協
力
し
な

が
ら
見
学
し
た
。
最
初
に
全
員

で
観
た
ア
シ
カ
シ
ョ
ー
で
は
、

愛
ら
し
い
ア
シ
カ
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
拍
手
喝
采
！
目
を
光

ら
せ
な
が
ら
真
剣
に
観
て
い

た
。
地
図
を
片
手
に
館
内
を
回

っ
て
い
る
と
、﹁
あ
れ
、
こ
の

魚
は
何
か
な
﹂﹁
日
本
か
ら
の

カ
ニ
が
い
る
！
﹂
と
、
見
慣
れ

な
い
生
き
物
に
釘
付
け
に
な
る

子
ど
も
た
ち
。
ま
た
、
大
き
な

ト
ン
ネ
ル
型
の
水
槽
で
は
、
思

わ
ず
﹁
わ
ぁ
ー
！
﹂
と
い
う
声

が
漏
れ
た
。
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
で

カ
ニ
や
カ
ブ
ト
ガ
ニ
、
貝
な
ど

を
触
り
、
色
々
な
生
き
物
が
そ

れ
ぞ
れ
全
く
違
う
姿
、
生
活
を

し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
同
学
園
は
、
例
年
の
秋
の
遠

足
を
校
内
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

と
関
連
さ
せ
て
実
施
し
て
い

る
。
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
の
絵

画
制
作
が
行
わ
れ
た
の
は
遠
足

の
翌
日
。
子
ど
も
た
ち
は
、﹁
海

辺
の
生
き
物
﹂
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
作
品
づ
く
り
を
行
っ

た
。
８
月
28
日
に
は
ア
ー
ト
鑑

賞
会
が
開
か
れ
た
。
子
ど
も
達

に
と
っ
て
は
友
情
を
深
め
る
と

と
も
に
、
創
作
意
欲
を
刺
激
さ

れ
る
秋
の
遠
足
で
あ
っ
た
。

水
族
館
を
見
学

Ｎ
Ｙ
育
英
英
学
園
全
日
制

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
８
月

21
日
に
２
学
期
始
業
式
を
実
施

し
た
。
２
学
期
は
多
く
の
新
し

い
仲
間
が
加
わ
り
、
賑
や
か
な

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　
始
業
式
で
は
校
長
の
話
に
先

立
ち
、
学
年
ご
と
に
起
立
し
、

大
き
な
声
で
挨
拶
し
た
。
そ
の

後
、
岡
田
校
長
が
﹁
２
学
期
は

多
く
の
行
事
が
あ
る
の
で
、
行

事
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ん
で
ほ
し
い
。
目
標
を
持
ち
、

そ
れ
に
向
け
て
粘
り
強
く
努
力

し
て
ほ
し
い
。
努
力
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
違
う
自
分
に
出
会
う

こ
と
に
な
る
﹂
と
話
し
、
児
童

生
徒
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞

い
て
い
た
。
次
に
２
学
期
に
頑

張
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
の
発

表
が
行
わ
れ
、
初
等
部
代
表
者

は
﹁
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
今
年
は
教
え
る
立
場
に

な
る
の
で
、
３
年
生
に
し
っ
か

り
と
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
﹂、
中
等
部
代
表
者
は

﹁
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
と
っ
て
い
き
た
い
﹂
と

発
表
し
た
。
新
し
い
学
校
に
緊

張
し
た
面
持
ち
の
転
入
生
も
、

下
校
時
に
は
ク
ラ
ス
の
仲
間
と

談
笑
し
な
が
ら
和
や
か
な
表
情

を
浮
か
べ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

NY 日本人学校

元気に２学期スタート

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
︵
Ｎ

Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
、半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶

は
８
月
19
日
に
２
学
期
の
始
業

式
を
実
施
し
た
。
日
本
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
編
入
生
も
迎
え
、

久
し
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や

先
生
と
の
再
会
に
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
一
日
と
な
っ
た
。
同
校
で

は
こ
の
２
学
期
か
ら
コ
ロ
ナ
以

来
、
ほ
と
ん
ど
の
ク
ラ
ブ
が
再

開
す
る
。
野
球
、
室
内
球
技
、

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
、
ア
ー
ト
、
書

写
が
あ
り
、
平
日
の
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
で
は
水
泳
や
サ
ッ
カ

ー
、
ダ
ン
ス
等
さ
ら
に
充
実
し

た
活
動
を
提
供
し
て
い
る
。

　
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

で
は
、
教
室
で
授
業
を
受
け

る
だ
け
で
は
な
く
、
体
験
や

主
体
的
な
学
習
に
よ
っ
て
創

造
的
な
能
力
を
総
合
的
に
身

に
つ
け
る
活
動
を
多
く
取
り

入
れ
て
い
る
。﹁
土
曜
日
は
、

み
ん
な
で
楽
し
む
日
本
語
の

日
﹂
の
見
学
・
ウ
ェ
イ
テ
ィ

ン
グ
受
付
は
随
時
実
施
し
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

Ｅ
メ
ー
ルSatN

J.nyikuei@
gm

ail.com

ま
で
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
︵2460 L

em
oine A

ve. 
Suite 104, Fort L

ee, N
J

︶

は
９
月
10
日
︵
日
︶
午
前
10
時

か
ら
、
親
子
対
象
の
イ
ベ
ン
ト

﹁
お
ひ
さ
ま
く
ら
ぶ
﹂
を
実
施

す
る
。
対
象
年
齢
は
１
〜
２
歳

半
程
度
。
今
回
は
﹁
び
り
び
り

あ
そ
び
﹂、
手
遊
び
歌
、
親
子

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
。

　
参
加
費
ひ
と
り
20
ド
ル
。
兄

弟
の
参
加
も
歓
迎
、
製
作
参
加

の
場
合
は
ひ
と
り
10
ド
ル
。
支

払
い
は
現
金
ま
た
は
チ
ェ
ッ
ク

に
て
。
定
員
８
家
族
。
申
し
込

み
は
９
月
７
日
ま
で
に
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
７
０
７
、

ま
た
は
子
ど
も
の
生
年
月

日
、
参
加
人
数
、
当
日
の
電
話

連
絡
先
を
明
記
し
、
Ｅ
メ
ー

ルringo.ny
ikuei@

gm
ail.

com
 

ま
で
。

り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ

親
子
ク
ラ
ス
開
催

育英サタデー校

２学期始まる

http://www.seido.com
http://ze-edu.com
https://www.joes.or.jp/
https://www.interschool-jp.com/
mailto:SatNJ.nyikuei@gmail.com
mailto:ringo.nyikuei@gmail.com
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Ｎ
Ｙ
教
育
相
談
室
で
は
、
米

国
日
本
人
医
師
会
の
助
成
金
を

受
け
、
在
米
の
邦
人
ご
家
族
の

協
力
の
も
と
、
２
０
２
０
年
よ

り
﹁C

O
V

ID
-19

パ

ン

デ

ミ

ッ
ク
と
在
米
邦
人
家
族
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
﹂
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
先
月
行
わ

れ
た
米
国
心
理
学
会
で
、
調
査

結
果
の
一
部
を
ポ
ス
タ
ー
発
表

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
目
的

は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
渦
の
中
、

在
米
邦
人
家
族
の
心
の
健
康
を

保
つ
の
に
ど
ん
な
こ
と
が
役
立

つ
か
、
ま
た
心
の
健
康
を
脅
か

す
ス
ト
レ
ス
要
因
は
何
か
に
つ

い
て
調
べ
、
邦
人
ご
家
族
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。

　
今
回
の
発
表
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
初
期
︵7/2020-

6/2021

︶、
中
期
︵7/2021-

6/2022

︶、 

後
期
︵7/2022-

5/2023)

を
比
べ
、
邦
人
保

護
者
の
心
の
健
康
を
維
持
す
る

の
に
有
効
な
要
因
、
及
び
ス
ト

レ
ス
要
因
が
時
間
の
経
過
と
共

に
変
化
し
た
か
ど
う
か
、
し
た

場
合
は
ど
ん
な
変
化
が
見
ら
れ

た
か
に
つ
い
て
で
し
た
。
調
査

に
よ
り
示
さ
れ
た
主
な
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

●
約
３
年
半
に
渡
る
コ
ロ
ナ

渦
を
通
し
て
心
の
健
康
を
維

持
す
る
の
に
役
だ
っ
た
要
因

は
、
①
親
子
関
係
の
親
密
さ

︵E
m

otional C
loseness

︶
、

②
定
期
的
に
家
族
で
楽
し
む
時

間
を
持
つ
こ
と
、
③
物
事
を
考

え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
意
識
す
る

こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
初
期
・
中

期
・
後
期
を
通
し
て
心
の
健
康

を
悪
化
さ
せ
る
ス
ト
レ
ス
要
因

は
経
済
的
な
心
配
で
あ
っ
た
。

●
こ
れ
に
加
え
、
中
期
・
後
期

の
み
で
心
の
健
康
維
持
に
有
効

だ
っ
た
の
は
、
①
定
期
的
に
楽

し
め
る
こ
と
を
す
る
、
②
適
度

な
睡
眠
・
休
養
を
取
る
、
③
コ

ロ
ナ
の
プ
ラ
ス
面
に
も
意
識
を

向
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
以

前
の
コ
ロ
ナ
渦
初
期
に
人
は
サ

バ
イ
バ
ル
・
モ
ー
ド
に
あ
っ
た
。

こ
の
初
期
時
の
み
に
心
の
健
康

維
持
に
役
立
っ
た
の
は
、
コ
ロ

ナ
渦
特
有
の
、
①
﹁
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
﹂
を
受
け
入
れ
る
、
②

コ
ロ
ナ
関
連
の
メ
デ
ィ
ア
報
道

を
制
限
す
る
、
③
電
話
や
ネ
ッ

ト
で
人
と
つ
な
が
る
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
違
い
が
考
え
ら
れ
る

理
由
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
前
の
生

活
が
大
幅
戻
っ
て
き
た
中
期
・

後
期
に
な
り
、
定
期
的
に
楽
し

む
、
睡
眠
・
休
養
を
取
る
、
コ

ロ
ナ
の
プ
ラ
ス
面
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
現
実
的
に
可
能
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

● 

後
期
で
は
保
護
者
の
心
の

健
康
に
影
響
す
る
要
因
と
し

て
、
家
族
の
重
要
性
が
示
唆
さ

れ
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
親
子

関
係
の
親
密
さ
、
定
期
的
に
家

族
で
楽
し
む
こ
と
が
心
の
健
康

維
持
に
つ
な
が
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
逆
に
心
の
健
康
を
悪
化

さ
せ
る
家
庭
内
の
ス
ト
レ
ス
要

因
と
し
て
、
子
供
の
学
習
の
手

助
け
、
子
供
の
心
配
︵
学
業
、

心
の
ケ
ア
他
︶、
家
族
と
一
緒

に
い
る
時
間
の
３
つ
が
示
さ
れ

た
。
特
筆
す
べ
き
は
﹁
家
族
で

一
緒
に
過
ご
す
時
間
﹂
は
心
の

健
康
を
守
る
要
因
で
も
あ
り
、

同
時
に
そ
れ
を
損
な
う
要
因
で

も
あ
る
と
い
う
、
一
見
矛
盾
し

て
見
え
る
結
果
が
得
ら
れ
た
こ

と
だ
。
こ
れ
は
、
家
族
一
緒
に

過
ご
す
時
間
が
心
の
健
康
に
良

い
か
悪
い
か
は
、
家
族
関
係
の

良
し
悪
し
に
よ
る
も
の
が
大
き

い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

● 

心
の
健
康
度
維
持
に
特
に

効
果
が
強
か
っ
た
の
は
﹁
親
子

関
係
の
親
密
さ
﹂
だ
っ
た
。
こ

こ
で
は
そ
の
２
つ
の
側
面
、
①

子
供
が
親
を
、
大
事
な
こ
と
を

話
せ
る
相
手
だ
と
思
っ
て
い
る

か
、
②
子
供
が
親
子
一
緒
に
過

ご
す
時
間
を
楽
し
め
て
い
る
か

を
図
っ
た
。
日
頃
か
ら
こ
の
よ

う
な
親
子
の
関
係
作
り
を
心
が

け
る
こ
と
は
、
今
後
再
び
起
こ

り
得
る
非
常
事
態
の
中
で
も
心

の
健
康
を
保
つ
の
に
有
効
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

● 

今
回
の
調
査
で
、
長
引
く

コ
ロ
ナ
渦
の
ど
の
時
期
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
心
の
健
康
を

保
つ
の
に
役
立
つ
か
に
つ
い
て

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
。
コ
ロ
ナ

初
期
の
非
常
事
態
と
中
期
・
後

期
で
は
有
効
な
こ
と
が
異
な
っ

た
。

　
米
国
で
は
ア
ジ
ア
人
を
対
象

に
し
た
調
査
研
究
は
少
な
く
、

特
に
長
引
く
コ
ロ
ナ
渦
の
中
、

在
米
邦
人
家
族
の
心
の
健
康
に

影
響
す
る
要
因
が
時
間
と
共
に

変
化
す
る
か
否
か
を
調
べ
た
調

査
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

学
会
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
ア

メ
リ
カ
人
、
日
本
人
、
そ
の
他

の
国
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
専
門

家
や
大
学
院
生
か
ら
多
く
の
質

問
を
受
け
ま
し
た
。
在
米
邦
人

家
族
の
心
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
邦
人
の
皆
様
に

も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
ご

自
身
、
ご
家
族
が
心
健
や
か
に

過
ご
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ

れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。
最
後

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
邦
人
ご
家
族
の
皆

様
、
ま
た
米
国
日
本
人
医
師
会

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ニューヨーク日本人教育審議会
教育文化交流センター・教育相談室　教育相談員

クリ二カルサイコロジスト  森真佐子相談員（Ph.D.）
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
は
８

月
19
日
、
午
前
中
に
３
時
間
の

参
観
授
業
を
行
っ
た
。
夏
休
み

の
自
由
研
究
発
表
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
は
少
し
緊
張
し
た
面

持
ち
な
が
ら
も
保
護
者
た
ち
の

前
で
堂
々
と
発
表
し
た
。
工
作

や
実
験
、
社
会
的
な
課
題
の
調

べ
学
習
等
、
発
表
の
種
類
も
さ

ま
ざ
ま
で
、
児
童
生
徒
の
個
性

が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
初
等
部
低
学
年
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
発
表
が

あ
り
、
Ｎ
Ｊ
校
で
の
普
段
の
取

り
組
み
が
見
え
る
発
表
会
と
な

っ
た
。
国
語
な
ど
の
教
室
で
の

学
習
に
加
え
、
体
育
や
理
科
等

の
教
室
外
で
学
ぶ
様
子
も
見
て

も
ら
い
、
保
護
者
に
普
段
の
授

業
の
様
子
や
、
子
ど
も
た
ち
が

成
長
し
た
姿
を
見
る
よ
い
機
会

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

午
前
中
に
参
観
授
業

　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
を
希

望
す
る
高
校
生
と
そ
の
親
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ト
リ･

カ
レ
ッ

ジ･

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
９
月

９
日
︵
土
︶
午
後
８
時
よ
り

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
︵
Ｕ

Ｃ
︶
出
願
に
関
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
や
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク

レ
ー
な
ど
に
今
秋
出
願
す
る
高

校
生
向
け
の
内
容
で
、
Ｕ
Ｃ
出

願
の
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き

情
報
や
、
エ
ッ
セ
イ
の
書
き

方
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
書

く
時
の
注
意
点
な
ど
を
説
明
す

る
。
１
時
間
の
予
定
で
、
参
加

者
の
質
問
に
も
答
え
る
。
希
望

者
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

satoricolleg
eplan

n
in

g
.

com

の
﹁
お
申
込
み/

お
問

合
せ
フ
ォ
ー
ム
﹂
に
参
加
希
望

者
の
名
前
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
明
記
し
て
申
し
込
む
。
参
加

料
は
ひ
と
り
40
ド
ル
︵
父
兄
が

高
校
生
と
一
緒
に
参
加
す
る
場

合
は
無
料
︶。
講
師
は
本
紙﹁
教

育
な
ん
で
も
相
談
室
﹂
の
相
談

員
で
も
あ
る
カ
レ
ッ
ジ･

カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
伴
里
美
氏
。

米
大
学
受
験

出
願
セ
ミ
ナ
ー

　
デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

︵
横
澤
広
美
校
長
︶
で
は
、
８

月
13
日
か
ら
前
期
の
後
半
が
始

ま
っ
た
。
夏
休
み
明
け
2
回
目

の
授
業
日
と
な
る
８
月
20
日
に

は
、
火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
。
最
近
、
ハ
ワ

イ
や
カ
ナ
ダ
で
大
き
な
山
火
事

が
あ
り
、
６
月
に
は
デ
ン
バ
ー

で
も
カ
ナ
ダ
の
火
災
に
よ
る
大

気
汚
染
を
経
験
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
身
近
な
問
題
と
し
て
真

剣
に
落
ち
着
い
た
態
度
で
借
用

校
の
校
庭
に
避
難
し
た
。
避
難

訓
練
に
先
立
ち
、
朝
礼
で
横
澤

校
長
か
ら
避
難
時
の
注
意
と
日

本
の
消
防
署
が
作
成
し
た
避
難

ビ
デ
オ
を
視
聴
し
て
備
え
た
。

日
本
国
内
の
小
学
校
等
で
は
、

火
災
や
地
震
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
毎
月
行
っ
て
い
る
が
、

同
校
で
も
﹁
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
﹂

の
訓
練
と
と
も
に
、
今
後
も
子

ど
も
た
ち
の
命
と
安
全
を
守
る

訓
練
を
続
け
て
い
く
。

デンバー日本語補習学校で

火災避難訓練

楽しい
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江戸時代から続く、日本伝統のワークウェア

　
商
店
街
や
市
場
が
活
気
に
溢

れ
、
主
婦
が
毎
日
専
門
店
に
買

い
物
に
行
く
の
が
当
た
り
前
だ

っ
た
昭
和
の
時
代
。
酒
屋
さ
ん

や
お
米
屋
さ
ん
な
ど
重
い
商
品

を
取
り
扱
う
専
門
店
は
、
注
文

す
る
と
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
自
宅

に
商
品
を
配
達
し
て
く
れ
て
い

た
。
そ
の
時
に
必
ず
と
い
っ
て

目
に
し
た
の
は
、
お
店
の
人

が
締
め
て
い
る
前
掛
け
。﹁
商

い
﹂
の
象
徴
で
も
あ
る
前
掛
け

に
は
、
屋
号
や
電
話
番
号
な
ど

お
店
の
情
報
も
書
か
れ
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
だ
け

で
な
く
、﹁
歩
く
お
店
の
看
板
﹂

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

た
。

　
そ
ん
な
前
掛
け
だ
が
、
時
代

が
移
り
、
郊
外
に
居
住
す
る
人

が
増
え
て
、
人
々
が
自
動
車
で

ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
食
品
を
ま

と
め
買
い
す
る
よ
う
に
な
る
と

専
門
店
が
減
っ
て
し
ま
い
、
そ

れ
に
呼
応
し
て
前
掛
け
を
目
に

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
﹁
歴
史
も
あ
り
、

機
能
性
に
も
優
れ
た
前
掛
け
の

灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と

立
ち
上
が
っ
た
の
が
有
限
会
社

エ
ニ
シ
ン
グ
の
代
表
取
締
役
社

長
、
西
村
和
弘
さ
ん
。
か
つ
て

前
掛
け
製
造
の
中
心
地
だ
っ
た

愛
知
県
豊
橋
市
で
唯
一
残
っ
て

い
た
高
齢
の
職
人
さ
ん
た
ち
の

話
を
聞
い
て
一
念
発
起
。
日
本

で
唯
一
の
﹁
前
掛
け
専
門
店
﹂

を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
後
継

者
問
題
に
悩
ん
で
い
た
工
場
に

若
い
職
人
た
ち
を
送
り
こ
ん
で

技
術
を
学
ば
せ
、
事
業
を
継
承

し
、
一
昨
年
に
は
豊
橋
市
内
に

新
工
場
も
建
設
し
た
。
先
達
か

ら
受
け
継
い
だ
、
日
本
史
の
教

科
書
に
も
出
て
く
る
１
０
０
年

商
い
の
象
徴
﹁
前
掛
け
﹂

伝
統
の
技
法
を
引
き
継
ぎ
、
世
界
へ

﹁
シ
ョ
ッ
プ
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
で
販
売

　
そ
ん
な
前
掛
け
が
商
人
の
間

で
定
着
し
た
歴
史
は
、
江
戸
時

代
ま
で
遡
る
。
体
の
前
に
布
を

掛
け
る
︵
垂
ら
す
︶
こ
と
か
ら

﹁
前
掛
け
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
作
業
着
は
、
衣

類
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
腰
ひ
も
を
骨
盤

の
上
で
強
く
縛
る
こ
と
に
よ
っ

て
腰
に
か
か
る
負
担
を
軽
減

し
、
重
い
荷
物
を
運
ぶ
商
人
や

職
人
を
け
が
か
ら
守
る
役
割
も

果
た
し
、
製
造
業
の
職
人
や
商

人
の
間
で
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と

屋
号
が
染
め
抜
か
れ
る
よ
う
に

な
り
今
の
形
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
戦
後
、
日
本
の
経
済
成
長

と
共
に
、
広
告
的
役
割
に
も
着

目
し
た
メ
ー
カ
ー
が
大
量
に
配

布
し
た
こ
と
に
よ
り
前
掛
け
の

人
気
が
沸
騰
し
、
全
国
に
一
気

に
広
ま
っ
て
、﹁
昭
和
の
仕
事

着
﹂の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
。

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
エ

ニ
シ
ン
グ
社
の
努
力
の
甲
斐
も

あ
り
、﹁
レ
ト
ロ
の
雰
囲
気
が

か
え
っ
て
カ
ッ
コ
い
い
。﹂﹁
昭

和
世
代
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
ら
懐
か
し
が
っ
て
喜
ば
れ

た
。﹂
な
ど
と
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
ラ
ー

メ
ン
店
や
居
酒
屋
な
ど
飲
食
店

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も
ど

ん
ど
ん
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
前
掛
け
の
人
気
は
復
活

し
た
。

　
エ
ニ
シ
ン
グ
社
は
海
外
に
も

「前掛け」 前掛け専門店エニシング

以
上
前
の
ト
ヨ
タ
製
や
ス
ズ
キ

製
の
シ
ャ
ト
ル
織
機
を
使
用
し

て
織
ら
れ
た
丈
夫
な
帆
布
に
、

伝
統
的
な
加
工
を
施
し
た
本
格

的
な
製
造
法
で
作
ら
れ
た
エ
ニ

シ
ン
グ
の
前
掛
け
は
、
洗
っ
て

も
長
持
ち
し
、
使
い
こ
な
す
ほ

ど
に
味
が
出
る
魅
力
的
な
逸
品

だ
。

　
様
々
な
企
業
と
コ
ラ
ボ
す
る

形
で
若
い
人
に
前
掛
け
の
魅
力

目
を
向
け
た
。
２
０
０
７
年
の

Ｎ
Ｙ
出
張
を
皮
切
り
に
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
積
極
的

に
展
示
会
な
ど
に
出
店
。
エ
プ

ロ
ン
と
は
違
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
と
し
て
の
機
能

性
と
、
日
本
伝
統
の
工
法
で
作

ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
が
認
め
ら

れ
、
今
で
は
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
や
大
英

博
物
館
、
そ
の
他
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
も
取
り
扱
わ
れ
て

お
り
、
世
界
に
も
﹁
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｋ

Ａ
Ｋ
Ｅ
﹂
の
魅
力
が
伝
わ
り
始

め
て
い
る
。

　
そ
ん
な
エ
ニ
シ
ン
グ
社
の
前

掛
け
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活

プ
レ
ス
社
が
８
月
に
立
ち
上
げ

た
、
日
本
独
自
の
製
法
や
伝
統

の
工
法
で
作
ら
れ
た
高
品
質
商

品
に
特
化
し
て
販
売
す
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
﹁
シ
ョ
ッ
プ

Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
で
も
発
売
中
。
現

在
、
同
サ
イ
ト
で
扱
っ
て
い
る

商
品
は
二
通
り
。

　
高
級
で
丈
夫
な
１
号
生
地
で

作
ら
れ
た
﹁
無
地
カ
フ
ェ
前
掛

け
﹂
は
丈
が
短
め
に
作
ら
れ
て

お
り
、
身
長
が
低
い
女
性
が
締

め
て
も
バ
ッ
チ
リ
決
ま
る
。
本

来
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
従
業
員
の

た
め
に
開
発
さ
れ
た
タ
イ
プ
な

の
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
も
付
い
て
お

り
大
変
実
用
的
な
の
が
特
長
。

色
は
、前
掛
け
ら
し
い
紺
色
と
、

個
性
的
な
か
ら
し
色
の
２
種
類

か
ら
選
べ
る
。
ま
た
、
素
敵
な

ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

ギ
フ
ト
と
し
て
も
最
適
だ
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
数
年
前
に

Ｎ
Ｙ
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
で

出
店
し
大
人
気
だ
っ
た
﹁
ロ
ン

グ
前
掛
け
﹂。
こ
ち
ら
は
２
号

生
地
で
織
ら
れ
イ
ラ
ス
ト
も
プ

リ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
明
治
か

ら
昭
和
に
使
わ
れ
て
い
た
前
掛

け
の
イ
メ
ー
ジ
を
完
全
再
現
し

た
タ
イ
プ
で
、﹁
招
き
猫
﹂﹁
酒
﹂

や
北
斎
や
写
楽
の
浮
世
絵
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
た
全
５
種
類
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
選
べ
る
。
こ
ち
ら

も
可
愛
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
袋

に
入
っ
て
い
る
の
で
お
土
産
や

ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
お
勧
め
。

　
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
園
芸
、
ア

ー
ト
制
作
な
ど
の
時
に

も
使
え
る
オ
シ
ャ
レ
で

実
用
的
な
﹁
前
掛
け
﹂。

日
本
文
化
に
興
味
の
あ

る
ア
メ
リ
カ
人
の
前
で

締
め
れ
ば
人
気
者
に
な

る
こ
と
間
違
い
な
し

だ
。

　
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
で

は
、
既
製
品
の
前
掛
け

販
売
だ
け
で
な
く
、
飲

食
店
向
け
や
ギ
フ
ト
向

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
前
掛

け
制
作
オ
ー
ダ
ー
も
請

け
負
っ
て
い
る
。
世
界

に
一
つ
だ
け
の
前
掛
け

を
作
っ
て
み
て
は
？

問い合わせは、info@nyseikatsu.com まで。

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:info@nyseikatsu.com
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私
は
五
年
生
の
一
学
期
、

二
学
期
を
通
し
て
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
一
番
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
を
三
つ
話
し
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
、
五
月
に

行
わ
れ
た
、
全
日
制
小
学
部

大
運
動
会
で
す
。
今
年
、
私

は
白
組
で
し
た
。
五
年
生
の

種
目
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
走
、

台
風
第
五
号
、
綱
取
り
、
そ

し
て
リ
レ
ー
で
し
た
。
五
十

メ
ー
ト
ル
走
で
は
、
カ
ー
ブ

で
転
ば
な
い
か
心
配
で
し
た

が
、
転
ば
ず
に
走
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

　
次
に
、
台
風
第
五
号
を
や

り
ま
し
た
。
台
風
第
五
号
で

は
、
ぼ
う
を
持
っ
て
走
る
ス

ピ
ー
ド
や
、
誰
が
コ
ー
ン
の

内
側
を
回
る
か
、
そ
し
て
外

側
を
走
る
か
を
、
た
く
さ
ん

み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。
本

番
で
は
、
第
一
回
戦
目
は
白

組
が
勝
ち
、
第
二
回
戦
目
は

赤
組
が
勝
ち
ま
し
た
。
そ
し

て
、
最
後
の
戦
い
で
は
、
同

時
に
ゴ
ー
ル
し
て
引
き
分
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
そ
の
次
に
、
綱
取

り
を
や
り
ま
し
た
。
私
た
ち

白
組
で
は
、
こ
の
種
目
で
一

番
長
く
作
戦
会
議
を
し
ま
し

た
。
誰
が
真
ん
中
の
綱
を
引

く
か
、
そ
し
て
短
い
綱
を
引

く
か
を
た
く
さ
ん
話
し
合
い

ま
し
た
。
ど
の
戦
法
で
戦
う

か
を
考
え
、
そ
れ
を
体
育
の

時
間
に
試
す
、
と
い
う
こ
と

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
番
で
は
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
す
ご
く
悔
し
か

っ
た
で
す
が
、
み
ん
な
と
た

く
さ
ん
作
戦
会
議
が
で
き
て

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
に
全
日
制
小
学
部
合

同
リ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。
リ

レ
ー
で
は
、
赤
、
緑
、
黄
色
、

青
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
て
対
決

を
し
ま
し
た
。
赤
組
は
、
赤
、

緑
チ
ー
ム
で
、
白
組
は
、
黄
色
、

青
チ
ー
ム
で
、
私
は
そ
の
中

の
青
チ
ー
ム
で
し
た
。
転
ば

ず
に
走
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
最
後
の
結
果
発
表
で
は
、

白
組
が
勝
つ
こ
と
が
で
き
て
、

小
学
校
で
初
め
て
の
勝
利
だ

っ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。

　
二
つ
目
は
五
、
六
年
生
で
行

っ
た
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

の
二
泊
三
日
の
移
動
教
室
で

す
。
朝
早
く
か
ら
バ
ス
に
乗

っ
て
行
き
ま
し
た
。
バ
ス
の

中
で
は
、
み
ん
な
で
話
し
た

り
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
ま
し
た
。
ま
ず
最
初

に
ホ
テ
ル
に
行
っ
て
、
大
き

な
荷
物
を
預
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
歩
い
て
ホ
テ
ル
の

近
く
の
大
き
な
公
園
に
行
っ

て
、
お
昼
ご
飯
を
食
べ
ま
し

た
。
そ
の
公
園
に
は
、
噴
水

や
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
が
あ

っ
て
、
と
て
も
綺
麗
な
公
園

で
し
た
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
ホ
テ

ル
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

部
屋
を
交
代
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

交
代
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ホ

テ
ル
の
部
屋
が
、
三
回
も
か

わ
っ
た
の
も
思
い
出
で
す
。

　
夜
ご
飯
に
は
、
ホ
テ
ル
の

近
く
の
日
本
料
理
屋
さ
ん
に

行
っ
て
、
夕
食
を
と
り
ま
し

た
。
そ
の
日
の
夜
は
、
な
ぜ

か
布
団
で
寝
ず
に
お
風
呂
場

に
あ
っ
た
バ
ス
タ
オ
ル
を
使

っ
て
寝
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
由
の
鐘
へ
行
っ

た
こ
と
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
前
に
一
度
見
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
も
歴
史
に
残
る
鐘
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
学
園
祭
で
す
。

私
た
ち
五
年
生
は
、
浦
島
太

郎
の
物
語
を
演
じ
ま
し
た
。

私
は
そ
の
中
の
少
年
少
女
と

乙
姫
の
役
を
し
ま
し
た
。
初

め
は
、
今
年
も
上
手
く
で
き

る
か
な
と
不
安
な
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
練

習
し
て
自
信
を
持
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
図
工
の
時

間
に
は
背
景
画
を
描
き
、
下

書
き
を
し
た
り
、
絵
の
具
で

塗
っ
た
り
し
ま
し
た
。
学
活

の
時
間
で
は
、
小
道
具
作
り

で
ご
飯
や
釣
り
竿
、
玉
手
箱

を
作
り
ま
し
た
。
学
園
祭
当

日
は
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
が
、
み
ん
な
が
い
て
楽
し

く
笑
顔
で
学
園
祭
が
で
き
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
練
習
し
た
成
果
が
で

ま
し
た
。

　
私
の
一
番
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
三
つ

で
し
た
。
他
に
も
ま
だ
五
年

生
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
書
き
き
れ
な
い

の
で
こ
の
三
つ
に
絞
り
ま
し

た
。
来
年
も
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　  

　︵
滞
米
３
年
３
か
月
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

　

　
私
は
９
月
か
ら
ミ
ド
ル
ス

ク
ー
ル
に
入
り
ま
し
た
。
ま

だ
一
か
月
も
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
私
は
今
の
と
こ
ろ
小

学
校
の
方
が
好
き
で
す
。
で

も
、
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
も
い

い
こ
と
は
あ
る
の
で
、
い
い

所
と
悪
い
所
を
比
べ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
の
い
や

な
と
こ
ろ
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
朝
が
早
い
こ
と
で

す
。
小
学
校
へ
行
く
バ
ス
は

九
時
こ
ろ
家
の
前
に
来
た
の

に
、
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
へ
行

く
バ
ス
は
七
時
三
十
分
ご
ろ

来
ま
す
。
私
は
寝
る
の
が
い

つ
も
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
朝
早
く
起
き
る
の
が
と

て
も
つ
ら
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
ふ
ん
囲
気
が
冷

た
い
感
じ
が
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
小
学
校
は
壁
も
カ
ラ
フ

ル
で
教
室
に
は
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
エ
リ
ア
が
あ
り
、
壁
に
も

い
っ
ぱ
い
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
っ
て
、
明
る
く
て
温
か

い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
で
も
、

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
は
白
い
壁

と
青
い
ロ
ッ
カ
ー
が
並
ん
で

い
る
だ
け
で
、
冷
た
く
感
じ

ま
す
。

　
三
つ
目
は
授
業
が
変
わ
る

ご
と
に
教
室
も
移
動
し
な
い

と
い
け
な
く
て
忙
し
い
で
す
。

た
っ
た
四
分
し
か
な
い
休
け

い
時
間
で
ロ
ッ
カ
ー
に
行
っ

て
、
教
科
書
な
ど
を
交
か
ん

し
て
、
次
の
教
室
に
遅
れ
な

い
よ
う
に
行
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
友
達
と
話
す
時
間

も
な
く
み
ん
な
忙
し
そ
う
に

走
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
で

は
同
じ
教
室
で
同
じ
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
、
先
生
と
過
ご
し
た

の
で
、
ゆ
っ
く
り
話
す
時
間

が
あ
り
、
友
達
や
先
生
の
家

族
の
こ
と
と
か
好
き
な
こ
と

と
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
は
授
業
以
外
で
は
、

先
生
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
こ

と
は
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
さ
み
し
く
感
じ
ま
す
。

　
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
に
は
い

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
い

こ
と
は
何
か
考
え
た
ら
四
つ

も
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は

色
々
な
ク
ラ
ブ
が
あ
る
こ
と

で
す
。
私
は
マ
ル
チ
カ
ル
チ

ャ
ー
ク
ラ
ブ
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ブ
、
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
、
ウ

ク
レ
レ
ク
ラ
ブ
、
ソ
ー
イ
ン

グ
ク
ラ
ブ
な
ど
、
色
ん
な
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
で
新
し
い
友
達
に
も
会

い
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
は
と
っ

て
も
楽
し
い
か
ら
私
は
大
好

き
で
す
。

　
二
つ
目
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

で
す
。
小
学
校
の
時
は
コ
ロ

ナ
が
流
行
っ
て
い
た
の
で
教

室
で
食
べ
な
い
と
い
け
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
ミ
ド
ル
ス
ク

ー
ル
に
入
っ
て
か
ら
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
で
小
学
校
の
時
の
友
達

と
約
束
し
て
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
座
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
食
べ
る
の
が
と
て
も
楽

し
い
で
す
。

　
三
つ
目
は
ミ
ド
ル
ス
ク
ー

ル
に
は
小
学
校
に
な
か
っ
た

授
業
が
あ
る
こ
と
で
す
。
私

が
一
番
好
き
な
の
は
F
C
S

︵
家
庭
科
︶
で
す
。
小
学
校
で

は
で
き
な
か
っ
た
料
理
や
、

裁
ほ
う
が
で
き
て
と
て
も
楽

し
い
で
す
。

　
四
つ
目
に
い
い
こ
と
は
ロ

ッ
カ
ー
が
あ
る
こ
と
で
す
。

ロ
ッ
カ
ー
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
た
り
し
て
、
自
分
の

物
が
入
れ
ら
れ
る
、
小
さ
な

部
屋
み
た
い
で
好
き
で
す
。

　
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
け
ど
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
慣
れ
て

き
て
、
好
き
な
と
こ
ろ
が
増

え
て
く
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
そ
し
た
ら
、
ミ
ド
ル

ス
ク
ー
ル
が
そ
ん
な
に
大
変

で
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
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滞
米
６
年
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

 ﹁
五
年
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の
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い
出
﹂
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 ﹁
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私
は
四
年
生
を
す
ご
し
て
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
り

ま
し
た
。
　
そ
れ
は
友
達
を
作

っ
た
こ
と
で
す
。
三
年
生
で
は

と
ち
ゅ
う
か
ら
入
っ
て
き
た
の

で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
し
た
。
し
か
し
、
四
年
生
で

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ

て
楽
し
く
す
ご
せ
ま
し
た
。
四

年
生
で
は
Z
O
O
M
で
は
な
く

対
面
じ
ゅ
業
な
の
で
、
み
ん
な

と
い
っ
し
ょ
に
遊
べ
た
り
、
お

話
が
出
来
た
の
で
仲
良
く
な
れ

ま
し
た
。
転
入
生
も
来
て
、
毎

週
土
曜
日
が
も
っ
と
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
お
に
ご
っ
こ
で
す
。

晴
れ
て
い
る
日
は
い
つ
も
外
に

行
き
、
お
に
ご
っ
こ
を
し
ま
し

た
。
お
に
ご
っ
こ
は
い
つ
も
楽

し
く
て
、
さ
わ
が
し
か
っ
た
で

す
。
た
ま
に
け
が
を
し
て
し
ま

う
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
み
ん
な
が
心
配
を
し
て
く

れ
た
り
、
は
げ
ま
し
て
く
れ
た

の
で
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

　
　
　   

︵
滞
米
１
年
７
か
月
︶

　
こ
の
夏
ぼ
く
は
、
野
球
を

一
生
け
ん
め
い
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
ぼ
く
は
グ
レ
ン
ロ
ッ

ク
の
町
の
ト
ラ
ベ
ル
チ
ー
ム

に
入
っ
て
い
て
、
週
に
一
回

近
く
の
町
の
野
球
チ
ー
ム
と

対
せ
ん
し
ま
し
た
。

　
練
習
は
、
週
二
回
く
ら
い

あ
っ
て
た
く
さ
ん
な
げ
た
り
、

打
っ
た
り
し
ま
し
た
。
練
習

の
な
い
日
も
お
父
さ
ん
と
外

や
ベ
ー
ス
メ
ン
ト
で
打
つ
練

習
を
し
た
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
練
習
で
は
よ
く
打
て
る
の

に
、
し
合
で
は
な
か
な
か
バ

ッ
ト
に
当
た
ら
な
く
て
く
や

し
い
な
あ
と
何
ど
も
思
い
ま

し
た
。

　
そ
れ
に
ぼ
く
は
よ
く
相
手

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
デ
ッ
ド

ボ
ー
ル
を
も
ら
っ
て
い
た
い

思
い
も
し
ま
し
た
。
で
も
チ

ー
ム
の
た
め
に
い
ち
る
い
に

出
た
と
思
え
ば
、
い
た
み
も

ふ
っ
と
び
ま
し
た
。

　
夏
の
リ
ー
グ
一
回
目
は
ゆ

う
し
ょ
う
し
た
け
れ
ど
、
二

回
目
の
リ
ー
グ
は
決
し
ょ
う

せ
ん
で
ま
け
て
本
当
に
く
や

し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
日
は
雨
が
ふ
っ
て
い

て
、
と
中
で
ぎ
ゃ
く
点
さ
れ

て
さ
い
後
の
回
で
ツ
ー
ア
ウ

ト
ま
ん
る
い
で
ぎ
ゃ
く
て
ん

の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
け
れ

ど
ま
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

み
ん
な
泣
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
ぼ
く
は
も
っ
と
練
習

を
し
て
、
も
っ
と
う
ま
く
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
秋
に
は
ま
た
チ
ー
ム
が
変

わ
っ
て
新
し
い
リ
ー
グ
が
始

ま
り
ま
す
。
一
生
け
ん
め
い

練
習
し
て
今
ど
は
、
絶
対
か

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
野
球
が
大
好
き
な

の
で
、
い
つ
か
大
谷
せ
ん
手

の
よ
う
な
せ
ん
手
に
な
り
た

い
で
す
。

　
　
　  

︵
滞
米
９
年
１
か
月
︶
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ぼ
く
の
あ
つ
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夏
﹂
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そ
う
大
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れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.
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 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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 EVENT　 
■ US オープンテニス＝ 9/10 まで　USTA Billie Jean 
King National Tennis Center（Flushing Meadow - 
Corona Park）テニスの世界４大大会のひとつ。今年
も世界中から集まった選手たちの熱い戦いが繰り広
げられる。
詳細は https://www.usopen.org/
■ NYC ブロードウエー・ウィーク＝ 9/4 〜 9/17  
1 枚の値段で 2 枚のチケットが手に入るお得なプロ
モーション。「アラジン」「ウィキッド」「ライオン
キング「シカゴ」「ＭＪ」「ハリーポッター」のほ
か、開幕したばかりの「バック・トゥ・ザ・フュー
チャー」など 24 作品が参加。チケット購入時にコー
ド「BWAYWK23」を入れると 2 枚つづりのチケット
が手に入る。

詳細は https://www.nyctourism.com/broadway-week

CLASS/SEMINAR
■「能の謡と舞のワークショップ：意識をひらく、
身体をひらく」＝ 9/10　14:00  NY Zendo Shoboji

（223 E 67th St. 講師は日米で日本伝統文化を普及す
るニューヨーク拠点の非営利団体能ソサエティー・
バイスプレジデントの三輪万葉さん。参加費：$30。
詳細は https://zenstudies.org

MUSIC
■響（ひびき）公演「イースト・ミーツ・ウエスト」
＝ 9/9  19:00  Jazz at Lincoln Center's Frederick P. 
Rose Hall（336 W 58th St.）バイオリニスト／作曲
家の川井郁子が率いる和楽器と西洋楽器の混合オー
ケストラ「響」の海外公演。北斎の浮世絵や桜、能
など最新の映像技術（ホログラム）を駆使した演出で、
音楽とダイナミックな映像が壮大なロマンを演出す
るコンサート。入場料：$40 〜 150　
詳細は https://2023.jazz.org/
■「アートソング・コンサート」＝ 9/10　14:00　
The ClearLight Performing Space at Blue Building

（222 E 46th St.）ソプラノの中川直子と市川純子（ピ
アノ）が出演。「秋と月」の歌を集めた芸大美術科と

のコラボレーションコンサート。休憩時間には『墨
ながし』体験を予定。入場料：大人 $30、ファミリー

（大人 2 人と子供）$50、学生 $20、12 歳以下無料。
問い合わせはＥメール thebricksnyc@gmail.com
■みとゆか アルバム・リリース・ライブ＝ 9/20 
19:00　Don't Tell Mama（343 W 46th St.）NY を拠点
に活動するジャズシンガーのみとゆかが、アルバム

「Love In The City」からのジャズスタンダード、オリ
ジナル曲を演奏する。共演は、アレン・ファーナム（ピ
アノ）、ヴィンセント・ハーリング（サックス）、ディー
ン・ジョンソン（ベース）、ティム・ホーナー（ドラ
ム）。カバーチャージ $20 ＋２ドリンクミニマム $20

（現金のみ）。
詳細は www.donttellmamanyc.com

THEATRE/DANCE
■シェイクスピア・イン・ザ・パーク「テンペスト」
＝ 9/3 まで　20:00　The Delacorte Theater（Central 
Park from W 81th St）セントラルパークの野外劇場
でシェイクスピア劇が無料で楽しめる夏の人気イベ
ント。「テンペスト」はシェイクスピアのロマンスス
トーリー。
詳細は https://publictheater.org/

, ART
　

■ 第 9 回 年 次 展「 ピ ー ス 2023」 ＝ 8/29 ま で　
INTERNATIONAL CENTER OF CCCS（80 Maiden 
Lane, 14th Fl）8 月恒例のピース展。原爆投下の記憶
を次世代に引き継ごうと、身近なアートを通して平
和を考える草の根プロジェクトとして 2010 年にス
タート。参加アーティストは、ニューヨークから板
東綾子、平之内美穂、廣瀬公美、百田和子、鞍井綾音、
神舘美会子、佐治宣子ほか。入場無料。土日休廊。
詳細は https://artspheres.org/
■ニューヨーク日本人美術家協会（JAANY）第 51 回
年次展覧会＝ 9/14 まで  天理文化協会（43 Ａ W 13th 
St.）出品作家は、阿井次郎、青柳愛子、藤原未佳子、
古川文香レオナート、佳奈ヘンデル、林幸江、平之
内美穂、石田純一郎、柏木文子、越光桂子、松田常葉、
三浦良一、長倉一美、小野田昌子、ロス郁子、竹下宏、
山本かりん、YUKAKO、遊真あつこの現会員と 2020
年に亡くなった名誉会長の 飯塚国雄の 20 人。入場
無料。
■展覧会「漸 -zén-」＝ 9/8 〜 9/16 　the Blue Gallery

（222 E 46th St,）芸術集団 THE BRICKS NYC と東
京藝大の共同主催。工芸科・日本画科・デザイン科
の教員と修士・博士課程の学生が総勢 31 人が、NY
拠点の同窓生アーティストとともに参加。入場無料。
オープニングレセプションは 9/8 午後 6 時から、午
後 7 時からデュオ夢乃によるミニコンサートもある。
詳細は https://www.thebricks.nyc/
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Yojiro Imasaka
Wet Land #60
2022
Toned gelatin silver print
17 3/4 x 22 inches (45 x 55.9 cm)
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局
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本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
! !
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　
有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は
　
Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当
　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

https://america-keitai.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
部
屋
探
し
を
す
る
際
、
重
要
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の

一
つ
は
安
全
面
や
治
安
で
あ
ろ
う
。
だ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
不
動
産
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
達
は
﹁
安
全
﹂
と
い
う
言
葉
の
使
用
を
控
え
る
よ
う
言
い

渡
さ
れ
て
い
る
。
何
の
基
準
を
も
っ
て
﹁
安
全
﹂
と
い
う
の
か
、
人
に

よ
っ
て
定
義
が
違
う
上
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
ど
こ
に
い
て
も
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。約
束
で
き
な
い
こ
と
を
口
に
し
て
、後
々

の
ト
ラ
ブ
ル
を
生
ま
な
い
た
め
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
安
全
を
ど

う
考
え
れ
ば
い
い
の
か
？

　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
並
ぶ
パ
ー
ク
街
を
30
丁
目
で
東
に
曲
が
る
と
、
瀟

洒
な
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ト
ー
ン
と
美
し
い
木
々
が
立
ち
並
び
、
通
り
に
は
品

の
良
い
静
け
さ
が
あ
る
。
徒
歩
圏
内
に
各
国
の
領
事
館
が
並
び
、
グ
ラ

ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
や
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
と
い
っ
た
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
が
あ
る
た
め
、
エ
リ
ア
は
常
時
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル

が
高
い
状
態
に
保
た
れ
て
い
る
。
ま
た
代
々
住
む
家
族
も
多
い
た
め
、

住
民
の
目
が
あ
る
。
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
や
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
に

続
き
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
で
も
犯
罪
率
の
低
い
エ
リ
ア
な
の
だ
。

　
写
真
の
部
屋
は
、
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
・
ア
パ
ー
ト
で
、
大
理
石
の
フ

ァ
イ
ア
ー
プ
レ
イ
ス
を
は
じ
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
ふ
ん

だ
ん
に
残
し
た
希
少
な
ユ
ニ
ッ
ト
。
窓
か
ら
は
通
り
の
木
々
が
四
季
を

通
じ
て
色
を
変
え
る
様
が
楽
し
め
る
。
周
辺
に
は
沢
山
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
、
ト
レ
ー
ダ
ー
ジ
ョ
ー
ズ
が
並
び
、
生
活
に
便
利
な
環
境
が

整
っ
て
い
る
。
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
も
近
く
、
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ド
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
便
利
で
あ
る
。
30
丁
目
、
パ
ー
ク
街
と
３
番
街
の
間
に
あ
る

1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
。
家
賃
は
３
０
０
０
ド
ル
。

　
問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
７
・
４
５
６
・
７
０
９
８
、

Ｅ
メ
ー
ル
はhiroshi@

livingN
Y

.com
 

キ
シ
ロ
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
リ
ビ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
閑
静
な
住
宅
街

　
持
続
可
能
な
都
市
計
画
を
専

門
と
す
る
国
際
的
な
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
ア
ラ
ッ
プ
は
こ

の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
含

む
世
界
６
都
市
を
対
象
に
行
っ

た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
︵
Ｕ
Ｈ

Ｉ
、
都
市
高
温
化
︶
現
象
の
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。 

　
同
社
は
人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶

と
衛
星
画
像
を
利
用
し
、
Ｎ
Ｙ
、

カ
イ
ロ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
マ

ド
リ
ッ
ド
、
ム
ン
バ
イ
の
気
温

を
地
図
上
で
区
分
し
た
。
同
調

査
で
は
全
６
都
市
が
、
都
市
高

温
化
現
象
の
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
市

長
室
ク
ラ
イ
メ
イ
ト
・
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
︵
気
候
変
動
被
害
に
対

す
る
回
復
力
︶
部
署
は
Ｕ
Ｈ
Ｉ

に
つ
い
て
﹁
都
市
部
や
建
物
密

集
地
域
と
、
近
郊
地
域
の
気
温

差
を
示
す
﹂と
定
義
し
て
い
る
。

そ
の
気
温
差
は
、
自
然
の
土
地

被
覆
不
足
や
大
量
な
人
工
的
な

セ
メ
ン
ト
や
舗
装
が
、
太
陽
放

射
を
吸
収
し
熱
を
閉
じ
込
め
て

し
ま
う
こ
と
で
生
じ
る
。 

　
同
調
査
は
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ロ
ン
ク
ス
の

一
部
を
対
象
に
行
わ
れ
、
最
も

暑
い
地
区
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ハ

イ
ツ
で
﹁
開
発
が
密
集
的
に
進

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
な
ど
の
硬
い
表
面
が
９

割
を
占
め
て
お
り
、
建
物
密
集

地
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、

空
に
上
が
る
べ
き
熱
の
上
昇
を

妨
げ
て
い
る
﹂
と
解
説
し
て
い

る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
や
ハ
ー
レ
ム
中
心
部
な

ど
は
川
沿
い
地
域
に
比
べ
て
Ｕ

Ｈ
Ｉ
レ
ベ
ル
が
高
い
。
一
方
最

も
涼
し
い
地
域
は
、
植
生
地
域

が
77
％
を
占
め
水
辺
に
近
接
し

て
い
る
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
フ
ェ
リ

ー
ポ
イ
ン
ト
・
パ
ー
ク
で
、
気

温
は
Ｎ
Ｙ
市
内
で
最
も
気
温
が

高
い
場
所
と
比
べ
て
摂
氏
４
・

５
度
低
か
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
市
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト 

最
も
暑
い
地
区
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ハ
イ
ツ

出産祝いに
銀のスプーン
　銀のスプーンをくわえて生まれてくる
という言葉がある。裕福な家庭に育った人、
子供というような意味だが、現実にそうで
はなくても、その子にそうなって欲しいと
いう思いを託した贈り物として人気がある
らしい。ティファニーのオープンハート・
シルバーの赤ちゃん用食事スプーン。３文
字までの文字は 55 ドルで印字可能。全長 6.5
インチ。NY 五番街 57 丁目ティファニー本
店５階ギフトフロアで。価格：$130

Open Heart Feeding Spoon
Tiffany & Co.

727 5th Avenue
New York, NY 10022

https://www.redac-mr.com/campaign2023
mailto:hiroshi@livingNY.com
mailto:hiroshi@livingNY.com
mailto:hiroshi@livingNY.com
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ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
で
日
本

の
テ
レ
ビ
番
組
を
24
時
間
放
送

し
て
い
る
唯
一
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

﹁
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
﹂
は
、
日

本
と
同
時
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ

ー
ス
を
は
じ
め
、
最
新
ド
ラ
マ

や
話
題
の
映
画
、
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
、
音
楽

番
組
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
・
教

養
、
ア
ニ
メ
や
子
ど
も
番
組
ま

で
、
多
彩
な
番
組
を
放
送
し
て

い
る
。

　
９
月
の
映
画
は
、
日
本
が
抱

え
る
お
金
の
問
題
に
普
通
の
主

婦
が
立
ち
向
か
う
、
天
海
祐
希

主
演
の
﹁
老
後
の
資
金
が
あ
り

ま
せ
ん
﹂
と
、
竹
内
涼
真
と
横

浜
流
星
の
Ｗ
主
演
で
２
人
の
男

に
よ
る
逆
転
劇
を
描
く
﹁
ア
キ

ラ
と
あ
き
ら
﹂。
ド
ラ
マ
は
、

東
山
紀
之
主
演
の
人
気
時
代
劇

シ
リ
ー
ズ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
﹁
必

殺
仕
事
人
２
０
２
３
﹂、
唐
沢

寿
明
演
じ
る
フ
ィ
ク
サ
ー
を
主

人
公
に
描
く
サ
ス
ペ
ン
ス
﹁
フ

ィ
ク
サ
ー
シ
ー
ズ
ン
２
﹂、
沢

口
靖
子
主
演
の
特
選
時
代
劇

﹁
お
登
勢
﹂
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

山
田
洋
次
監
督
の
名
作
映
画
が

43
年
ぶ
り
に
ド
ラ
マ
と
な
っ
て

復
活
し
た
﹁
遥
か
な
る
山
の
呼

び
声
﹂
や
、
自
然
の
中
で
人
生

の
輝
き
を
取
り
戻
し
て
い
く

人
々
を
描
く﹁
満
天
の
ゴ
ー
ル
﹂

も
放
送
。﹁
大
相
撲 

秋
場
所
﹂

︵
ラ
イ
ブ
放
送
︶
と
、﹁
大
相
撲 

幕
内
の
全
取
組 

秋
場
所
﹂
も

放
送
さ
れ
る
。

24 時間日本語放送

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

９
月
の
映
画
紹
介

天
海
祐
希
主
演
﹁
老
後
の
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん
﹂

　
１
９
８
０
年
代
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
グ
レ
ー
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ

通
り
の
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
で
多

く
の
作
品
を
制
作
し
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
・

バ
ス
キ
ア
。
そ
の
す
ぐ
近
く
に

３
種
類
。
ア
パ
レ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
、
ダ
イ
ノ
の
シ
ャ
ツ
、

ス
カ
ル
の
パ
ー
カ
ー
、
バ
ス
キ

ア
の
有
名
な
王
冠
の
モ
チ
ー
フ

が
付
い
た
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
キ
ャ

ッ
プ
な
ど
。
オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー

ダ
ー
も
可
能
。

　
ま
た
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

﹁
バ
ス
キ
ア
バ
ー
﹂
の
オ
ー
プ

ン
や
、
10
月
１
日
︵
日
︶
ま
で

の
毎
週
木
〜
土
曜
は
﹁
デ
ィ
ス

テ
ィ
リ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
×

バ
ス
キ
ア
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ツ
ア
ー
﹂
も

開
催
。
バ
ス
キ
ア
と
グ
レ
ー
ト

ジ
ョ
ー
ン
ズ
通
り
と
の
つ
な
が

り
を
学
び
な
が
ら
、
蒸
留
所
限

定
バ
ー
ボ
ン
の
試
飲
や
、
80
年

代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
イ
ン
ス

パ
イ
ア
さ
れ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
カ
ク
テ
ル
や
フ
ー
ド
が
楽

し
め
る
。約
１
時
間
の
ツ
ア
ー
、

参
加
費
は
ひ
と
り
55
ド
ル
。
同

蒸
留
所
は
毎
日
午
前
11
時
か
ら

午
後
11
時
ま
で
オ
ー
プ
ン
。

あ
る
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
﹁
グ

レ
ー
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
デ
ィ
ス

テ
ィ
リ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
﹂

は
、
バ
ス
キ
ア
を
フ
ィ
ー
チ
ャ

ー
し
た
ウ
イ
ス
キ
ー
﹁
バ
ス
キ

ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂
や
限
定
グ

ッ
ズ
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
バ
ス
キ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

﹁
ダ
イ
ノ
︵D

ino

︶﹂﹁
ス
カ
ル

︵Skull

︶﹂
の
ス
ト
レ
ー
ト
バ

ー
ボ
ン
と
、
同
店
限
定
品
﹁
ピ

ノ
ー
・
デ
・
シ
ャ
ラ
ン
ト
﹂
の

Great Jones 
Distilling Co.

686 Broadway
New York, NY 10012

Tel: 332-910-9880

バスキアコレクション
ウイスキー NY で発売

 

　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶

は
９
月
９
日︵
土
︶、10
日︵
日
︶、

地
下
鉄
Ｂ
／
Ｑ
系
統
の
キ
ン
グ

ス
・
ハ
イ
ウ
エ
ー
駅-

ブ
ラ
イ

ト
ン
・
ビ
ー
チ
駅
で
ビ
ン
テ
ー

ジ
列
車
を
運
行
す
る
。 

　
同
イ
ベ
ン
ト
﹁
パ
レ
ー
ド
・

オ
ブ
・
ト
レ
イ
ン
ズ
﹂
で
は
、

１
９
３
０
年
代
の
Ｒ-

１
、

Ｒ-

９
形
、
Ｂ
Ｍ
Ｔ
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
、
Ｂ
Ｕ
ゲ
ー
ト
・
カ
ー
ズ

な
ど
Ｎ
Ｙ
交
通
博
物
館
が
収
蔵

す
る
車
両
が
走
行
す
る
。
乗
車

料
金
は
通
常
の
地
下
鉄
運
賃
と

同
じ
２
ド
ル
75
セ
ン
ト
で
乗
車

時
間
は
約
10
分
程
度
、
運
行
時

間
は
上
下
線
と
も
午
前
11
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
。
乗
車
し
た

車
両
の
窓
の
外
に
、
他
の
ビ
ン

テ
ー
ジ
車
両
が
通
過
す
る
様
子

を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
ほ

と
ん
ど
の
ビ
ン
テ
ー
ジ
車
両
は

車
椅
子
で
の
乗
車
が
難
し
く
、

ブ
ラ
イ
ト
ン
・
ビ
ー
チ
駅
に
は

エ
レ
ベ
ー
タ
が
な
い
が
、
キ
ン

グ
ス
・
ハ
イ
ウ
エ
ー
駅
は
障
害

者
が
利
用
し
や
す
い
Ａ
Ｄ
Ａ
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
設
計
で
エ
レ

ベ
ー
タ
も
あ
る
。

ビンテージ列車
運行パレード
９月９日と 10 日

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://www.nykoshin.com
http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://kiku-ny.com
tel:9176780297


　
新
世
界
が
新
し
い
。
大
阪
市

南
部
の
天
王
寺
、
新
今
宮
界
隈

の
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線
、
Ｊ
Ｒ

関
西
本
線
、
南
海
本
線
、
南
海

高
野
線
、
地
下
鉄
大
阪
メ
ト
ロ

御
堂
筋
線
、
阪
堺
電
車
が
乗
り

入
れ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
周
辺
に

隣
接
す
る
新
世
界
に
、
新
し
い

風
が
吹
き
つ
つ
あ
る
。

　
新
風
の
中
心
は
、
か
つ
て

化
粧
品
会
社
工
場
だ
っ
た
跡

地
に
広
々
と
し
た
緑
の
広
場

と
、
ま
る
で
港
に
停
ま
る
優
雅

な
豪
華
客
船
の
よ
う
な
真
っ
白

な
建
物
。
そ
れ
は
２
０
２
２

年
４
月
に
開
業
し
た
敷
地
約

１
万
４
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
﹁
Ｏ
Ｍ
Ｏ
７
大
阪 by 

星
野
リ
ゾ
ー
ト
﹂
だ
。

　
昔
か
ら
こ
の
辺
り
を
知
る
人

は
、
風
景
だ
け
で
な
く
、
人
の

流
れ
や
空
気
ま
で
変
わ
っ
た
と

い
う
。
海
外
か
ら
の
旅
行
者
に

人
気
が
あ
っ
た
、
周
辺
の
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
ホ
テ
ル
に
も
人
が

戻
っ
て
き
た
。
２
０
２
５
年
日

本
国
際
博
覧
会
、
大
阪
万
博
開

催
を
前
に
、
新
世
界
も
賑
わ
い

を
戻
し
て
き
そ
う
だ
。

　
さ
て
、
新
世
界
の
歴
史
を
ざ

っ
と
お
さ
ら
い
す
る
と
、
新
世

界
の
誕
生
は
明
治
時
代
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
。
１
９
０
３
︵
明

治
36
︶
年
に
開
催
さ
れ
た
国
内

勧
業
博
覧
会
の
跡
地
に
、
パ
リ

の
凱
旋
門
と
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ニ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
の
遊
園
地
を
模
倣

し
て
整
備
さ
れ
た
、
テ
ー
マ
パ

ー
ク
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
大
正
、

昭
和
、
戦
争
の
時
代
の
荒
波
に

飲
ま
れ
、
大
阪
大
空
襲
の
焼
け

野
原
か
ら
や
っ
と
復
興
で
き
た

と
思
っ
た
ら
、
バ
ブ
ル
崩
壊
の

苦
い
水
を
飲
ま
さ
れ
て
、
古
い

モ
ン
と
新
し
モ
ノ
好
き
の
、
根

っ
か
ら
の
お
調
子
者
の
大
阪
、

新
旧
ま
ぜ
こ
ぜ
ご
っ
た
煮
の
大

阪
テ
ー
マ
タ
ウ
ン
新
世
界
に
な

っ
た
。

　﹁
食
い
倒
れ
の
町
﹂
大
阪
。

庶
民
の
味
を
楽
し
む
な
ら
、
新

世
界
の
南
東
に
細
く
連
な
る
ジ

ャ
ン
ジ
ャ
ン
横
丁
へ
。
こ
こ
は

林
芙
美
子
の
小
説
﹁
め
し
﹂
や
、

開
高
健
の
小
説
﹁
日
本
三
文
オ

ペ
ラ
﹂
の
冒
頭
に
も
登
場
す

る
、
安
く
て
美
味
い
も
の
を
食

べ
さ
せ
て
く
れ
る
庶
民
的
な
商

店
街
。
今
も
変
わ
ら
ず
昭
和
の

匂
い
た
っ
ぷ
り
に
健
在
だ
。
し

っ
か
り
腹
ご
し
ら
え
と
い
こ

う
。

　
ま
ず
は
、
新
世
界
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
と
も
い
え
る
シ
チ
ュ

ー
。
煮
込
ん
だ
牛
肉
と
じ
ゃ
が

い
も
と
玉
ね
ぎ
の
あ
っ
さ
り
塩

味
ス
ー
プ
。
具
を
あ
て
に
ビ
ー

ル
を
飲
む
の
が
常
連
さ
ん
な
の

だ
そ
う
だ
。
う
ど
ん
玉
を
入
れ

て
も
い
い
け
ど
、
次
も
あ
る
の

で
、
こ
こ
は
我
慢
。

　
淡
白
な
味
の
次
は
串
カ
ツ
。

競
い
合
う
よ
う
に
狭
い
通
り
に

人
気
店
が
ズ
ラ
リ
。
飛
び
出
さ

ん
ば
か
り
に
掲
げ
た
派
手
な
看

板
と
、
串
カ
ツ
の
匂
い
で
目
が

回
り
そ
う
だ
け
れ
ど
、﹁
２
度

づ
け
ダ
メ
﹂の
掟
は
忘
れ
ず
に
。

　
下
手
に
薀
蓄
た
れ
る
長
っ
尻

の
客
は
嫌
わ
れ
る
。
さ
っ
さ
と

引
き
上
げ
、
粋
に
す
し
で
も
つ

ま
み
に
行
こ
う
。
カ
ウ
ン
タ
ー

席
に
座
っ
て
、
威
勢
の
い
い
職

人
が
目
の
前
で
握
る
す
し
に
、

み
ん
な
が
口
を
そ
ろ
え
て
叫

ぶ
。
美
味
し
い
！
回
っ
て
い
な

い
の
に
こ
ん
な
に
安
い
！
文
句

な
し
！

　
す
っ
か
り
お
腹
も
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
ら
、﹁
茶
ァ
し
ば
か

へ
ん
け
﹂
と
い
う
の
が
大
阪
の

マ
ナ
ー
。
で
も
ジ
ャ
ン
横
で
は

ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
が
定
番
メ

ニ
ュ
ー
。
発
祥
の
店
と
い
う
老

舗
の
喫
茶
店
﹁
千
成
屋
﹂
を
目

指
し
て
横
丁
を
ス
ト
ラ
ッ
ト
し

よ
う
。

　
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
横
丁
の
﹁
ジ

ャ
ン
ジ
ャ
ン
﹂
は
、
三
味
線
の

か
き
鳴
ら
す
音
か
ら
名
づ
け
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
世
界
は

大
衆
娯
楽
芸
能
が
盛
ん
だ
っ

た
。
戦
前
は
芝
居
や
落
語
、
漫

才
の
劇
場
が
軒
を
並
べ
賑
わ
っ

て
い
た
。
芸
人
た
ち
が
寄
せ
合

う
よ
う
に
住
ん
で
い
た
天
王
寺

村
の
暮
ら
し
は
、
難
波
利
三
の

小
説
﹁
て
ん
の
じ
村
﹂
に
描
か

れ
る
。

　
時
代
を
経
て
多
く
の
劇
場
が

閉
館
し
て
し
ま
っ
た
が
、
落
語

の
小
屋
﹁
動
楽
亭
﹂
や
、
大
衆

演
劇
の
芝
居
小
屋﹁
朝
日
劇
場
﹂

﹁
浪
速
ク
ラ
ブ
﹂
な
ど
が
、
熱

心
な
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
支
え
ら

れ
て
い
る
。
近
頃
は
女
流
落
語

家
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
く
、
上

方
落
語
の
柔
ら
か
い
の
を
味
わ

い
、
芝
居
小
屋
で
は
歌
に
踊
り

に
チ
ャ
ン
バ
ラ
も
た
っ
ぷ
り
、

人
情
芝
居
の
沼
に
の
め
り
こ
め

る
。
是
非
！
新
世
界
に
し
か
な

い
、
め
く
る
め
く
ラ
イ
ブ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
ご
鑑
賞
あ
れ
。

　
さ
て
さ
て
1
日
を
た
っ
ぷ
り

遊
ん
だ
ら
、﹁
ス
パ
ワ
ー
ル
ド

世
界
の
大
温
泉
﹂
で
ゆ
っ
く
り

汗
を
流
そ
う
。
世
界
の
有
名
温

泉
地
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
大

が
か
り
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

大
き
な
湯
舟
に
つ
か
れ
ば
、
セ

カ
セ
カ
す
る
の
も
バ
カ
バ
カ
し

く
な
る
。
あ
ま
り
に
も
居
心
地

よ
く
て
終
電
を
逃
し
て
も
、
24

時
間
営
業
お
泊
り
も
で
き
る
の

で
大
丈
夫
。
休
憩
室
で
将
棋
を

指
し
な
が
ら
食
べ
る
、
夜
鳴
き

き
つ
ね
う
ど
ん
も
美
味
し
い
。

　
す
っ
か
り
新
世
界
を
堪
能
し

て
、
空
を
眺
め
て
み
れ
ば
、
新

世
界
の
真
ん
中
で
す
っ
く
と
立

つ
通
天
閣
の
姿
が
。
ス
ル
ッ
と

上
っ
て
、
豊
臣
秀
吉
の
金
の
茶

室
と
双
璧
を
な
す
、
黄
金
の
展

望
台
︵
地
上
87
・
５
メ
ー
ト

ル
︶
か
ら
眺
め
る
大
阪
の
町

は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
し
な
が

ら
、
生
き
生
き
と
活
動
し
て
、

め
っ
ち
ゃ
元
気
。
さ
ら
に
そ
の

上
、
地
上
92
・
５
メ
ー
ト
ル
の

足
元
シ
ー
ス
ル
ー
通
天
閣
の
跳

ね
出
し
展
望
台
﹁T

IP T
H

E
 

T
SU

T
E

N
K

A
K

U

﹂
に
立
て

ば
、
大
阪
上
空
浮
遊
感
覚
が
体

験
で
き
る
。
お
帰
り
は
、
地
上

約
25
メ
ー
ト
ル
、
全
長
60
メ
ー

ト
ル
の
滑
り
台
の
体
験
型
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
﹁
タ
ワ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
﹂
で
、
通
天
閣
３
階
か
ら

地
下
へ
10
秒
で
パ
ッ
と
。

　
毎
日
が
新
し
く
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
で
溢
れ
る
、
美
味
し
く

て
お
も
ろ
い
大
阪
。
幸
福
の
神

様
ビ
リ
ケ
ン
さ
ん
も
、
に
っ
こ

り
笑
っ
て
見
守
っ
て
い
る
よ
。

　
　
　
　（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）
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新
旧
ま
ぜ
こ
ぜ
ご
っ
た
煮
の
大
阪
テ
ー
マ
タ
ウ
ン

新
世
界

　
今
年
、
全
21
回
開
催
さ
れ
て

い
る
日
本
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ

ア
﹁
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
﹂
の

14
・
15
回
目
と
な
る
８
月
26
日
、

27
日
は
、
毎
年
人
気
の
﹁
夏
祭

り
﹂
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
会

場
は
両
日
と
も
に
イ
ー
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
で
、
26
日
は
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
８
〜
10
丁
目
に
て
、
27

日
は
４
番
街
９
〜
11
丁
目
で
行

わ
れ
た
。

　
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
、
ヨ
ー
ヨ

ー
す
く
い
、
日
本
の
屋
台
の
食

べ
物
の
ほ
か
、
日
本
か
ら
２
ベ

ン
ダ
ー
が
参
加
。
ま
た
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ト
ア
﹁
ジ
ャ
パ
ン
ス
ト

ア
﹂
が
特
設
ブ
ー
ス
を
出
展
し

た
︵
記
事
９
面
に
︶。

　
当
日
浴
衣
を
着
て
来
場
し
た

人
に
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
・
オ
リ

ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
う
ち
わ
が

進
呈
さ
れ
他
。
浴
衣
コ
ン
テ
ス

ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン
投
票
形
式

で
、
参
加
方
法
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
ジ
ャ

パ
ン
フ
ェ
ス
で
浴
衣
を
着
て

撮
っ
た
写
真
ま
た
は
動
画
に

#
sum

m
erfes

を
つ
け
て
投

稿
。
審
査
は
イ
ベ
ン
ト
終
了
後

に
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
再
投
稿
さ
れ
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
よ
る
投
票
が
実

施
さ
れ
た
。
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
先
着
15
人
に
手
ぬ
ぐ
い

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
﹁
粉
も

ん
﹂
キ
ン
グ
を
決
め
る
、
ジ
ャ

パ
ン
フ
ェ
ス
の
第
５
回
﹁
粉
も

ん
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
が
、
９
月
16

日
︵
土
︶
と
17
日
︵
日
︶
に
チ

ェ
ル
シ
ー
に
て
開
催
さ
れ
る
。
　

こ
の
日
の
た
め
に
日
本
か
ら
本

場
大
阪
の
た
こ
焼
き
の
名
店

﹁G
oonies

﹂、
本
場
広
島
の
お

好
み
焼
き
の
名
店
﹁
電
光
石

火
﹂、
静
岡
か
ら
富
士
宮
焼
き

そ
ば
が
参
戦
。
来
場
者
の
投
票

に
よ
り
優
勝
者
を
決
定
す
る
。

　
さ
ら
に
、
熊
本
か
ら
熊
本
発

祥
の
黒
酢
を
使
っ
た
チ
キ
ン
南

蛮
の
名
店
﹁
た
か
も
と
や
﹂
や
、

仙
台
か
ら
昔
な
が
ら
の
懐
か
し

の
ナ
ポ
リ
タ
ン
の
名
店
﹁
ハ
ン

グ
リ
ー
ハ
ン
グ
リ
ー 

﹂
も
来

米
。
こ
の
週
末
し
か
食
べ
ら
れ

な
い
日
本
の
味
が
楽
し
め
る
。

　
会
場
は
16
日
が
８
番
街
15
〜

17
丁
目
、
17
日
が
６
番
街
24
〜

26
丁
目
の
路
上
。
チ
ェ
ル
シ
ー

の
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
歩
行
者

天
国
と
な
り
、
２
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
る
。
和
牛
、
ラ

ー
メ
ン
、
焼
き
鳥
な
ど
、
計

１
３
０
店
が
集
結
す
る
。
詳

細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.japanfes.com

JAPAN Fes
浴衣コンテスト開催

16、17日は粉もんコンテスト

夏
祭
り
と
し
て
開
催

http://myriverside.net/home
https://www.bozubrooklyn.com/
http://hinomaru-limo.com
https://www.japanfes.com
https://www.japanfes.com
https://www.japanfes.com
https://www.japanfes.com
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 BOOKS
　
や
ら
れ
た
。
正
直
そ
う
思
っ

た
。
作
家
に
な
ろ
う
と
ま
で
は

思
っ
て
い
な
い
が
、
私
も
英
語

を
媒
体
に
東
欧
の
言
葉
を
習
い

始
め
て
い
る
。
き
っ
か
け
は
、

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・W

・
ア
ン
ソ

ニ
ー
著
﹃
馬
・
車
輪
・
言
語
﹄

を
読
ん
だ
こ
と
だ
。
大
作
の
前

半
か
な
り
の
部
分
で
、
イ
ン
ド
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
共
通
祖
先

に
あ
た
る
言
語
﹁
イ
ン
ド
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
祖
語
︵Proto-Indo-

E
uropean

︶﹂
は
、
い
つ
、
ど

こ
で
、
ど
ん
な
人
た
ち
に
よ
っ

て
話
さ
れ
て
い
た
か
を
説
明

し
て
い
る
。
こ
れ
が
人
類
史

６
５
０
０
年
に
も
わ
た
る
壮
大

な
オ
デ
ッ
セ
イ
な
の
だ
。

　
鵜
呑
み
に
し
た
も
の
を
こ
こ

で
広
げ
る
と
、
人
類
学
や
考
古

学
を
踏
ま
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

部
族
の
始
祖
は
６
５
０
０
年
か

ら
４
５
０
０
年
前
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
ロ
シ
ア
南
部
に
位
置
し
、

黒
海
と
カ
ス
ピ
海
の
北
に
広
が

る
大
草
原
、
す
な
わ
ち
﹁
ポ
ン

ト
ス
・
カ
ス
ピ
海
ス
テ
ッ
プ
﹂

と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
点
在
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
。
彼
ら
は
早
く
か
ら
馬
を
家

畜
と
し
乗
り
こ
な
し
、
二
輪
車

を
使
い
、
広
域
を
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
農
耕
と
放
牧
の

技
術
で
他
の
地
域
や
部
族
を
飲

み
込
ん
で
い
き
、
移
動
と
拡
大

を
繰
り
返
し
て
き
た
と
い
う
。

　
し
か
し
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
語
族
は
、
イ
ン
ド
、
ス
マ
ト

ラ
島
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ま
で
、

実
に
１
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
っ
て
広
が
る
。
そ
れ
だ
け
で

理
由
付
け
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

東
京
大
学
の
地
理
学
の
碩
学
で

あ
る
鈴
木
秀
夫
氏
の
﹃
気
候
の

変
化
が
言
葉
を
か
え
た
　
言
語

年
代
学
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
﹄

で
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

祖
語
が
西
と
南
に
移
動
し
広
が

っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
長

い
時
間
を
か
け
繰
り
返
さ
れ
る

寒
冷
期
、
温
暖
期
の
地
球
規
模

な
気
候
変
動
の
記
録
と
、
人
類

の
民
族
移
動
の
歴
史
を
重
ね
合

わ
せ
、
気
候
と
言
語
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
関
連
性
を
、
地
道
な

調
査
を
元
に
証
明
し
て
い
く
。

　
何
百
年
か
ご
と
に
訪
れ
る
寒

冷
期
に
民
族
は
南
下
す
る
。
同

時
に
偏
西
風
と
北
大
西
洋
海
流

の
影
響
で
比
較
的
温
暖
だ
っ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
西
北
部
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
に
移
動
し
た
。
だ
か
ら
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
と
イ
ン
ド
、
ス
マ

ト
ラ
島
で
共
通
し
た
、
も
し
く

は
似
た
言
葉
が
見
つ
か
る
の

だ
。
こ
の
壮
大
な
オ
デ
ッ
セ

イ
。
言
語
で
知
る
人
類
分
布
の

足
跡
。
す
ご
い
。

　
し
か
し
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
語
族
の
人
々
が
移
動
す
る
前

か
ら
各
地
に
は
す
で
に
人
が
お

り
、
独
自
に
文
明
や
社
会
を
開

い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の

人
た
ち
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
痕
跡
は
、
失
わ
れ

つ
つ
言
語
の
歴
史
に
見
つ
か

る
。
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ス
ク
地
方
に
残
る
バ
ス
ク
語

だ
。
彼
ら
の
言
語
は
周
辺
地
域

の
言
語
と
は
類
を
み
な
い
成
り

立
ち
を
し
て
い
る
。し
か
も﹁
ナ

イ
フ
﹂﹁
天
井
﹂
の
語
源
は
﹁
切

る
石
﹂﹁
洞
窟
の
上
﹂
と
分
析

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
氷
河
時
代

の
先
住
民
族
の
言
語
の
直
系
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い

る
。
日
本
で
は
ア
イ
ヌ
語
が
消

滅
危
機
に
あ
る
。
是
非
と
も
習

得
し
た
い
。

　
さ
て
本
書
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆

使
し
て
ル
ー
マ
ニ
ア
・
メ
タ
バ

ー
ス
を
作
り
、
仲
間
と
交
流
し

て
必
死
で
語
学
学
習
し
て
い
く

う
ち
ル
ー
マ
ニ
ア
語
の
小
説
家

に
ま
で
な
る
と
い
う
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
。
同
じ
語
族
で
あ
る

英
語
を
媒
体
と
し
て
学
習
し
た

と
こ
ろ
が
成
功
の
秘
訣
で
は
な

い
か
と
思
う
。
東
欧
の
人
た
ち

は
か
な
り
の
確
率
で
流
暢
に
英

語
を
話
す
。

　
日
本
語
は
日
琉
語
族
と
さ
れ

る
が
、
中
国
語
・
朝
鮮
語
の
影

響
・
類
似
性
が
多
く
み
ら
れ
る
。

言
語
学
か
ら
近
隣
周
辺
国
と
の

関
わ
り
の
深
さ
を
見
直
し
て
み

る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
　（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 言語学から見直す地政学
済東鉄腸・著

 左右社・刊

■獣の夜（森絵都、朝日新聞出版）原因不明の歯痛に悩む
私が訪れた不思議な歯医者（『太陽』）、サプライズパーティ
を予定する女性（『獣の夜』）ほか、短編の名手である著者
が日常がぐらりと揺らぐ瞬間をさわやかに、艶めかしく、
そしてユーモラスにつづった 7 つの短編集。■君たちは
どう生きるか（吉野源三郎、マガジンハウス）貧困、いじ
め、勇気、学問、今も昔も変わらないテーマに人間として
どう向き合うべきか。楽しく読んでいるうちに自然に考え
る仕掛けが満載された子どもたちに向けた哲学書。時代を
超えて読み継がれてきた名作が、読みやすい大型サイズで
新装刊行。■逆ソクラテス（伊坂幸太郎、集英社文庫）学
力も運動もそこそこの小学 6 年生の僕は、転校生の安斎か
らある作戦を持ちかけられる。カンニングから始まったそ
の計画は、クラスメイトや担任の先生を巻き込んで予想外
の結末を迎える。表題作ほか全５編を収録した、第 33 回
柴田錬三郎賞受賞作。■泣くほどの恋じゃない（小手毬る
い、潮出版社）京都にある小さな塾の講師をしていた凪子
は、ふとしたきっかけから教え子の父親と関係を持ってし
まう。会えない寂しさを埋めるように彼への想いを綴った
手紙。いつかふたりの物語を書きたい。夢に手が届きそう
になった時、彼女を待ち受けていたある運命とは。■言語
の本質（今井むつみ・秋田喜美、中央公論新社）日常生活
の必需品であり、知性や芸術の源である言語。なぜヒトはことばを持つのか。
子供はいかにしてことばを覚えるのか。そして言語の起源とは。言語の本質
を問うことは、人間とは何かを考えることである。鍵はオノマトペと、アブ
ダクション（仮説形成）推論という人間特有の学ぶ力である。認知科学者と
言語学者が力を合わせ、言語の誕生と進化の謎を紐解き、ヒトの根源に迫る。
■教育は遺伝に勝てるか？（安藤寿康、朝日新聞出版）遺伝が学力に強く影
響することはもはや周知の事実だが、誤解も多い。あらゆる感情や行動に遺
伝の影響は表れる。遺伝で受け取った「素材」を存分に引き出し、伸ばし、
自信をもって生きていくために、効果的な「教育」のかたちを慶應義塾大学
名誉教授で教育学博士の著者が科学的知見から明らかにする。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
短
編
の
名
手
に
よ
る
７
つ
の
物
語
。
子
供
た
ち
に
向
け
た
哲
学
書
。
第
33
回
柴
田
錬
三

郎
賞
受
賞
作
。
赦
さ
れ
ざ
る
恋
を
描
い
た
切
な
い
恋
愛
小
説
。
言
葉
は
ど
う
生
ま
れ
、
進

化
し
た
か
。
科
学
的
知
見
か
ら
み
た
効
果
的
な
教
育
の
か
た
ち
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
キ
ー
ウ
に
昇

る
月
は
、
私
た
ち
が
見
上
げ
て

い
る
月
と
同
じ
。
世
界
中
、
ど

こ
か
ら
見
て
も
月
は
ひ
と
つ
。

月
を
見
上
げ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
平
和
の
願
い
を
こ
め
る
。

　
﹁
キ
ー
ウ
の
月
は
　
ロ
ー
マ

の
月
の
よ
う
に
き
れ
い
な
の
か

な
﹂
で
は
じ
ま
る
本
書
は
昨
年

４
月
、
イ
タ
リ
ア
の
出
版
社
か

ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
救
援
の
た
め
に

出
版
さ
れ
た
。
﹃
チ
ポ
リ
ー
ノ

の
冒
険
﹄
で
有
名
な
イ
タ
リ
ア

の
国
民
的
作
家
ジ
ャ
ン
ニ
・
ロ

ダ
ー
リ
︵
１
９
２
０
〜
80
年
︶

が
１
９
６
０
年
に
発
表
し
た
詩 “

La luna di K
iev”

︵
邦
題

﹃
キ
ー
ウ
の
月
﹄
︶
を
絵
本
化
し

た
も
の
。
優
し
い
雰
囲
気
の
挿

し
絵
は
、
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
・

ア
レ
マ
ー
ニ
ャ
。
イ
タ
リ
ア
の

出
版
社
に
よ
る
世
界
の
出
版
社

へ
の
呼
び
か
け
で
、
ス
ペ
イ
ン
・

ル
ー
マ
ニ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
・
イ

ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
の

世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
救
援
・
出
版
企
画
に
、

日
本
で
は
講
談
社
が
参
加
し
、

昨
年
８
月
に
出
版
さ
れ
た
。
絵

本
の
売
り
上
げ
に
よ
る
全
て
の

利
益
は
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド

レ
ン
に
寄
付
さ
れ
る
。（
高
田
）

絵
本
購
入
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

 『キーウの月』
作：ジャンニ・ロダーリ　
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